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第一話　夕暮れの少女ラブレター



「ようやく、私とキミの因果は繋つながった」

　四月も半ばを過ぎたある日の放課後のことだった。

　屋上のドアを開けた彼が目にしたのは、高さ三メートルはある転落防止柵の上で仁に王おう立だちをしている銀髪紅眼の美しい少女。

「まだ全てが喪うしなわれてはいなかった、ならばそれを喜ぶべきか──否だ」

　バロック──『歪ゆがみ』という意味の名前の少女は彼へ向けて宣言する。

　茜あかね色いろの夕焼けよりも鮮やかに、高貴な姫君のように凜りんとして、



「私の愛に妥だ協きようはなく、私は喪われた因果の全てを取り戻す！」



　彼女は高らかに愛を謳うたった。

　そして、愛を謳われた彼──守もり部べ京きよう耶やは…………困った。

「何の話だ？　俺は、このラブレ…………手紙で呼び出されて来ただけだ」

　眉間に皺しわを寄せ、無ぶ愛あい想そうな声で言った彼はハートのシールで封をしたどう見てもラブレターな手紙をかざして屋上を歩み、彼女のすぐ傍そばで足を止める。

　そして答えを求めるように、転落防止柵の上に立つ彼女を見上げた。

「うむっ！　つまり、私はキミのことが凄すごく好きだ！」

　緩ゆるいウェーブのかかった銀色の髪をリボンで結んだツーテール、ピジョンブラッドに似た深い紅こう玉ぎよくの瞳、咲き誇る花の如ごとく美しい顔立ち。

　着ているのは日ひ雁かり高校のブレザーでカラータイプは瞳と同じく赤、短めのスカートから伸びた細い脚にはガーターベルト留めのニーソックスをはいている。

　手足は長いが体は小さな人形体型で、背丈は京きよう耶やの胸ほどまでしかない。

　だが、堂々と小さな胸を張る彼女は不思議なほどに力強い。

「そ、そうか」

　その言葉があまりにも真まっ直すぐで、京耶は眉間に皺を寄せたまま視線を逸そらした。

　彼は極きわめて交友関係の狭い人間だが、それでも彼女のことは知っている。

　と、いうかクラスメイトだ。ついでに席も隣である。

　しかし残念ながら、殆ほとんど会話もしたことのない間柄で間違えてもこんな告白をされてしまうほどに親しい相手でもない……はずなのだが。

「京耶よ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　呼びかけられ、思わず再び彼女を見上げた。

「私は身も心も、キミと繋つながりたい、永とこ久しえに、二度と離れぬように」

　じっと見詰める赤い瞳と風に揺れる銀色のツーテール、赤い制服、短いスカート。

　ふわり──揺れるスカートの中に白い三角形を目撃し、京きよう耶やは緩みそうになった顔を引き締め眉間の皺しわを深くする。

　気付いているのかいないのか、バロックは小さな唇くちびるに大きな笑みを浮かべると。

「共に行こう、私とキミの戦場へ」

　ふわり──転落防止用柵の上から、跳んだ。

「『生命の樹セフイロト』の高み『王冠ケテル』を目指し」

　天使の羽のように銀色の髪をなびかせ、求めるように大きく両手を広げて、京耶目掛けてバロックが落ちてくる。

「あれ？」

　京耶が間の抜けた声を上げた。

　その間にも近付いて来る彼女の顔、体、腕。

　反射的に逃げようかと思い、すぐに、京耶は思おもい止とどまった。

　落ちるバロックは、尚なおも微笑ほほえんでいた。

　京耶が受け止めてくれると信じるように、無防備に、微笑んでいた。

「お、おま、おまえは阿あ呆ほかああああああああああああああああああ！」

　叫びながら、彼もまた大きく両腕を広げて、落ちてくるバロックを抱き止める。

　柔らかな感触、微かに甘い花に似た香り、ずしんっ、と、確かな重み。

「うぉっ！」

　いかに小柄な彼女でも落ちてこられてはたまらない、京耶は思い切り尻しり餅もちをついて痛みに顔を歪ゆがめ、眉間に皺を寄せた。

「思ったとおりだ、ちゃんと私を受け止めてくれたな」

　京耶がどきりとしてしまう程に近く、すぐ目の前にバロックの顔があった。

　落ちてきたバロックは京耶を下敷きにして、丁ちよう度ど、腰の上にちょこんと跨っている。

「やはり、私はキミを好きになって良かった」

「なっ、何を言ってるんだおまえは、大体、俺たちは話をしたことも殆ほとんどない」

「心外だな。キミが私を見ていなかっただけで、私はずっとキミを求めていた」

　何がそんなに嬉うれしいのか理解できないがとにかく嬉しそうに、彼女は謳うたう。

　明確すぎる好意の言葉に、京耶は何も言えなくなってしまった。

「私はキミが好きなんだ」

　もう一度言って、彼女は手に持っていた何かを京耶に向けた。

　携帯電話だ、ディスプレイには十の球と二十二の線で描えがかれた、幾き何か学がく的な模様が映っている。

「『生命の樹セフイロト』──『王国マルクト』より出いでて『基礎イエソド』『栄ホ光ド』『勝利ネツアク』『美テイフアレント』『力ゲブラー』『慈悲ケセド』『理解ビナー』『智慧コクマー』を経へて、神の座たる『王冠ケテル』へ至いたる道程」

「おまえは何を言って──」

　瞬間、夕ゆう陽ひが完全に落ちて暗闇が舞い降りた。

「夜は『死タナトス』の領域、積み上げられた夢の屍しかばねが『遺産レガシー』として顕けん現げんする」

　暗闇の中、ぼんやりと浮かぶ携帯電話のモニター、『生命の樹セフイロト』とメッセージ。

『レガシーを確認しました。転送を開始しますか？』

　イエス・ノーのダイアログが現あらわれ、バロックがイエスを選択し呟つぶやいた。



「『幻想接続ログイン』」



「──！」

　吸い込まれた！

　突然水の中に放り込まれてしまったような浮ふ遊ゆう感かん、肉体の感覚が水に溶ける。

　それでも明確な意識、京きよう耶やの脳裏には機械的にメッセージが流れ込む。



『新規アストラルレイヤーの存在を確認…………登録完了』

『ヒカリータウン既存アカウントと照合…………照合完了』

『遺産接続プログラムをダウンロード、当とう該がい携帯電話にインストールを開始します』

『インストール中…………インストール中……………………インストール完了』

『ようこそ、新しきアストラルレイヤー』

『アストラルレイヤーの証あかしである原げん罪ざい刻こく印いんを付ふ与よします』

　原罪刻印？

『アストラル体検査…………検査完了』

『個人名・守もり部べ京耶』『原げん罪ざい形けい質しつ・破滅』

『刻印位置・首筋』『刻印形状・ロールシャッハ』『刻印能力・喪失者アウト・オブ・オーダー』



　レガシー『第三階かい梯てい・エリゴール』

　フィールドタイプ『黒騎士公の屋敷』

　アストラルレイヤー『銀の追憶リグレツト』バロック

　アストラルレイヤー『喪失者アウト・オブ・オーダー』守部京耶

　クリア条件『メインエネミーの撃破』



「ぐああああああああああああああああああ！」

　京きよう耶やは脊せき椎ついに電流を流されるような痛みに叫び、ごろごろと転がった。

「ぐっ……あっ、ああ…………」

　幸いと言うべきか痛みはすぐに消え、痺しびれに似た曖あい昧まいな感覚にとって変わる。

「つう……何なんだ、一体」

　痛みが落ち着いた京耶は周囲を見回し、絶句した。

　夕暮れの屋上にいた筈はずなのに、今はダンスパーティーでも開けそうな大ホールにいる。

　天てん井じようにはシャンデリア、壁には無数の燭しよく台だい、床にはモザイク模様のタイル、丁ちよう度ど正反対の側には数メートルはあろうかという巨大な扉が聳そびえ立ちその全てが人の骸むくろを模もした冒ぼう涜とく的なデザインをしていた。

「な、何が、起きた……」

　床に座り込んだ京耶が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「『原げん罪ざい刻こく印いん』が付ふ与よされたようだね。これでキミも私と同じアストラルレイヤーだ」

「おまえっ、説明し……ろ？」

　涼やかなバロックの声が唐突に聞こえ、京耶は殆ほとんど睨にらみ付けるような眉間に皺しわを寄せた顔で声の方向を向いた。

「良いとも！　アストラルレイヤーとは『ゲーム』参加者の呼こ称しよう。『原罪刻印』とはアストラルレイヤーである証あかしとして体のどこかに顕あらわれる、文字通りの刻印だ」

　銀の髪を揺らすように両腕を広げバロックは嬉き々きとして語りだす。それを見詰める京耶の眼まな差ざしは、既にとても睨み付けるとは言えない程に崩れていた。

「『原罪刻印』は誰一人として同じ形を持たない。そして誰一人として同じではない力を与える。これを魂の現げん出しゆつだと言うものもいるが、本当のところは不明だな」

　喋しやべるうちに高こう揚ようしてきたのか段々と早口になりながら、何な故ぜか自慢でもするようにその控ひかえ目な、黒いメイド服に、包まれた胸をぴっこりと張った。

　そう、黒いメイド服である。

　眩まばゆい銀色の上に暗闇色をしたブリムを載のせて、花のような愛あいらしい顔に輝く紅こう玉ぎよくの瞳、小柄な体に漆しつ黒こくのロングスカートと裾にフリルをあしらった真っ黒なエプロン。

　黒染めながら、造りと形は正統派のメイド服に近く、そのアンバランスが艶あでやかだ。

　ゴシック、とでも言うのか、骸を模したホールにはむしろ似合いだろう。

　折せつ角かくの説明も半分上の空に、京耶は黒メイド服について真剣な考察をしている。

「そして私たちが戦うのは『遺産レガシー』……どうしたのだ京耶よ、聞いているか？」

　視線に気付いたバロックが語りを中断し、子犬のように小さく首を傾かしげた。

「…………黒メイド」

　ぽつりと独り言のように京きよう耶やが言う。

「ああ……ここはメイド服がコスチュームだったのか、しかも黒メイドさんか……少しこそばゆいけど、うん、結構、カワイイ、かも？」

　思わずドキリとしてしまうような、はにかんだ笑顔を彼女が浮かべた。

　京耶はこんな理解不能な状況──『ゲーム』？　に巻き込まれているのに素直にドキリとしてしまった自分を呪うように顔を歪ゆがめる。

「似合うかい、京耶」

　しかしバロックは上機嫌に、京耶の前で軽いステップを踏ふむ。

　メイド服の黒いロングスカートを軽く摘まんで持ち上げ、爪先立ちでくるりと一回転。

　ふわり、スカートの裾が膨らみ漆しつ黒こくのエプロンと共に楕だ円えんを描えがく。

　ふわり、リボンで結んだ銀色のツーテールが柔くなびく。

　黒い花か弁べんと銀の花芯を持つ花が咲いたような、綺き麗れいな回転。

　最後に一度、ふんわりと、軽く腰を落とすように足を止めて、京耶の顔を覗のぞき込んだ。

「どうかな？」

「……似合っている」

　京耶は眉間に皺しわを寄せたまま搾しぼり出すような声で答える。

「ありがとう、キミに褒ほめられると嬉うれしいな」

　にこり、バロックは固まった氷を溶かすような柔やわらかい微笑を浮かべた。

　不覚にも再びドキリとしそうになった京耶は低い声で呻うめき、問いかける。

「肝かん心じんなことを聞いていなかった。ここは、何ど処こだ？」

「そうだな、確かにそちらから説明するべきだったかもしれない」

　バロックが深く頷うなずくと、黒のブリムを載のせた銀色のツーテールがしゃらりと揺れた。

「ここは『レガシー・オブ・タナトス』、ヒカリータウン内の、隠しコンテンツさ」

「……待て、待て待て待て、ヒカリータウン？　隠しコンテンツ？」

　それは携帯電話専用、日ひ雁かり市し限定展開中ソーシャルゲームの名前である。

　プレイヤーはヒカリータウンという架空の町に暮らす住人であり、町内にあるさまざまなアトラクション（ミニゲーム）で遊ぶ箱庭型ゲームだ。

　京耶自身はプレイしないが、半ば学生の常識として知っている。

　バロックの言葉が真実であるとするならば、つまりここは。

「つまり、ここはゲームの中なのか！」

「大正解だ！　これは全ヒカリータウンユーザーの中で選ばれた極一部の者のみがプレイできるバトルゲームさ。チーム競争型でね、優勝チームは『あたらしいかみさま』になる権利を得る、凄すごいだろ」

「だから待て、頭が追いつかない！　百歩譲ゆずってゲームの中だとして──」

「残念だけど京きよう耶や、これ以上は無理だ」

　バロックは遮さえぎり、視線を京耶から丁ちよう度ど真向かいにある巨大な扉へと向けた。

「そろそろゲーム開始のようだからね」

　音もなく、その巨大な扉はゆっくりと開いて行く。

　その向こうにはなるほど、扉の巨大さに相応ふさわしき身長三メートルはあろうかという黒い鎧よろいを纏まとった騎士の姿があった。

「ふむ……どうやら今回の『ゲーム』はとても正統派みたいだ」

　黒騎士の手には自らと同じほどに長い（つまり三メートル程の）諸もろ刃はの黒い騎士剣。

　頭部全体を覆おおう二本の角が生えたフルフェイスヘルメット、炎のような不定形の瞳が二つこちらを見ている。

　ぞわりと、見られているだけで京耶の背筋に悪寒が走り力が抜けた。

　文字通りの意味で、そこにいるものが人間とは、否いや、生物とすら思えない。

　ずしんがちゃり、ずしんがちゃり、黒騎士は鎧を鳴らし歩みホール半ばで足を止める。

『我が名はエリゴール、来たれ我が敵手よ』

　金属が軋きしむような声で黒い騎士は彼らに言った。

「な、なに、ゴール？」

「《黒騎士公》エリゴール」

　鈴を鳴らすように、バロックは告げる。

「魔術書『ソロモン王の小さな鍵』に記された悪魔の一つ、七十二柱の十五番目。愛と闘争の突撃者、六十軍団を指揮する偉大なる《黒騎士公》──その『遺産レガシー』」

「……悪魔？　お、おまえ、戦うのか、あれと？」

「ゲームだからね、戦うとも」

　京耶の視線は、黒メイド服のバロックと佇たたずむ黒騎士の間で落ち着かず揺れ動く。

「アストラルレイヤーは『原げん罪ざい刻こく印いん』の他にも武器がある」

　バロックは静かに、だが不敵に笑う。

「詳しい話はまた今度してあげるけれど、私は結構凄すごいぞ」

　すっ、銀色の髪を、黒のエプロンドレスを揺らし、バロックは悠ゆう然ぜんと前に出る。

　メイド姿でありながら、どこぞの姫君のように凜りんとした、堂々とした前進。

　笑みを消した彼女の赤い瞳は真まっ直すぐに、ホール中央で待つ黒騎士に注がれている。

「見せてあげよう私の武器を、私がかつて打ち倒し、私のものとしたレガシー、錬金術の最高傑けつ作さく──『賢者の石』を」

　歩みを止めぬまま、彼女は両手を大きく開き、宣言した。

『幻象武装コネクト・パラケルススの赤い夢アルケミスト・ウロボロス』

　バロックの掌てのひらに十字型の傷が開き、鮮せん血けつがじわりと滲にじむ。

「兵装練成」

　傷口が突とつ如じよとして蛇の如ごとくのたうち噴出し、武器の形を象かたどった。

　右の手には赤き血の刀、左の手には赤き血の銃。

　右の刃は飾りなく、武器としての冷たい輝きを放つ。

　左の銃には螺ら旋せんの装飾、魔的な印を描えがいて妖しさを醸かもし出す。

　刀と銃、自らの血液で作り上げた二つの武器を、二つの手に彼女は握る。

「なっ……」

　京きよう耶やが目を見開いた。

『ほう……』

　黒騎士エリゴールの不定形の瞳がざわめく。

「『賢者の石を溶かした血液』ならば、こんな技も出来る。どうだい、面白いだろう、京耶は私に惚ほれ直しても構わないんだよ」

「真面目にやれよ！」

「真面目に楽しみたまえよ」

　彼らの反応を面白がるように、彼女は小さな笑みを浮かべて静かに歩み。

「さて、と」

　バロックもまたホールの中央付近で足を止めた。

　数メートルの距離を置き、対たい峙じする黒のメイドと黒い騎士。

「勝てるかどうかは、うん、微妙だけど、とても楽しいゲームになりそうだ」

　黒騎士の巨体を見上げ、銀色の髪を揺らして大きく頷うなずいた。

　応じるように、黒騎士もがちゃりと黒い鎧よろいを鳴らす。

「さあ悪魔エリゴール、ゲームを始めようか」

『良かろう、鮮血の騎士よ！』

　先手を取ったのはエリゴール、黒の剣を大上段に構え、全速力で振り下ろす！

『渇ッッッッッッ！』

「──ッ、速いなっ！」

　風を叩たたき潰つぶすような豪ごう腕わん一いつ閃せん、バロックは黒いスカートを閃ひらめかせ横っ飛びに避ける。

　空振った黒の剣は天てん井じようのシャンデリアを砕き、モザイク模様のタイルを抉えぐった。

　飛び散る硝子がらすとタイルの欠片かけらはダイヤモンドダストのようにキラキラと輝いて、なびく銀の髪を、黒のメイド服を、白い肌を、美しく彩り──そして切り裂く。

「チッ！」

　銀髪をなびかせ、赤い銃の引き金を引き、バロックは更に同じ方向へ跳んだ。

　放たれた銃弾は黒騎士の甲かつ冑ちゆうの前に軽い音を立てて弾はじかれる。

　避けきれなかった硝子とタイルの破片が黒いメイド服を僅わずかに裂き、白い肌が覗のぞいて赤い血が滲にじみ、銀の髪がはらりと舞う。

『セアアッ！』

　エリゴールは更にバロックを追って、大剣を斜めに跳ね上げ薙なぎ払はらった。

「あ、いかんっ」

　ホーミングミサイルの如ごとく、エリゴールの剣がバロックを追う。

　その巨大さに見合うだけの力で振るわれ加速し続ける剣は、バロックの着地を待つことなく、彼女に届く。

　まだ体を宙に浮かせたまま、バロックは赤い刀で黒の剣を受け止めた──受け止めるしかなかった。

『それは、悪し成り！』

「わかっているとも！」

　黒い大剣と赤い刀がぶつかり合う。

　三メートルはあろうかという黒騎士が振るう大剣を、その半分もないバロックの小柄な体格と刀でまともに受け止められるはずもなく。

　バロックは突風に吹かれた木の葉のように、燭しよく台だいが並ぶ壁に向かって吹き飛ばされた。

　ばさばさと、銀の髪が黒いメイド服が揺れ、小さな体は為なすすべなく壁に──

「赤翼練成！」

　黒いメイド服を裂いて、白い背中に血で造られた赤い天使のような翼が生えた。

　ぶぉん！　大きく羽ばたき自らにかかるエネルギーを相殺した。

　大きく、それこそもう一対の翼のように広がった銀色の髪。

　飛ばされる力と反対方向に向かおうとする翼の力が、ぶつかり合いゼロになり、壁に激突する寸前でバロックは静止した──ふわりと落ちる銀の髪を除いた全てが静止した。

　打ち終えた翼は反動に固まりこの瞬間だけ使えない、足はそもそも地に着いていない。

　ピンで貼り付けられた標本の蝶ちようのように、完全に無防備な一瞬を。

　その一瞬を黒騎士が逃すはずもない。

『それもまた、悪し、成り！』

　黒く無ぶ骨こつなガントレットが軋きしむほど強く剣を握り、ずおんと床を砕くほどに強く踏ふみ込み、黒の剣を絶好のタイミングで避けようもなく停止したバロックへ向けて振るう。

　暴風の如き横薙ぎ一いつ閃せん、轟ごう々ごうと風を潰つぶす音がし、剣速がもたらす衝撃波が壁を大きく抉り、無数の燭台を砕く。

「バロック！」

　思わず京きよう耶やが絶望的な叫びを上げた。

　黒騎士の剛剣がバロックに届く。無骨な刃が黒いエプロンドレスを切り裂く。

　顕あらわになる白い肌、控ひかえ目な二つの膨らみ、その狭はざ間まには『罅ひび割われたハート』の標しが鮮やかに描えがかれている。

　これがバロックに与えられた『原げん罪ざい刻こく印いん』。

　彼女は小さな笑みを唇くちびるに浮かべ、呪文を唱えるようにその名を呼んだ。

「『銀の追憶リグレツト』よ！」

　まるでもう一つの心臓のように、罅ひび割われたハートが脈打ち、銀色に輝く。

『……ぬう！』

　次の瞬間、エリゴールは不定形の炎の瞳を揺らめかし呻うめいた。

　確かに黒の剣が捉とらえたはずのバロックがいない。あの一撃で消し飛んだというなら残る汚れすらもない。辛かろうじて、黒い布──メイド服の一部が宙を舞っているだけだ。

「私はここだよ、エリゴール」

　炎の瞳が声の方を向く。エリゴールが薙なぎ払はらった剣の上にバロックが立っていた。

　揺れなびく銀色のツーテール、不敵な輝きを宿した紅こう玉ぎよくの瞳、黒いロングスカートはスリットのように裂け、フリルの付いたエプロンドレスは左肩から大きく破れ、控え目な双丘の狭間に罅割れたハートの標しが覗のぞいている。

「今度は私の手番だ！」

　エリゴールの剣に張り付くことであの横薙ぎを受け流したバロックが反撃に出た。

　己が血で造った翼を打ち、赤い刀と赤の銃を手に、バロックは剣を駆かけ上がる。

　なびく銀色のツーテール、破れた黒いメイド服の残ざん骸がい、裂けてスリットの入った黒いロングスカートを跳ね上げガーターベルト吊づりのニーソックスを覗かせ駆ける。

　剣、腕、肩口、バロックは数歩で一気に黒騎士の体を上り詰め、

『間に、合わぬ、か！』

「ああ、遅いとも」

　黒騎士が苦し紛まぎれに伸ばした手を、赤の刀で切り払う。

「さようなら、《黒騎士公》」

　二本の角が生えたフルフェイスヘルメットの隙間、二つ覗いた不定形の炎の瞳へ、左手が持つ赤い銃の引き金を三度、続けざまに引いた。

　パンッ、パンッ、パンッ。

　そんな恐ろしく軽い音がして、ぐらり、エリゴールの体がホールの床へと落ちて行く。

　エリゴールの斬ざん撃げきで砕けたタイルの床はこの衝撃で完全に砕け散り、壁の燭しよく台だいは大きく前後し、天てん井じようのシャンデリアが硝子がらす同士のぶつかる音を立てて激しく揺れる。

　その光景を、バロックは赤い血の翼で宙に浮かび、見下ろしていた。

　黒いブリムを載のせた銀色の髪、背中に生えた赤い翼、破れて裂けた黒いメイド服とその隙間に覗く、真っ白な肩、罅割れたハートの標された小さな胸の狭間、細い足。

　まるで彼女こそが悪魔のようだと思ったのは、考えすぎか。

　京きよう耶やは言葉もなくホールの外れから、バロックを眺めていた。

　そしてエリゴールの骸むくろが硝子がらすのように砕け、塵ちりのように消えて行く。

　続いて天てん井じようが、シャンデリアが、壁が、燭しよく台だいが、最後には地面すら消え。

　訪れた時と同じように、水の中に似た浮ふ遊ゆう感かんが京耶を包んだ。



『クエストクリア』

『入手レガシー・第三階かい梯ていエリゴール』

『アストラルポイントを獲得──チーム未確認、ランキングに反映されません』

『ゲームを終了します』



　次に気付けば、現実に戻っていた。

　日が落ち夜の帳とばりに包まれた屋上に、京耶とバロックの姿があった。

　星がなく月も細い、かの悪魔よりも暗い夜。

　ゲームの開始前と同じように、屋上の床に倒れた京耶の上にバロックがちょこんと乗っている。肌に一つの傷もなく、赤いブレザー姿に戻っているところまで、全く同じだ。

「これが私たちのゲーム、『レガシー・オブ・タナトス』だよ京耶！」

　バロックが、夜には似合わぬ春の太陽のように明るく笑う。



    

  
    
      



    

  
    
      

「これが、『ゲーム』……」

　夜風に揺れる銀色のツーテール、満足そうな赤い瞳、咲き誇る花の顔、上に感じる温かく柔らかなバロックの重みと淡く甘い花のような彼女の香り。

「私たちの敵は『レガシー』だ。伝説伝でん承しよう逸いつ話わ、神に悪魔に魔獣に妖精、ジークフリートからアインシュタインまで『既にこの世界の表舞台を去った者』！」

　ご機嫌な子どもが、お気に入りの玩具おもちやを見せびらかすように彼女は熱く語る。

「そして私たちの武器は自分自身、チームの仲間、倒した『レガシー』だ！」

「……」

　聞きたいことは、山ほどあった。

「素晴らしい『ゲーム』じゃないか！　かつてこの世界にあった全てが敵で、味方で、戦えて、勝てば神に手が届く！」

　月のない夜の下で、彼女の瞳がアンタレスのように赤く輝いていた。

　あるいは『火星マーズ』、戦争の星だろうか。

「おっと、いつまでも上に乗っていては失礼だな」

　音もなくバロックが京きよう耶やの上から立ち上がる。遠ざかる花の香り、仄ほのかな温ぬくもり、バロックの感触、それを追いかけるわけでもなかろうが京耶もまた立ち上がった。

　立ち上がったは良いが、他に視線の置き場もなく京耶はバロックを見詰める。

　銀色の少女は赤い瞳で京耶を見上げて、少し笑った。

「驚いたようだね」

「信じられん、夢でも見ていた気分だ……」

「では、夢にするかい？」

「……」

　苦々しい顔で、京耶は黙り込んだ。

　夢だと思えるなら苦労しないとその顔には書いてある。

「うむっ、私は京耶のそういう所は好きだぞ。認められないものを認めるというのは簡単なようで難しいことだ」

　子犬のように可愛かわいらしく笑い、バロックが銀色の髪を上下させて頷うなずいた。

「まあ、元々は『アストラルトリップ』と呼ばれる魔術儀式を電子化させた余よ禄ろくだそうだよ。リアルすぎるほどにリアリティがあるだけ、所しよ詮せんはヒカリータウン内の一ゲームだ。運営だって同じセフィロト社だぞ」

「う、運営会社？」

　日ひ雁かり市し限定ソーシャルゲーム、ヒカリータウンの一コンテンツというのが事実ならば運営会社はむしろいるのが当然なのだが、それでも京耶は変な声を出してしまう。

「公式ホームページにランキングに掲示板もあるぞ。キミにも明日ぐらい案内メールが届くんじゃないかな？」

「何なんだ、本気で！」

「ま、それはともかくだ」

　バロックが握ったままだった携帯電話を操作し、ディスプレイに十の球と二十二の線で構成された幾き何か学がく模様──『生命の樹セフイロト』を映す。

『遺産接続システムを起動します──レガシーの実体化開始』

　実体化中の文字とパーセンテージバーが『生命の樹セフイロト』の上に表示され、完了。

『レガシーを実体化します』

　ディスプレイに描えがかれた『生命の樹セフイロト』から黒い結晶が出現する。

　電子の海から、ぷかりと、浮かび上がるように現実に現あらわれた。

「これが先ほど倒したエリゴールの『遺産レガシー』だ。携帯電話にダウンロードされた遺産接続プログラムでこいつを起動させればあの黒騎士の力が使えるようになる」

　内側に光源でもあるように、結晶体は残り火に似たぼんやりとした輝きを放っている。

「レガシーを使い、レガシーを倒し、アストラルポイントを集めて位階を上昇させる」

　そして──

「『生命の樹セフイロト』を登り詰めたチームに『あたらしいかみさま』の座は姿を見せる」

　白く小さな手が黒の結晶体を取り、掌てのひらに載のせたそれを京きよう耶やへ差し出した。

「ランク三、エリゴール。キミに進しん呈ていしよう──共に、戦ってくれ」

　京耶は淡く輝く黒い結晶を見て、バロックの顔を見た。

　端たん整せいな、整いすぎた、何も疑わず目の前にいる人を信じているような無む垢くな笑顔。

「いらない」

　赤い瞳を見詰めて、きっぱりと京耶は拒絶した。

「……え？　ははあ、私の手を借りず自力で事を為なしたいとキミは言うのだね。うん私はそういう意地は嫌いじゃない、むしろとても好きさ。ますますキミに惚ほれ直したよ。私が無ぶ粋すいだったかもしれない、けど、どうせ取り替えは幾いくらでも可能なんだ、とりあえずという意味で貰もらってくれないかな」

　ずい、ともう一段階バロックが結晶体を差し出してくる。

「そういう意味じゃない。俺はそのゲームに参加するつもりはないと言いたいんだ」

「…………え？」

　心底から不思議そうに、そして子犬のように愛あいらしくバロックが小首を傾かしげる。

　京耶は眉間に皺しわを寄せて険しい顔をしたまま、深く深く溜ため息いきを吐く。

「『あたらしいかみさま』だったか？　それが理解できないのは置いておこう。何かゲーム的なスラングの可能性があると思うからだ」

「そのままの意味なのだがな」

　今の呟つぶやきは聞こえなかったことにして、京耶は続けた。

「さっきの黒騎士と当たり前のように戦うゲーム、怖すぎてやりたくない。そもそも俺はあんまりゲームをやらない人間なんだよ」

「ちょっと待ってくれたまえ京きよう耶や……もしかして、楽しそうに見えなかったのか？」

　何な故ぜかバロックは愕がく然ぜんとしている。

「あれが楽しそうに見えてたまるか、とにかく、その『エリゴール』とやらはいらん」

　ずいっ、と京耶が結晶体を持つバロックの手を押し返す。

「え？　え？　だ、だって、戦いでゲームなんだぞ。面白いじゃないか！」

　押し返された手を更に押し返し。

「おまえの感性はどうかしているのか！　あんなもん怖いに気まっとるわ！　死ぬわ！」

　またまたぐいと押し返し。

「大丈夫だ。ゲーム内は生命保護システムが働いているから基本的に死なない、たぶん」

「基本的にと来たか……とにかくゲームは一人でやってくれ」

「一人だとランキングに参加できないのだよ。正式にゲーム参加するには最低二人以上のチームでないと駄目なんだ！」

「じゃあ他の奴やつを誘え。幾いくらでもいるだろ」

「愚おろかな！　自慢ではないが私はぼっちだぞ！」

「本気で自慢じゃないな」

「と、いうことで私のチームメイトは京耶しかいない」

「じゃあ俺が誰か適当な奴を紹介しよう」

「はんっ、嘘うそを吐くのは良くないな。京耶がぼっちであることも私は先刻承知だ」

「そうでした。俺もぼっちです。友達いません、待て、貴様、まさか俺を選んだ理由」

「キミがぼっちであるということも、理由の七パーセントぐらいはあるとも！　ぼっちとぼっちが出会った時、それはぼっちがぼっちでなくなる時だ！」

「ぼっち、ぼっちと連呼するな！」

「因ちなみに残りの九十三パーセントは全て純粋な好意、愛だ！」

「愛が重たいな！」

　ぎゃあぎゃあと大騒ぎしながらも、レガシーの押し付け合いは続行されており。

「ええい、ともかく俺は断る。貴様が処理しろ！」

　ぐいっ。

「ふむっ、仕方がない、一旦出直すとしようじゃないか」

　ぐいっ。

　京耶がバロックの方へ押して、バロックが自分の方へ引いた。

「……え？」

「むっ！」

　勢い余った京きよう耶やは大きく前へつんのめり、反射的に支えを求めて手を伸ばす。

　バロックは京耶を支えようと、自ら前に出て抱き止める。

「……」

「……」

　京耶は転ばなかった、そして二人の唇くちびるは沈黙した。

　マシュマロを溶かした、ココアに似ていた──というのが、その感想。

　丁ちよう度ど、京耶は上から覆おおいかぶさるようにバロックの肩を掴つかんで支えにし。

　バロックは京耶の体に腕を回すようにして彼を支え。

　結論から言えば、京耶がバロックの唇を奪うばった格好だった。

「す、すまん！」

　弾はじかれたように離れる京耶、バロックの方は呆ぼう然ぜんとして硬直し。

「……キス…………された」

　秋の紅葉が色を変えるように、暗い夜でもはっきりとわかるほど顔を真っ赤にした。

「……キス、されてしまった」

　恥ずかしげにもう一度呟つぶやき、顔を俯うつむけ、もじもじと内うち腿ももを擦すり合わせて肩を揺らす。

　一緒に、銀色の髪も本物の尻尾のように左右にゆらゆらと揺れている。

「あ……その、あれは、事故…………なん、だが」

　もごもごと、こちらも多少顔を赤くして弱りきった顔で弁解する。

「初めて……ファーストキス…………奪われて、しまった、乙女なのに」

　もじもじ……ちらっ。もじもじ……ちらっ。

　しかし京耶の弁解など耳に入っている風でもなく、彼女はもじもじしながら、時折、上目遣いに京耶の顔をちらっと覗のぞいてはすぐまた恥ずかしげに顔を俯うつむける。

　確かにこれは事故で責任的には半々なのだが、京耶は何だか悪いことをしてしまったような微妙な気分になる。

　きっと、照れているバロックがしおらしく、可愛かわいらしく見えるせいだろう。黒いメイド服を着て赤い刀と銃を操り、黒騎士を倒した少女と同一人物だと思えない。

　眉間に深く皺しわを寄せて、何もかもを諦めた盛大な溜ため息いきを吐き京耶は言った。

「わかった。俺が悪かった。何か埋め合わせをする、俺に出来ることなら何でもするから言ってくれ」

「ほ、本当だな？　じゃ、じゃあ……その、キミに頼みがあるのだが」

「ああ、何だ？」

　死刑判決を待つ気分、とは言いすぎだが。京耶は、恐らく彼女と一緒にゲームへ参加することになるのだろうと内心で覚悟を決めていた。

　そして、もじもじと指先を絡め俯いていたバロックは意を決したように顔を上げ。

　きっ、と赤い瞳で京きよう耶やを見上げ、ついでに薄い胸を張り叫んだ。



「な、なら、私と結婚してくれ！」



「…………はい？」

　京耶の予想は盛大に外れた。

「『はい』ということは承しよう諾だくだな、では今より私はキミの嫁だ！　憶おぼえておくが良い！」

　そしてバロックは顔を真っ赤にしたまま文字通り、逃げるように去って行った……

「……え？」



    

  
    
      


第二話　恐らく誰もが予想していただろう展開



　守もり部べ京耶は記憶を手た繰ぐる。

「■■■■という人を、捜しているんだ知らないかい」

　バロックが日ひ雁かり高校に初めて現あらわれたのは四月の初め、まだ桜の花が咲いていた頃。二年に進級したその日だった。

　本来なら市立の日雁高校など比較にならないレベルの高校でも通用する学力を備えた銀髪紅眼の美少女転入生が話題にならないはずもない。

　そんな彼女が同じクラスで、しかも隣の席になったのは幸運だったのだろうか。

　京耶の席は日当たりの良い窓際最後列で、バロックはその一つ隣の席。

　挨拶もそこそこに、彼女は京耶に奇妙な耳慣れぬ捜し人の名を告げた。

　知らない、と京耶は答えた。同時に窓の外を舞う桜の花びらはきっと彼女の銀色の髪と白い肌に良く似合うだろうなと思った。

　残念なことに、彼女と桜が共に在る光景を見ることはなかった。

　京耶を手始めに、彼女は学校中のクラスを回って同じことを尋たずねたそうだ。

　二日もすれば全クラスを尋たずね終わり、結局、彼女の捜し人は見つからなかったそうだ。

　それでも彼女は諦めず、自分の足で学校中を彷徨さまよい捜し続けていた。

　孤こ高こう、と言うのだろうか。愛想が悪いわけでも、他者を極端に拒むわけでもないが、彼女は常に一人だった。

　そして半月ほど経たったある朝、彼女はいつも通りに教室へ現あらわれ。

「キミじゃないか！」

　赤い瞳をまん丸に見開いて、驚きの声を上げた。

　何な故ぜ俺を見て叫んだのだろうと、京きよう耶やは不思議に思ったが。

「──アハッ！」

　生まれたばかりの太陽みたいな笑顔に見み蕩とれ、どうでもよくなった。

　…………現実逃避、終わり。

　彼女が叫んだある朝が一昨日、ラブレターを貰もらったのが昨日、今は朝のホームルームの最中で、京耶は教きよう壇だんに立たされていた。

「……」

「今日から私は守もり部べバロックになった。属性は幼おさな妻づまだ！」

　そして京耶の腕には、ホームルームが始まるや京耶を無む理り矢や理り教壇まで引っ張って言った銀髪紅眼の少女──バロックがべったりと体全部で抱きついていた。

　丁ちよう度ど京耶の肩にふわふわの銀髪をリボンでまとめたツーテールが当たっている。

　咲き誇る花に似た可か憐れんな顔立ちには紅こう玉ぎよくの瞳、抱きついてくる小さな体は小さな春のように心地良く、赤いブレザーに包まれた仄ほのかな膨らみ二つが京耶の腕を挟みこむ。

　短めのスカートから伸びたガーターベルト留めのニーソックスに包まれた脚がスラックス越しに当たって少しこそばゆい。

　これはバロックの匂いなのだろうか、花に似た爽やかで微かすかに甘い香りがする。

　京耶が眉間に深い皺しわを寄せ、正面にいるクラスメイトの全てを強烈に睨にらみ付けているのはバロックの体に負けてだらしない顔を見せぬためだ。

「ぐぅうむ」

　頑張りすぎて、襲い掛かってきた犬も尻尾を巻いて逃げそうな凶悪な面構えで唸うなっていることには恐らく当人は気付いていない。

　まさに美女と野や獣じゆうの組み合わせ。京耶の腕にぎゅっと抱きついているバロックは四月の柔らかな太陽のように満面の、どこか誇ほこらしげな笑みを浮かべていた。

　無自覚ではあるが京耶が怖い顔をして睨み付けているため面と向かって何かを言う生徒はいないが（ついでに教師もいないが）、ひそひそと疑問の声は上がっている──『誰だアイツ？』『知らないわよ、別のクラスの人かしら？』『幼妻ってどういうことだ』『まさか結婚とか？　でも年齢的に無理が……』

　新学期が始まって半月経たつのに全く名前を覚えられていないことが地味にショックな京きよう耶やだったが今は関係ない。

「うむっ、では明確かつ簡かん潔けつに説明しようではないか！」

　しゅばっ！　彼女は京耶の腕に抱きついたまま、右手を抜き打ちの如ごとく鋭くポケットに入れ、三十センチ程度の細長い布を宙に掲げた。

「私は隣にいる、守もり部べ京耶の嫁になったのだ！」

　細長い布にも『私は京耶の嫁』と大きく記されている。

「そうだろう、京耶！」

　バロックはその布を腕わん章しようのように（というか腕章なのだろう）巻き、キラキラと輝く赤い瞳ですぐ隣の──野や獣じゆうの顔をしている京耶を見上げた。

「貴様ぁああああ、俺にどうしろと言うんだ」

　地獄の底から湧いたような呻うめき声ごえに、教室中が今度こそしんと静まり返った。

「どうしたのだ京耶よ？　そうか！　法的には京耶が十八歳になるまで結婚できないと指摘しているのだね。勿もち論ろん、私も法律は理解している。これは一つの決意表明だとも」

　冷えた空気を気にもせず、バロックは真まっ直すぐに京耶を見詰めて春に咲いた花のように優しい笑顔を浮かべた。

「それに、顔が怖い割りに影が薄くてぼっちなキミもこれで周囲に認知されて、ひょっとしたら、もしかしたら、運が良ければ友人が出来るかもしれないじゃないか！」

「大きなお世話だ！」

「あっ……そ、そうだったな。もう私がいるのだから、キミはぼっちではないな」

　ぽっ、照れたように頬ほおを薔ば薇ら色いろに染めて僅わずかに赤い瞳を伏せた。

「私がキミの初めての友人で、同時に妻つまか……うむっ、運命的だ。思わず私の胸も高鳴ってしまう。これほどまでの高鳴りは、キミに私の大事なものを奪うばわれた時以来だ」

　教室が再びざわめき、京耶に驚きよう愕がくと軽けい蔑べつの混ざったクラスメイトの視線が向けられた。

　バロックはいやんいやんと銀色のツーテールを激しく揺らして照れている。

「最悪だ。俺の、学校生活が」

　京耶は掌てのひらで自分の顔を覆おおい隠しながら、静かに、そして絶望的に呟つぶやいた。

　呟きに被かぶさるようにチャイムが鳴り、悪夢の如きホームルームは終わった。

　一時間目は数学、隣の席のバロックも授業中は大人しいようで、京耶は少しばかり冷静さを取り戻せた。窓の外から注ぐ四月の柔らかな日差しの力もあったかもしれない。

　京耶は念仏に似た数学教師の声を聞き流し、机の陰で携帯電話を取り出した。

　昨日の『ゲーム』が嘘うそでなかったのを証明するように、インストールされたアプリケーションが一つ増えている。

『遺産接続プログラム』──所有レガシー『エリゴール　☆☆☆』

　更に新着メールが一通、『レガシー・オブ・タナトス』運営チームから届いている。



『ようこそ『レガシー・オブ・タナトス』へ。

　我々は新しいアストラルレイヤーを歓迎します。



　ルール説明

・現在は第一ステージ『生命の樹セフイロト』顕けん現げん編です。全プレイヤーの総獲得アストラルポイントが一定値を超えた場合に『生命の樹セフイロト』は顕現します。

・第二ステージは第一ステージ終了時のランキング上位チームによる『あたらしいかみさま』の決定戦となります。

・ランキングにはチーム（最低二名から）登録が必ひつ須すになります。一人でもゲーム自体はプレイ可能ですが、ランキングには反映されません。

・個人が同時に接続、保有可能なレガシーは合計で五ランクまでです。

　一ランクを五つでも、五ランクを一つでも、プレイヤーが自由に選択してください。

・レガシーは日にち没ぼつと同時に出現し、接続可能となります。

　必然的にプレイは夜間となりますが、学業に影響のない範はん囲いで健康に気をつけてゲームをプレイしてください。

・対人戦闘は禁止されておらず、また運営チームではプレイヤー個人間のトラブルに関知しません。ですが倫理的に著いちじるしく問題があると判断した場合は介かい入にゆうし、当とう該がいプレイヤーをゲームより追放する場合もあります。

・不明な点があれば公式ホームページのＱ＆Ａを参照してください。

・また公式ホームページに用意されたメールフォーム、公式掲示板もご利用ください。



・注意　『あたらしいかみさま』になれるのは一人だけです。

・注意　バージョンアップなどによりルールが変更になる可能性があります』



　悪い冗談のようだと思いながら、京きよう耶やはメールの末まつ尾びにあるリンク（アドレスが日本語でも英語でもない奇怪な文字で記されている）を踏ふみ公式ページに飛んだ。

　マスコットキャラのつもりか可愛かわいらしい妖精のイラストをでかでかと飾っていることを除けばメールフォームと幾つかのリンクしかないシンプルすぎるページだった。

　京耶は少し迷って、リンクの一つ、公式掲示板を踏んでみた。

　ぱっと画面が切り替わり、これまたシンプルな掲示板が表示される。



『レガシー・オブ・タナトス公式掲示板』

『雑談オッケー、皆で仲良く利用してね♪』



〈フォーシーズン〉

　おい、コンビニで買った練乳抹茶大だい納な言ごん小豆プリンがメッチャ美う味まい。



〈ハニー〉

　……びっくりするぐらい甘そう。ついでにカロリーも凄すごそう。ダイエット中の私に何てものを勧すすめるんだ。



〈ツインマンティス〉

　→フォーシーズン

　マジかよ奢おごってくれ。ポイント融ゆう通ずうすっから。



〈ダーリン〉

　ハニー！　今話題の練乳抹茶（略）を買って来たよ一緒に食べよう！



〈ハニー〉

　ちょ、おま、誰のためにダイエットしてると思ってんのよ。



〈オボロ〉

　出たわねバカップル。



　京きよう耶やは掲示板を読むのを止めた。

「何だこの軽さ」

　基本的にはこんなノリで、殆ほとんど『ゲーム』の話は出ていない。

「『ゲーム』について知りたいのなら、私に聞いてくれても良いのだよ？」

　突然、真横から囁ささやかれ京耶はびくっと肩を震わせ反射的に携帯電話の電源を落とす。

　いつのまにか、バロックがぴったりと机をくっつけていた。

「なっ、お、おまえ、な、何で」

「ん？　私が『ゲーム』に参加している理由かい？　『あたらしいかみさま』となり永遠の愛を手に入れるためだ。そのためにキミとチームを組みたいと思っている」

「違う、そっちじゃない。何な故ぜ机をくっつけているのかと聞きたいんだ」

「うむっ、私はついうっかり数学の教科書を忘れてしまったのだ。これはもう机をぴったりくっつけて授業を受けるしかないと思わないかい？」

　赤いブレザーに包まれた薄い胸を張り、バロックは堂々と言った。

「ちょっとおまえの鞄かばんを見せてみろ」

「京きよう耶やはえっちだな、そんなに私の秘密を見たいなんて」

「わかった、俺が間違えていた、おまえは数学の教科書を持っていると確信しているが見せるから黙れ、そしてわざとらしく頬ほおを赤く染めて片手を添えテレテレするな。なまじ可愛かわいいだけにイラッと来る」

「さり気なく、今、私を可愛いと言ったな……そうか、可愛いか、うむ、何度聞いてもキミの褒ほめ言葉は嬉うれしいものだな」

「知らん」

　バロックを振り払うよう黒板へ向き直り、京耶は授業の方に意識を集中させた。

「ああ京耶、真面目に授業を受けているキミの横顔も素敵だぞ」

　本来ならもっと上の高校に通うべき優秀な成績を誇る銀髪少女は黒板を一いち瞥べつもせず、ひたすら京耶を見詰めていた。赤い瞳をきらきらと輝かせた、強烈な熱視線だ。

「楽しいか？」

「とても幸せな気分だ。あれだな、はぁはぁする！」

「マジ勘弁してくださいバロックさん。ボクは真面目に授業を受けたいんです」

「キミ、さっきまで携帯電話を覗のぞいていなかったかい？」

「そんな昔のことは忘れたね」

「ふむ」

　バロックは人差し指を唇くちびるに当て何事かを考える。

「勉強がしたいなら、後ほど私が個人授業をしてあげようか？　サービスで眼鏡をかけて大人の魅力満まん載さいな女教師のコスチュームをしてあげるぞ」

「大人の、魅力……だと？」

　思わず、京耶は隣に座るバロックを見た。

　銀色のツーテール、端たん整せいだが幼さの残る顔、立てば京耶の胸までしかない小さな体に、平均を確実に下回る程度のぴっこりとした小ぶりな胸。

　今は赤いブレザーを着ているが、京耶はそれを脳内で黒のタイトスーツに変換した。

　ついでにガーターベルト留めのニーソックスをストッキングに変更、縁の薄い眼鏡を想像上のバロックにかけさせた。

　無理をして大人びた姿をしている少女にしか見えない。もしも女教師だったりしたら決め台詞ぜりふはきっと……

『先生を子ども扱いするな馬ば鹿か者！』

　はたまた。

『先生に、か、可愛いとか言うなぁ……もうっ』

　行くところまで行っちゃうとぉおおおおおおお！

『せ、先生が特別課外授業をしてやる…………あっ、こら、もっと優しくしろ、ばかぁ』

　いける！　京きよう耶やは脳内で力強く頷うなずいた。

「どうしたのだ京耶よ？　急に深刻な顔をして私の顔をじっと見詰めて」

「──ッ！　い、いや、すまん、何でもない」

　何を考えているのかと、京耶は自分で自分に呆あきれながら小さく首を振った。

　バロックは、何だか不思議そうな顔をして子犬のように愛あいらしく小首を傾かしげている。

　その無む垢くな赤い瞳が、京耶の心をチクチクと刺激する。

「どうした、何かあるのならば私に相談してくれて構わないのだぞ？」

「何でもない」

　気まずさを強こわ張ばらせた顔面に隠しながら、京耶は黒板に視線を戻す。

「ん、キミ、その首筋はどうした？　何か黒いものがついているぞ」

「黒いもの？」

　言われて京耶は茶色いブレザーの襟えり元もとに手を入れた。

　しかし、自分の首があるだけで何の異常も……

「ああ」

　異常に心当たりがあった、昨日の『ゲーム』、首筋に感じた痛み、『原げん罪ざい刻こく印いん』。

　それをそのままバロックに伝えると。

「キミの刻印は首筋にあるのか、どんな形かちょっと見せてくれたまえ」

　バロックはぐいっと、京耶の首筋に顔を近付けブレザーの襟えり首くびを下に着ているカッターシャツごと引っ張り隙間から覗のぞき込んだ。

　因ちなみにこの光景を傍はたから見ると、バロックが京耶にべったりくっついて耳元で囁ささやいている、内緒話をしているようにしか見えない。

　しかも今は授業中、教師もクラスメイトも二人があんまり堂々とイチャイチャしている（ように見える）ので注意するタイミングを完全に失ってしまっていた。

　そして二人とも恐らく、それには気付いていない。

「どうだ？」

「うむ……どう形容して良いのかわからない形の刻印があるぞ。心理学テストに使われるロールシャッハマークのような」

　と、バロックが出すだけ出していた京耶のノートにペンでさらりとそれを描いた。

「これは珍しいぞ。大概は何らかの意味のある形をしている」

「つまり、これは『無意味』の形なのか」

　皮肉っぽく唇くちびるを歪ゆがめて京耶が言う。

「なるほどな『無意味』の形か、面白い表現だな」

　しかしバロックは真面目な顔をして感心している。皮肉が通じないとはこのことか。

「因ちなみに、私の『原げん罪ざい刻こく印いん』は『罅ひび割われたハート』の形で胸にあるぞ」

「知っている。エリゴールの時に見た」

　あの黒いメイド服は実に良かった。破れたメイド服から覗のぞいた白い肌、掌てのひらで包み込める程度の控ひかえ目な……京きよう耶やは失言に気付いた。

「……えっち」

　じっとりとした赤い瞳で、バロックが京耶を見詰めている。

「俺が悪かった」

「むー、では、キミの刻印能力を教えてくれたら許す」

「刻印能力？」

「うむっ、これは結構重要だぞ。レガシー──賢者の石やエリゴールは装備品のように他と交換出来るが、刻印能力は文字通りの固有能力で替えが効かないからな。それこそ信頼できるチームメンバーぐらいにしか教えないのが普通だ」

「信頼の証あかし、というわけか」

「そういうことだな」

「だが一つ問題がある……そもそも、俺は自分の刻印能力？　を知らん」

「キミ、公式ページのＱ＆Ａとか読んでいないのかい？」

「公式掲示板しか見ていない」

「ううむ、よりにもよって一番役に立たない所しか見ていないとは……それならまあ、実際に見せた方が簡単だな」

　ぎゅっ、隣に座る京耶の手をバロックが急に握った。

「少し変な感覚が来るが、我慢してくれ──ステータス開示」

　バロックの呟つぶやきと同時に、京耶の脳内に情報が流れ込んだ。



▽『銀の追憶リグレツト』バロック

■原罪刻印

・罅割れた心の形。追憶の中に生きるもの。

　過去よ、過去よ、過去よ──汝は愛し、憎み続ける。

・一日一度、ワンアクション分の時間を巻き戻す。



■接続遺産

『パラケルススの赤い夢アルケミスト・ウロボロス』

・階梯ランク『☆☆☆』

・根源ルーツ『治癒の霊薬にして黄金の媒介、万能なる赤い石──錬金術の最高到達にして次なる出発点』

・効果スキル『血液操作』『身体強化』『感覚強化』『再生能力』『病毒耐性』



『二天一流』

・階梯ランク『☆☆』

・根源ルーツ『二つの手に二つの武器。剣豪《宮本武蔵》が到達せし境地の欠片かけら』

・効果スキル『武器操作補正』『武器同時操作補正』



「──ッ」

　情報が流れ込む感触に慣れぬ京きよう耶やは小さく声を上げる。

「私のプレイヤーデータが見えているだろう。キミの場合は原げん罪ざい刻こく印いんの部分に『喪失者アウト・オブ・オーダー』のことが、接続遺産の部分に『エリゴール』のことが記されているはずだ」

「そうか、覚えておこう……」

　京耶はいつのまにか寄っていた眉間の皺しわを指先でほぐし、奥歯を噛む。

「情報が流れ込む感触は、慣れないと少し妙な感じがするものだよ」

　くすり、バロックは小さく笑った。

「試しに一度、だ、興味がないわけじゃないだろう」

「一度だけだぞ」

　情報が流れるあの不快な感触も、わかっていれば我慢できないほどでもない。結局、好奇心に負ける形で京耶は自らの首筋、ロールシャッハの刻印に触れ呟つぶやいた。

「ステータス開示」



▽『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶

■原罪刻印

・ロールシャッハの形を持つ、喪失と背理の徒よ。

　汝は何かを失うほどに強さを得て、やがて全てを喪うしなうだろう。

・ステータスをダウンさせることで別のステータスを上昇させる。この効果に回数制限はなく限界もない。



■接続遺産

『十五番目の黒騎士エリゴール』

・階梯ランク『☆☆☆』

・根源ルーツ『黒騎士なるもの、軍勢を率い戦端を開くもの、悪にして魔なれど誇り高きもの。ソロモンに封じられし七十二の悪魔が一つ』

・効果スキル『身体強化』『戦場直感』『武器習熟：‥剣槍』『武器防具所持：‥黒の剣、全身鎧よろい』『騎乗能力補正』『軍団指揮能力』



「ほう、良い刻こく印いんを引いたな。リスクはあるが汎用性が高い。近接戦闘向きのエリゴールとも相性が良いじゃないか」

「そういうものか」

「うむっ、そういうものだ。だから私とチームを組もうじゃないか」

「断る」

「くっ、不意打ちは失敗か。だが私はこの程度では諦めないぞ覚悟するが良い」

　不敵な笑みと共に彼女が言い、京きよう耶やは眉間に皺しわを寄せ胸中で小さな溜ため息いきを吐いた。

　本当にバロックが諦めなければ、そう遠くない未来に自分がバロックの熱意に負ける姿が予想できてしまったからだ。



　午前の授業が終わる。

「昼休憩だな京耶よ！」

「そうだな、さて、購買でパンを買うか」

「ふっ、それには及ばないぞ！」

　購買へ向かおうとした京耶の前に、バロックが立ち塞がった。

「こんなこともあろうかと、この私が二人分のお弁当を作っている！　料理は初めてだが私は基本的に優秀だから味に期待しても良いぞ！」

　右手に持った丁ちよう度ど二人分の弁当が入っていそうな大きな包みを掲げ、銀色のツーテールを揺らして赤いブレザーに包まれた薄い胸を張る。

　バロックはたっぷりの自信に満ちて、小さな唇くちびるは隠し切れない笑みを浮かべていた。

　京耶は小さく頷うなずき。

「そうか、見た目の割りに大食いなんだな。じゃあ俺、購買に行くから」

「ちょっと待て！　その返答は明らかに間違えていないかな！　間違えているぞ！」

「いや、弁当を作ってもらう理由がないだろ」

「理由は愛だ！」

「恥ずかしいことを叫ぶな！」

「何な故ぜ、私がキミを愛していると隠す必要がある？」

「恥ずかしくは……ないんだろうな」

「当然だ、愛を恥じる理由などこの世のどこにも存在しない」

　真まっ直すぐな赤い瞳に、同じぐらい真っ直ぐな言葉。

「そもそも、私はキミの嫁だぞ。食事の用意ぐらいするに決まっているだろ」

「俺の負けだ。喜んでご馳走になるよ」

「うむっ！」

　呆あきれたような声で京きよう耶やはぶっきらぼうに言い。

　バロックは満面の笑みを浮かべて、大きく頷うなずいた。

「せめて飲み物ぐらいは俺が用意しよう。場所は？」

「あそこでどうだい？」

「わかった待ってろ」

「因ちなみに、私は甘い飲み物を希望する」

　実にカップル的な待ち合わせの言葉を、昼休みの教室で堂々と交わし京耶は飲み物を買いに行った。自販機で二人分の飲み物を調達してその足で、あそこ＝屋上へ向かう。

「良く考えたら、屋上は立ち入り禁止だったような気がするが……まあ、良いか」

　昨日の夕方と同じく鍵の開いていたドアを、京耶は押して屋上へ出た。

「待っていたぞ京耶よ。さあ座れ」

　四月の柔らかな日差しを浴びてキラキラと銀色に輝くバロックが、ピクニックシートに腰を下ろして待っていた。

　脚をぺたんと広げた女の子座り、銀色のツーテールの先っぽがピクニックシートの上でふわふわと揺れ、スカートも少しずり上がっている。

　上に軽くめくれたスカートは、太ももはガーターベルト吊づりのニーソックスの少し上、かなり際どい所までを顕あらわにしていた。

　バロックの脚は華奢で細い、が、座り方のせいで上から押し潰つぶされむっちりと柔らかそうに見えた。膝枕をして貰もらえば気持ち良いかもしれない。

「お邪魔します」

　靴を脱いで、京耶はピクニックシートに上がりバロックの正面に腰を下ろした。

　瞬間、屋上に、少し強めの風が吹いた。

　バロックの際どいスカートが揺れる。

　──ギランッ！　京耶の瞳が野や獣じゆうの輝きを宿す。

「むっ！」

　バロックが慌てて掌てのひらでスカートを押さえる。

「──ッ！」

　京耶は舌打ちをしながらも、ほんの一瞬の間隙を捉とらえていた！

　ピンクである。そしてちょっとレースな感じである。大人っぽい。

「京耶、キミは案外、むっつりだな……この助平め」

　腕を股の間に入れてスカートを押さえたまま、バロックがぷくぅと頬ほおを膨らませて上目遣いに睨にらんでいた。

　声は平静を装っているが、恥ずかしかったのだろう顔が思い切り赤い。

「知らん。何も見えていない」

　むしろ堂々と、見事なまでに無ぶ愛あい想そうな顔で京きよう耶やは告げる。

「本当か？」赤い瞳は疑わしげだ。

「本当だ」しかし京耶は堂々としている。

「何色だった？」

「白」

「正解だ！」

「いやピンクだろ！」

「やっぱり見ているじゃないか、京耶の馬ば鹿か！」

「知らん。何も見えていない」

「え、えっちなのは駄目、だからな。そういうのは正式に結婚してからだぞ」

「すまん」

「まあ良いとも。この程度で嫌いになるほど私は狭量な女ではないからな。それより、昼食にしようじゃないか」

　バロックが背中側に置いていた二人分の昼食の包みを前に出す。

　京耶もポケットから、お茶とプリンシェイクの缶を取り出し置いた。

「おまえのリクエスト通り、甘い飲み物だ」

「プリンシェイク？　おお、こんな飲み物がこの世に存在していたとは」

「人気のない購買裏の自販機にだけひっそりと売っている」

「知らなかったな。だが京耶よ、これは食事時に飲むに相応ふさわしいのかな？」

「合わないだろうな、分類的にはデザートだ」

「ふむ…………しかし、美お味いしそうではあるし、良しとしよう！」

「そうか、俺は甘いものが得意ではないから味の保証はないぞ」

　と、京耶はもう一本、普通のお茶をポケットから取り出しプリンシェイクと一緒にバロックの方へ押し出した。

「おおっ！　今のでまた私の好感度が上がったぞ」

「そうか」

「しかし、ちょっとカッコつけた感じが逆にダサいな」

「やかましいわ！」

「私は空回りするキミも好きだぞ、萌え、という奴やつだな」

　言いながら、彼女は弁当の包みを解き、出現した二段重ねの弁当箱の蓋を開けた。

「じゃーん」

　俵型のおむすび、半分は海苔で半分は白胡麻。美お味いしそうな焦げ目のついた玉子焼き、タコさんに切ったウインナー、鶏のから揚げにポテトサラダ、茹でたブロッコリー、炒めたアスパラガス。アルミホイルで丁寧に区切った一角にうさちゃんリンゴ。

　お手本のようなお弁当だった。

「ほう。これは、凄すごいな」

「うむっ。ちょっと頑張ったのだ。京きよう耶やはもっと私を褒ほめて良いぞ」

「凄いな」

「キミは褒め言葉のボキャブラリーが少なすぎないか？」

「言うな」

　バロックが呆あきれたように小さな肩を小さくすくめ、京耶が申し訳なさそうに首を振る。

「まあ、食べるとしようか。いただきます」

「ああ、いただきます」

　ぱちりと手を合わせ、いざ食べようとしたところで京耶は箸がないことに気付いた。

「おおっと、私としたことがうっかり箸を一人分しか持っていなかった。こうなれば、私があーんして京耶に昼食を食べさせるしかないな！」

「学食で割り箸貰もらってくる」

「おおっと、私としたことが再びついうっかりバランスを崩してしまったぞ」

　立ち上がろうとした京耶の肩を、バロックがおもむろに掴つかんだ。

　思い切り前傾姿勢になり、左手で京耶の肩を押さえ込み、同時に右の箸でタコさんウィンナーを取って京耶の口元へ運んだ。

　何が彼女をそこまで突き動かすのか、バロックは必死である。

　しかも左手一本で押さえているだけなのに、京耶は全く立ち上がれない。

「あーん、だ京耶」

　じっ、と赤い瞳は強く、京耶を見詰めている。

「一回だけだからな」

「充分だ、さ、あーんだ」

「あ、あーん……」

　バロックが嬉うれしそうに微笑ほほえみ、京耶は恥ずかしいのを我慢して口を開けた。

　ゆっくりとバロックの箸がタコさんウインナーを運び、京耶はもぐもぐと咀嚼する。

「どうだ、美お味いしかったか？」

　瞳を輝かせてバロックは問う。

「タコさんウインナーを、どうやったら不味く出来るんだ」

　京耶の答えはぶっきらぼうだったが、バロックは変わらず嬉しそうに微笑んでいた。

「つまり、美味しかったのだな」

「誰もそんなことは言っていない」

「私は大体京きよう耶やの言動を理解したぞ。基本的に、京耶は素直でない！　照れ屋で、おまけにカッコつけだ！　クールぶっていやがる！　逆にダサいぞ、このむっつりぼっちめ！」

「貴様は俺に喧嘩を売っているようだな！」

「図星か京耶よ」

　激昂する京耶に、バロックはにやりと悪戯を成功させた猫のような顔で笑った。

「ぐっ」

　これ以上騒げば彼女の台詞せりふを肯定するだけだと、京耶は悔しげに押し黙る。

「ふふふ、お嫁さんは強いぞ。特に私は強い」

　ぺったんと薄い胸を張り、バロックは隠していたもう一組の箸を京耶に差し出した。

　敗北感を抱きながら、京耶はその箸を受け取りバロックの作った弁当を食べ始める。

　おにぎり、玉子焼き、から揚げ、ポテトサラダ──

「バロック」

「なんだい、京耶？」

　弁当箱を見詰めたまま、バロックの方を見ないまま、京耶は言った。

「美う味まいよ、ありがとう」

「ぷっ」

　何な故ぜか、バロックは声を上げて笑い出した。

「アハハハハハハ、京耶、キミは最高にカッコ悪いな！」

　銀色のツーテールが揺れるほど小さな肩を震わせて、赤い瞳にはうっすら涙が浮かぶ。

「意地を張るなら最後まで、それを通せば良いのに。言ってしまうのだから」

　心の奥底から可笑しそうに、嬉うれしそうに、笑っていた。

「二度と言わん、忘れろ」

　一瞬だけ、顔を上げて京耶は彼女の顔を見た。

　怒る気すらなくなってしまうような、春に相応ふさわしい、明るい笑顔だった。



　因みに京耶が半分冗談で買って来たプリンシェイクだが。

「このとろりとした喉越し、確かなプリンの味、程よい甘さ──京耶よ、おかわりだ！」

　大層気に入ったようである。



    

  
    
      


第三話　守部京耶の家庭の事情（最新版）



「おかえりなさいませだ京耶よ、しかし食事はまだ出来ていないし、お風呂の用意も終わっていない、あるのは素敵に麗しいお嫁さんだけだな！」

　放課後、自宅に戻った京耶を裸エプロンならぬ制服エプロンのバロックが出迎えた。

「つまり何一つ出来ていないということか、いや、問題はそこじゃない」

　京耶の疑問を軽やかに無視して、満面の笑みを浮かべたバロックは制服エプロン姿の自分を見せ付けるようにくるっと軽く銀色のツーテールを揺らして回転する。

「どうだい、新にい妻づまらしいだろう？　萌えたか？　惚ほれ直したか？　三倍愛しいか？」

　銀髪紅眼、小さな体に薄い胸、裏腹にすらりと伸びた手足。

　緩ゆるくウェーブの掛かった銀色の髪をリボンでツーテールに結び、制服である赤いブレザーの上にフリフリでラブリーなエプロンを着用。エプロンで隠れたスカートから伸びる足には魅惑のガーターベルト吊づりニーソックス。

　ふわり、足を止めたバロックの肩に銀色の髪が落ちる。

「ふふん」

　何な故ぜか自慢気に、おたま片手のバロックがぴっこりと控ひかえ目な胸を誇ほこらしげに張った。

「どうやって入って来た」

「ああ、それは簡単だとも」

　緩いウェーブのかかった銀髪をかきあげ、バロックは堂々とした声で告げる。

「ここに合鍵がある！」

　バロックは白いエプロンに包まれた胸をぴっこりと張り、エプロンのポケットから取り出した鍵を京耶の鼻先に掲げた。

　京耶は自分の鍵を取り出し、バロックの鍵と比べ、苦々しく顔を歪ゆがめた。

「どこから合鍵を持って来た、まさか両親、は海外だからないな。本当に誰だ？」

「キミから貰もらった！」

「俺が渡したのか！」

「『俺はおまえの全てを奪うばう、おまえの全てを俺のものにする、おまえにはもう自由すらない、だから、いつも俺の傍そばにいろ』、と帰る場所もなく彷徨さまよっていた私にキミが、渡してくれたものじゃないか……忘れたのかい？」

「一ミリも記憶にない！」

「うむっ、そうであろうな、私もつい先日思い出したばかりだ」

「明らかに捏造じゃねえか！」

　京きよう耶やは眉間に深い皺しわを寄せて睨にらみ付けるも、バロックは平然と、向日葵のような笑顔を浮かべて京耶を見詰め返す。

「細かいことは気にするな。もう既にキミのご両親には挨拶をしておいたぞ」

「俺の両親海外出張中だぞ！」

「京耶よ。世の中には国際電話というものが存在しているんだぞ」

「知ってるよ！　でも俺が言いたいのはそういうことじゃないんだ！」

「『幼稚園桃組の千春ちゃんに顔が怖いと泣かれていた息子にこんな礼儀正しいお嫁さんが来てくれるなんて』と、大変感動されてしまった。凄すごいな、キミのぼっち度合いは」

「物分かりが良すぎないか俺の両親は！」

「同居の許可も戴いた。一応、確認するかい？」

「後でな」

　物凄い速度で進展していく状況に取り乱しそうになるのを抑えているせいで、京耶の顔はぴくぴくと奇妙な具合に震えている。

「不満そうだな……ま、まさか！」

　自信に満ちた態度はどこへやら、バロックは顔を赤くし、自分で自分を守るようにぎゅっと、両腕で己の体を抱きしめた。

「きょ、京耶よ……キミはまさか、私にあ、あれをやれと。その、ある意味、新婚といえば定番だが、その、は……裸エプロンを」

　もにょもにょと、後半になるほど言葉が濁りもじもじと体を揺らす。

「裸、エプロンか」

　京耶は思わず黙り込み、裸エプロン姿のバロックを想像した。

　エプロンは白が良い、丈は膝ぐらいまで、裾にフリルがついていると更に良い。

　いや、バロックの肌の白さを思えばあえてピンク色もありだろうか、しかし狙いすぎていてあざとい気がしなくもない。やはり白のままとしよう。

　硬い口調と裏腹に恥ずかしがり屋な彼女だ裸エプロンをしてくれるならきっと……

『キ、キミがどうしてもと言うから……こんな、恥ずかしい格好をしているんだぞ。か、感謝したまえ！　カワイイとか言うな、馬ば鹿か者め！』

　赤い瞳は潤み、少しでも体を隠すようにエプロンの裾を必死に引っ張っているだろう。その分、布地が下にずれて控ひかえ目な胸元がちらちら見えていることに気付いていない。

「こら京耶！　キミ、えっちなことを考えているだろう！　このむっつり、ぼっち、怖い顔、スケベニンゲン（地名）！」

「いや、そんなことは考えていない」

「嘘うそだ！　真面目な顔をしても騙されないぞ、このっ、このっ、このっ！」

「ええい、こら、やめろ、おたまで叩たたくな、絶妙に痛い！」

　かつんかつんかつん、飼い主にちょっと意地悪な構い方をされた子犬のように照れ怒ったバロックがおたまを振り回す。

「まったくキミという奴やつは。それは確かに夫婦なのだから、その、もにょもにょな期待をするのもわからなくはないが……そ、そういうのは、その」

「……」

　俺はおまえと夫婦になった覚えはない、と言い掛けて言葉を飲み込んだ。

　言ったところで、それを彼女に認めさせる方法が思いつかない。

　実力行使に出ようにも、間違いなく彼女の方が強い。

　そして目の前で恥ずかしそうに頬ほおを染めてもじもじしている姿はマックス可愛かわいい。

　思わずじっと見詰めてしまうが、それも仕方ないことだ。

「うぅぅ……そ、そうだ！　今夜のメニューは私のお手製オムライスだぞ！」

「オムライス」

　どうやらバロックに悪意はなさそうだ。彼女が飽きるまで適当に付き合うのが一番楽な解決方法ではなかろうか。決して、美少女の手料理に懐柔されたわけではない。

「うむ、チキンライスに薄焼き卵を覆おおう簡単オムライスだ。料理歴一日では凝ったものが作れなくてすまないな。お詫びにケチャップでハートマークを書いてあげよう」

「それは良い……待て、料理歴一日？」

「キミのお弁当を作るため、昨夜勉強した。今朝方にお弁当を作ったのが初料理、これが二回目だな。自慢ではないが、私は料理の才能もあるようだぞ」

　赤い瞳を輝かせ、彼女はひどく誇ほこらしげに告げた。

　きっと心底から、京きよう耶やのお嫁さんをしていることが誇らしいのだろう。

　ひどくむずがゆいものを感じて、京耶は眉間に皺しわを寄せ彼女から目線を逸そらした。

「俺も手伝おう」

「良いのかい？　着替えてのんびり待っていてくれても構わないんだよ」

「おまえだけに任せるのは、その、悪い」

　ひどい台詞せりふだと京耶は自分で思っていた。照れ隠しにしても、もう少し気の利いたことは言えないものだろうか。

「キミは、素直じゃないなあ」

　彼女は柔らかな春の花のような笑顔を浮かべて京耶に言う。

「何の話か、俺には理解できないな」

「ふっ、ではキッチンへ来たまえ」

　ふわりと銀色のツーテールをなびかせ、白いエプロンを揺らして、おたま片手にバロックがとてとて可愛らしくキッチンへ歩き出す。

　小さなバロックの背中を眺めながら、京耶はその後に続いた。

　京きよう耶やの家はキッチンがリビングに隣接する造りになっている。

　リビングの椅子に茶色のブレザーをかけ、多少は汚れても問題ないカッターシャツ姿になって京耶はバロックのいるキッチンへと入った。

「ようこそ京耶、そこに予備のエプロンがあるから使ってくれ」

「ああ」

　コンロが二つに広めのシンクが一つ。傍そばには冷蔵庫と食器棚、皿や完成した料理をとりあえず置いておく小さなテーブルの片隅に炊飯器もある。

　バロックは流し台の前にいて材料の確認をしていた。鶏肉、にんじん、玉ねぎ、マッシュルーム──オムライスの材料だ。包丁とまな板の準備もしてある。

　小さなテーブルの上に置いてあったエプロンを京耶は手に取る、水玉……いや、林檎模様の少し古びたエプロンだ。

「変わった柄だな」

「うむ、元々この家にあったもののようだ」

「そうだったのか」

　母親が使っていたのだろうか？

　京耶は林檎エプロンをつけ流し台、白いエプロン姿のバロックの隣に並んだ。

「何をすれば良い？」

「まずは材料を切る。ニンジンと玉ねぎはみじん切り、鶏肉は一口大、小さめだ。京耶は鶏肉の方を頼めるかい？」

「わかった」

　林檎エプロン姿の京耶は玉ねぎを手にとり、まな板の上に置いた。

「キミ、玉ねぎは目に染みるぞ？」

「俺は平気な体質なんだ」

「わかりやすい嘘うそだな。まったく、カッコ悪い男だ」

「黙れ」

「私はキミのカッコ悪いところが凄すごく好きだよ」

　くすくすと、バロックは面白そうに笑った。

「だから黙れ」

　ぶっきらぼうに言って、京耶は話題を打ち切るように玉ねぎのみじん切りを始めた。

　バロックも予備の包丁とまな板（予備が存在していること自体を京耶は知らなかった）を使ってにんじんを切り始める。

　そして、京耶は一分もしないうちに目頭を押さえ、苦々しげに顔を歪ゆがめて唸うなり出した。

　玉ねぎが思い切り目に染みたのだが、カッコつけた手前、弱音を吐けず我慢している。

「『喪失者アウト・オブ・オーダー』の原げん罪ざい刻こく印いんを使ってみたらどうだい京耶。確か身体能力強化系だっただろう、玉ねぎを素早く切れるぞ」

「そんなことに使われるのか、あの能力は。そもそもゲームの外で使えるのか」

「『ルーン魔術』を知っているかい？　まあ知らないだろうから解説すれば、ルーンと呼ばれる魔術的文字を刻むことで行う魔術だ。文字の種類、組み合わせ、位置、色で様々に使う。『原げん罪ざい刻こく印いん』はそれと同じ理論で組み立てられている」

　軽く、バロックが肩をすくめた。

「特性として刻印は一度刻んでしまえば『効果を発揮してしまう』んだ。どんな状況でも、それが『ゲーム』の外でもね……全く、何が『ゲーム』だ。あんなもの『儀式』じゃないか。魔術適性を高める刻印を与えた挙句に、原罪を引き出すなんてやり過ぎだ」

「詳しいな」

　半分くらい理解できない京きよう耶やだったが、今は涙を我慢するのに必死である。

「すまない、話がずれたな。要するにレガシーと違って『原罪刻印』は現実でも使えるということだ。事件でも引き起こさない限り、運営に目をつけられることもない」

「事件なんぞ起こしてたまるか」

　やっと涙が治まった目で、憎々しげに玉ねぎを睨にらみながら呻うめく。

　今も首筋にあるロールシャッハの刻印──『喪失者アウト・オブ・オーダー』

　その能力は『ステータスをダウンさせることで別のステータスを上昇させる』だ。

「因ちなみに、玉ねぎを切ると眼にしみるのは切断面から刺激成分が揮発するせいだ。これは玉ねぎを冷やす、もしくは素早く切ることで抑えられる」

「『喪失者アウト・オブ・オーダー』で速度を上げて玉ねぎを切れば、目に来ない、ということか……」

　半分は好奇心、残りの半分は面倒な作業をさっさと終わらせたいという怠け心。

　そして隣からは、バロックが何かを期待するように赤い瞳で見詰めている。

「やってみるか」

　あくまで試すだけ、力をセーブして、慎重に少しだけ。

「《灼き尽くせオブリタレイト》」

　ロールシャッハの刻印が首筋でぶるり、胎児のように蠢くのを感じ。

　──京耶の服が消し飛んだ。

「は？」

　裸エプロン男子高校生となった京耶が間の抜けた声を上げる。

　ゲーム的に解説するならば、防御力を下げ、速度を上昇させた。

　結果が、これである。

　守もり部べ京耶は描写することすら恐ろしく、おぞましく、邪悪な存在と成り果てた。

「バロック、貴様あああああああああああああああああああああ！」

「ま、待ちまたえ京耶、わざとじゃない！　わざとじゃない！　確かにキミの刻印能力に興味はあったけど、まさかそんなっていうか何な故ぜ玉ねぎのみじん切りを続けってチラッと、見え、きゅううううううううううう！」

　錯乱した京きよう耶やは怒鳴りながら、何故か玉ねぎみじん切りを続行する。

　強化された身体能力は凄まじく、包丁を操る手の動きが見えないほど。

　高速で振るわれる包丁、高速で繰り返される切断の動作、京耶の体を震わせ、風を巻き起こすかのように──エプロンがばさばさと揺れている。

　玉ねぎのみじん切りを終え、ボウルに移す。続いてニンジン、マッシュルーム、一度軽く包丁とまな板を水に流し鶏肉を切り下準備は終了──ここまでジャスト一分。

　因ちなみにその間バロックはずっと両手で真っ赤になった顔を隠していた。

　隠しながら、指の隙間から京耶をチラチラ見ていた！

「…………着替えてくる！」

「…………うむ」

　脱兎の如ごとく、京耶は逃げ出した。

　バロックはさり気なく、しかし確実に、裸エプロン姿で走り去る京耶の姿を見詰めて脳髄に刻み込んだ。

「さ、さあて、材料は全て京耶が切ってくれたことだし。オムライスを作るとしよう！」

　妙に上うわ擦ずった声で宣言して、彼女はキッチンに向き直った。



　五秒で二階の自室に戻った京耶は三秒で私服──シャツとスラックスに着替えた。

　同時に『喪失者アウト・オブ・オーダー』によるステータスボーナスが消える。

　通常速度で一階に戻ろうとする最中、ふと京耶は自室の隣、空き部屋『だったはず』のドアの前で立ち止まった。

　ドアに『バロック』とネームプレートがかかっている。

「……」

　何秒か迷い、京耶はこっそりとドアを開けてみた。

　そして視界に広がる、女の子の部屋。

　枕元にぬいぐるみを置いた木製のベッド、きちんと整理された同じく木製の学習机、小さな本棚は作者順にきちんと整理され、その上にもちょこんと小さなぬいぐるみが座っている。全体的に整然としながら、同時にカラフルで可愛かわいらしい。

　カーテンは可愛い水玉──ではない、よく見れば水玉ではなく、林檎を散らした林檎模様だ。ベッドシーツも同じ林檎模様だ。学習机の上には欠けた林檎の置物がある。

　全体的にパステルで、暖色系で、気のせいかもしれないが甘い匂いがした。

「完全に、住み着かれている」

　胸が躍るような絶望感を抱きながら、京耶はドアを閉めた。

　そして、性格にちょっと問題はあるが自分に好意を示してくれる美少女との同居に胸が躍り、自分が取り返しのつかない過ちを犯しているという確信に絶望しながらキッチンへ戻った京きよう耶やが目にしたのは。

「ひみつのすぱいすー、私のあいじょー、京耶のために、どんどん、おいしくーなーれ」

　ガーターベルト吊づりのニーソックスに包まれた足先でリズムを刻みながら銀色のツーテールを揺らして鼻歌を歌うバロックの姿だった。

　歌いながらも、しっかりとフライパンの中のチキンライスを木製のしゃもじでかき混ぜている。

　ふと手を止め、チキンライスをしゃもじで小さな唇くちびるに運んで味見。

「うむっ、良い感じだ！」

　ぐっ、とガッツポーズをして満足そうに頷うなずいた。

　そしてチキンライスを皿に取り分け、焼いた薄焼き卵を覆おおい被かぶせれば。

「お手軽オムライスの完成だな！」

　嬉うれしそうに、バロックがぴょんとウサギのように可愛かわいらしく跳ねる。

　銀色のツーテールも一緒にふわんと跳ねた。

「なるほど、完成か」

　リビング側に隠れてこっそり見ていた京耶も一緒に、ぴょこんと跳ねてみた。

　こっちは全く可愛らしくない、眉間に皺しわを寄せた無ぶ愛あい想そうな面をしていた。

　ギギギギギと、ひどくゆっくりバロックが振り返り、いつのまにかキッチンの入り口からこちらを見ていた京耶を見た。

「京耶よ。いつの間に戻ってきて、いつから見ていた」

「おまえが妙な鼻歌を歌いながら、チキンライスを混ぜていた頃だ」

「何な故ぜ、声をかけなかったんだね」

「楽しそうだったからな」

「…………馬ば鹿か者め」

「オムライス、リビングに運んでおくぞ」

「うむ、頼んだ。私は少し後悔した後で、お茶を用意して向かう」

　無言で頷き、京耶はオムライスを手にリビングへ向かった。

　その背中に、バロックの『あああああああ』という叫びが聞こえていた。



　そして夕食が始まる。

　リビングで、二人は四人がけのテーブルに向かい合って腰を下ろしていた。

　バロックは白いエプロンを外し、赤いブレザーも脱いだ白いカッターシャツ姿。

　着替えた京耶の方はさっきと同じくシャツにスラックスという格好だ。

　テーブルの上にはバロックお手製のオムライスが鎮座し、傍そばには冷たい麦茶と大きなスプーン、そしてケチャップの容器が置いてある。

　まだ熱々であることを証明するように、オムライスからはバターの良い香りが漂う。

　広さの割には家具が少なく閑散としたリビングが暖かくなったような気すらする。

「では京きよう耶やよ、私が最後の仕上げをするので見ているが良い」

　ふわり、銀色に輝くツーテールをかき上げ、バロックはケチャップを手にした。

「行くぞ、見るが良い！」

　赤い瞳に真剣な光を宿して身を乗り出し、対面に座る京耶、の、オムライスの上にケチャップの容器を掲げ。

「せいっ！」

　気合一いつ閃せん、一息に、ケチャップを搾しぼり出しハートマークを描えがいた。

「完璧だ」

　満足そうに、額を拭いバロックは椅子に座り直す。

「そこまでオーバーアクションを取る必要はあったのか？」

「当然だとも、お嫁さんの手作りオムライスは上にハートマークがあってこそ！　まさに私の愛が試されている！　ならば私は愛を示すしかないじゃないか！」

　白いシャツに包まれた控ひかえ目な胸を張り、バロックは真まっ直すぐに答えた。

　京耶が何か眩まぶしいものを見てしまったように、僅わずかに顔を歪ゆがめて唸うなる。

「愛、愛と連呼するな恥ずかしい」

「ふっ、愛が恥ずかしいわけがないではないか。さあ京耶よ、私の愛がたっぷり詰まったオムライスを召し上がるが良い！」

「そうかもしれんな。ではいただきます」

　諦めの境地に突入しつつ、京耶はオムライスに手を伸ばした。

　鮮やかな黄色い玉子と、薄赤いチキンライスのコントラスト。

　焼けたバターと鶏肉の、食欲をそそる香り。

　スプーンにすくったそれを、ぱくりと口に入れれば。

「美う味まい」

　鶏肉、玉ねぎとにんじん、その全ての味を吸った米。

　米の表面はぱりっと、しかし噛むとしっとりとして、鶏肉、玉ねぎ、にんじんのスープが染み出すようだ。

　そこにバターと焼いた卵の香ばしさが混ざり、何とも濃厚な旨みがある。

「うん……美味い」

　後を引く、というのか京耶は一口、また一口とオムライスを口に運ぶ。

　がつがつと、半分ほど皿を空にしたところでふと気がついた。

「バロック、おまえは食べないのか？」

　未だにバロックは自分のオムライスに手をつけず、京きよう耶やを見詰めていた。

「食べるぞ。だが、うむ……料理とは素晴らしいものだと、思っていた」

　銀髪紅眼の愛あいらしい顔には、静かで柔らかな木漏れ日のような笑みが浮かんでいる。

「私が作った料理で、キミが笑ってくれる」

「笑う？」

　思わず、自分の顔に触った。

　気付かないうちに、自分が笑顔を浮かべていたことに京耶は驚く。

「阿あ呆ほなことを言ってないで、おまえも食え。美う味まいぞ」

　わざわざ眉間に皺しわを寄せ、京耶が不機嫌そうな顔をする。

　たまりかねたように、バロックは小さく吹き出した。

「では、私も食べるとしようか」

　くすくすと笑いながら、バロックもオムライスを食べ始めた。

　小さな口にスプーンを運び、もくもくと食べる姿は子犬のようで可愛かわいらしい。

「うむっ、我ながら料理歴一日とは思えぬ出来栄えだ」

「ああ、美味い」

「キミはさっきからそればかりだな、他の言葉はないのかい？」

「美味いからな」

　相変わらず眉間に皺を寄せた怖い顔ながら、京耶は一生懸命にスプーンを動かしてオムライスをがつがつと食べている。

　大好物を目にした子どもと変わりはしない仕草に、バロックはくすりと微笑ほほえむ。

「キミはカワイイな」

　その微笑みはふんわりと包み込むように優しいものだった。

「美味い」

　心底、単純なことに、京耶はバロックがいることを。

　悪くないと、思ってしまった。

　この料理を、毎日でも、食べたいと、思ってしまった。



    

  
    
      


第四話　瑠璃色の再開ヒロイン



　気がつくと、バロックに住み着かれ十日程が過ぎていた。

　国際電話で確認すると両親の承認も事実で（大喜びであった、初孫は女の子が良いそうだ）追い出すタイミングは完全に失った、あるいは、京きよう耶やを一人置いて海外にいる後ろめたさのようなものでもあったのかもしれない。そういえば両親の声を聞いたのは何年ぶりのことだっただろう待てそもそも両親はどんな顔をして本当に電話をしたのか──

「京耶よ！　さあ、今日も嬉うれしい楽しい昼食の時間だぞ！」

　混濁する思考を打ち切り、京耶はバロックを見た。

　学校の昼休憩、恒例になってしまった屋上での昼食。

　四月も終わりに近付いたが相変わらず屋上に注ぐ陽光は穏やかで、吹く風は柔く心地良い。

　銀髪紅眼に赤い（京耶の嫁腕わん章しよう付き）ブレザーのバロックは二人分の昼食が入った特大弁当箱を掲げるように持ち、ぴっこりと控ひかえ目な胸を張り京耶を見上げている。

「そうか」

　京耶は無ぶ愛あい想そうに、そして素っ気無く頷うなずいた。

　しかし、外面ほど内心が冷静であったかは定かではなく。早く特大弁当箱を開けたいのを必死で我慢しているように右手が何度も開いたり閉じたりしている。

　自覚があるのかは不明だが、京耶は着々と胃袋をバロックに握られつつあった。

「だが、そのまえに」

　赤い瞳をきゅぴんと輝かせ、バロックが特大弁当箱を背中に隠した。

「何の、つもりだ」

　京耶が思わず眉間に皺しわを寄せて喉の奥で唸うなる。

「これを食べたければ、放課後に私と『海の見える丘公園』に行くが良い！」

「はい？」

「聞けば、日ひ雁かり市しのカップルの八割はデートで使ったことがある名所だそうじゃないか。これは私たちも行くしかないとは思わないかい？」

「別に思わない」

「今日の夕食はハンバーグ、上にとろけるチーズも載のせるぞ」

「放課後に『海の見える丘公園』だな、約束しよう！」

「それでこそ京耶だ！　では早速昼食にしようか」

　いそいそと、バロックは屋上にピクニックシートを広げ腰を下ろす。

　京きよう耶やもそれに続こうとした、瞬間。

「『はじめまして』」

　何もないところから浮かび上がるように、一人の少女が眼前に現あらわれた。

「──なぁっ！」

　まるで幽霊、驚きのあまり京耶は悲鳴を上げそうになるが歯を食いしばり堪え、代わりに眉間に皺しわを寄せて睨にらみ付けるようにその女を見る。

　人形のような、バロックを西洋人形とするならば、日本人形のような少女だ。

　腰の辺りまである長い黒髪を白いリボンで結び、素直に下へ流している。

　大人びた雰囲気を醸かもし出す落ち着いた顔立ちに、美しくも冷たい瑠璃色の瞳、唇くちびるだけが奇妙なほどアンバランスに艶あでやかで妖しく赤かった。

「誰だ？」

　吐息すらも届きそうなほどすぐ近くにいる、瑠璃色の瞳をした女は答えず。

　答えは彼女の背後でピクニックシートの上に座っているバロックから聞こえた。

「久しぶりじゃないか、瑠る璃り子こ」

　瑠璃子の体に遮さえぎられてバロックがどんな顔をしていたのかはわからないが、その声は僅わずかに震えていた。

「楠くすの木き瑠璃子よ、瑠璃子で良いわ守もり部べ京耶」

　あるいは、それが名前の理由なのだろう瑠璃色の瞳を輝かせ彼女は京耶の肩を掴つかみ。

　そのまま、唇を寄せた。

「──ッッッ！」

　今度こそ京耶は悲鳴を上げたが、それは瑠璃子の唇に遮られ声にならない。彼女のぽってりと赤い唇は、熟した果実のように柔やわらかく、涼しげな顔とは裏腹に地獄のように熱く、そして濃厚だった。

　たっぷり十秒ほどだろうか、唇と唇が溶けて一つになりそうな程に長い口付けが終わり、音もなく瑠璃子が体を離した。

　彼女の後ろでは、顔を真っ青にしたバロックが呆ぼう然ぜんとしている。

　京耶は掌てのひらで顔を隠すように覆おおい、改めてその女を見た。

　黒髪と瑠璃色の瞳、ぬらっとした唇に小さな笑み。

　所謂、モデル体型で女子にしては背が高くすらりとしたシルエットをしていた。

　着用しているのは白いセーラー服──日ひ雁かり高校の制服だ。京耶が茶色にバロックが赤と同じブレザーで色が違うように、女子制服はセーラー服とブレザーの二種類があり、それにまたカラーバリエーションが存在している。

「昼食、ご一緒しても良いかしら？」

　何事もなかったかのように、瑠璃子はちょこんと白いハンカチで包んだ小さな弁当箱を胸元の高さに掲げ、物静かな微笑を浮かべた。

　その落ち着き払った仕草で一瞬年上、三年かと思うも校章の色で二年、同学年だと分かった。一見すれば清楚で上品なお嬢さま、しかしそれだけだとは思えないのは深い瑠璃色の瞳と生々しく赤い唇くちびるが抱かせる印象のせいだろう。

「楠くすの木き……さん、で良いのか？」

「瑠る璃り子こ。綺き麗れいな響きでしょう」

「何のつもりだ瑠璃子」

「キスの理由なら教えてあげないわ。ここにいる理由なら、そうね、元を辿ればバロックの結婚相手を見たかったからよ」

「待て……今頃か？」

　京きよう耶やは彼女の言葉に不自然さを嗅ぎ取る。バロックの嫁宣言から既に十日以上が過ぎている。お互いに名前で呼び合う程度に交流があるにしては、遅すぎないか？

「仕方ないでしょう、貴方が見えなかったんですもの」

「意味がわからない。バロックに会いに来れば、俺が大体いたはずだ」

　厳密にはバロックが大抵は京耶にくっついている。

「行ったわよ、何度もあなたのクラスに」

　分かっていないと言いたげに、瑠璃子は首を振り、しゃらりと黒髪を揺らす。



    

  
    
      



    

  
    
      

「でも貴方は見えなかったのよ」

「俺が、トイレにでも行っていた時ばかりだった、とか？」

「因果がまだ繋つながっていなかったから」

　京きよう耶やの常識的な推測に被かぶさって、彼女は静かだが纏まとわりつく朧霧の如き声で告げる。

「この子に半月近くも遅れて、やっと私の因果は繋がった」

　瑠る璃り子こは何を言っているのだろうか。

　名前と同じ瑠璃色の瞳はぞっとするほど冷たく、京耶を見詰めていた。

「瑠璃子。そろそろ座ったらどうだい」

　その冷たさを平然と無視するように、いっそ朗らかな笑顔でバロックが言う。

　京耶を見ていた瑠璃子の視線はバロックに移動し、憂鬱そうな溜ため息いきを一つ、長い黒髪をしゃらりとかき上げた。

「つまらないわね。怒っていないの？」

「キスのことなら一回だけ許すよ。うん、キミと私の仲じゃないか」

　良く見ると、バロックの笑顔はぴくぴくとこめかみの辺りが引きつっている。

　気にしていないのではなく、我慢しているというのが正しいか。

「そう、お邪魔させてもらうわ」

　瑠璃子はくすりと小さく笑い、上履きを脱ぎ、ピクニックシートに腰を下ろした。

　ぴんと背筋を伸ばした綺き麗れいな正座で、バロックの軽く足を左右に崩した女の子座りとは対照的だった。

「どうした、京耶よ？」

「どうしたの、さっさと座りなさいな」

　何となく立ち尽くして二人を見ていた京耶に、赤と瑠璃色の瞳が向けられた。

　屋上の風にふわふわの銀髪とさらさらの黒髪が揺れていた。

「ああ」

　ぶっきらぼうに答えて、京耶もビニールシートに座る。

　中心にバロックの特大弁当箱を置き、三角形を描えがくような位置取りだ。

　京耶はバロックの可愛かわいらしい顔と、瑠璃子の綺麗な顔を交互に見やり首を傾かしげる。

「おまえらは、どういう関係なんだ？　名前で呼び合う程度には仲が良い……のか？」

　バロックと瑠璃子が、その赤と瑠璃色の瞳で互いをちらっと見た。

「彼女は『朧おぼろ』。私の元チームメイトだ。『ゲーム』のね」

「おまえたちがチームを組み直せば、俺は『ゲーム』に参加する必要なくなるな」

「キミ、無む理り矢や理り引っ張り込んだ最初の一回しか参加してないじゃないか」

「訂正しよう、『ゲーム』に参加しろとおまえに誘われることもなくなる」

「京耶よ、頭数とは基本的に多いほうが有利なのだ」

　じっ、と赤い瞳で京きよう耶やを見詰めてバロックは真顔で言った。

　京耶は小さく溜ため息いきを吐く、要するに諦める気はないと言うことだ。

「どのみち、無理よ。今の私はセフィロト社のアルバイトだものね」

　セフィロト社──日ひ雁かり市し限定ソーシャルゲーム『ヒカリータウン』の運営会社であり、隠しコンテンツ『レガシー・オブ・タナトス』にも携わっている。

　京耶の印象としては、はっきり言って怪しい会社だ。

「因ちなみに時給は一四〇〇円」

「やりたい。そのバイト、どこで募集している」

「業務内容は『ゲーム』内のトラブルシューター、目下のところは死神捜し」

「やっぱなし。意味はわからんが嫌な予感しかしない」

「それが良いとも京耶。いくら金を積まれても、あんな場所で働くものじゃない」

　学生のアルバイトとしてはびっくりな時給に京耶が食いつくも、バロックが珍しく嫌悪感も顕あらわに吐き捨てた。

　苦虫を噛み潰つぶしたように、可愛かわいらしい顔が怒りに似た感情で歪ゆがんでいる。

「私もオススメはしないわね。それに、私がフリーだとしても不可能よ」

　瑠る璃り子こは小さく、黒髪を揺らして首を振る。

「私たちを繋つないでいた因果の持ち主は、いなくなってしまったもの」

「因果、」

　まただ。バロックも、時折似たようなことを言っていた気がする。

　じっ、探るように、京耶は眉間に皺しわを寄せて彼女の瑠璃色の瞳を見詰めた。

　名前と同じ瑠璃色の瞳をした少女は、くすりと、何な故ぜか嬉うれしそうに笑う。

「そろそろ、お弁当を開けない？」

「うむっ、昼休憩も無限ではないしな」

「そうだな」

　話題を逸そらすには露骨過ぎる対応に疑問を抱きながら、京耶は頷うなずいた。

　バロックと瑠璃子──二人が何かを隠し、同時に、伝えようとしているような。

　思い出せばバロックと出会った夕暮れの屋上でも『因果』と、彼女は言っていた。

『因果』、京耶は口の中でその言葉を転がしながら黙考する。

「今日のメインはブリの照り焼きだ」

「あら美お味いしそうじゃない」

「悪くない」

　カパリとバロックが弁当箱の蓋を開けるや、思考は食べ物の方に移った。

　メインはブリの照り焼き、飴色に近い照りがいかにも濃厚な味を予想させ美う味まそうだ。

　焦げ目がついた卵焼きもたまらない。ニンジンの赤が鮮やかな炊き込みご飯のおにぎりも嬉しく、軽く炒めたニンジンとピーマンと鰹節の和え物も良い。

　要するにとにかく美う味まそうで、京きよう耶やの口内には自然と唾が湧いた。

「いただきます」

「うむ、いただくが良い」

　ぱちんと手を合わし表情だけは平静を保った京耶が言えば、バロックは赤いブレザーに包まれたぴっこりと控ひかえ目な胸を張り偉そうに頷うなずく。

　可愛かわいらしい顔には、これ以上なくわかりやすい自信に満ちた笑顔が浮かび銀色の髪が屋上の風に緩ゆるくなびいていた。

　京耶は早速おにぎりに手を出し、瑠る璃り子こは興味深そうにバロックの弁当を見詰める。

「私も一つ、食べて良いかしら？」

「やらん」

「駄目だ！」

　即座に断られるが瑠璃子はめげず、芝居がかった大仰さで長い黒髪をかき上げ、その白いセーラー服と同じぐらいに白々しい溜ため息いきを吐く。

「ビスケットと蜂蜜と水だけの食事をしていたバロックお手製の料理よ、味が気になっても仕方ないとは思わない？」

「何だその三日で飽きそうなメニューは」

「ちょ、ちょっと待ちたまえ！」

「『必要な栄養素が補給できるならそれで良い。食事にバリエーションなど必要ない』」

「るるるるるる瑠璃子！　止めないか！」

「あら、貴方が本当に言っていた台詞せりふでしょう？」

　涼しい顔で言い放つ瑠璃子、バロックは悔しげに歯を食い縛り呻うめき声ごえを上げた。

「ぐぬぬぬぬぬぬー」

「バロック……おまえ」

　京耶にすら呆あきれたような目で見られ、バロックは顔を真っ赤にする。

「わかった、瑠璃子も食べて良い……」

　がくりと細い肩を落としてバロックが首を振った。

「ありがとう、感謝するわ」

　瑠璃子は余裕たっぷりに微笑ほほえみかけると、何な故ぜか京耶の方を向きあーん、と口を開けた。

「おい」

　何を要求されているのか、京耶はバロックで慣れているため即理解する。

「私、箸を持っていないのよ。手て掴づかみなんて品がないでしょう？　少なくとも私のような美少女がやることではないと、貴方も思わない？」

　自分を美少女だと言い切る感性は確かにバロックの友人だと確信しながら、京耶はバロックを見た。バロックは凄すごく不機嫌そうに頬ほおを膨らませて小さく頷うなずいた。

「一回だけなら……許そうじゃないか」

　まさに苦渋の選択なのだろう、声が重苦しく赤い瞳が不穏な光を放っている。

「充分よ。因ちなみに、私のリクエストは卵焼き」

　京きよう耶やは諦めたように溜ため息いきを吐き卵焼きを一つ箸で摘まんだ。

「口を開けろ、瑠る璃り子こ」

「優しくしなさいね、あーんっ」

　蜜のように甘ったるい声で告げ、彼女は艶のある赤い唇くちびるをぱっくりと開け誘う。

　顎を少し上げ、舌を覗のぞかせて、甘えるような瑠璃色の瞳で京耶を見る。

　これが、一見しては清楚なお嬢さまに見えた瑠璃子の、もう一つの顔なのだろうか。

「……」

　京耶は思わず唾を飲み込んだ。

　瑠璃子が放つ甘ったるい色気にあてられ、箸を使う手が少し震えていた。

　京耶は険しい顔をして震えを意地で押さえ込み、瑠璃子の口に卵焼きを運んだ。

「あー、んっ」

　ぱくり、口を閉じ、舌先で箸を軽く舐めるように彼女が顔を引く。

「ふふっ、ふんわりとして、少し甘くて、『愛情がこもっていて』、美お味いしいわね」

　幸せそうな顔、なのだろうか、彼女は目を閉じて片手を自分の頬に当ててゆっくりと味わいながら咀嚼する。

「うー、うー、うー」

　その瑠璃子の横顔を睨にらみながら、バロックが唸うなっていた。

　仲が良いのか、悪いのか……ともあれ役目を終えた京耶は食事を再開し炊き込みご飯おにぎりを口元へ運ぶ。

　出汁醤油の味に、ニンジンの甘みが少し混ざったおにぎりは実に悪くない──

「ああ、思い出した」

　京耶が言った瞬間。

「ッ──！」

　バロックと瑠璃子が同時に京耶を見た。

　ほんの一瞬、その可愛かわいらしい、あるいは綺き麗れいな顔に渇望が、餌を目の前に差し出された飢えきった獣の如き表情が浮かぶ。

　京耶の視線は手に持った炊き込みご飯おにぎりを向いており、その瞬間を見逃した。

　もう一口、おにぎりを食べて京耶は顔を上げる。

　バロックと瑠璃子が息を呑み、貪るような強い眼まな差ざしでこちらをじっと見詰めていることに驚きながらも続きを言う。

「瑠る璃り子こは『朧おぼろ』、だったよな？」

「そうよ京きよう耶や」

「京耶、キミは、やっぱり」

「見覚えがあると思ったら、あれだ、『ゲーム』の公式掲示板だ。リアルでのカップルらしき書き込みがあると必ず『バカップル死ね』と書き込んでいる奴やつだ」

「って、くだらないことばっかり覚えてるんじゃないわよ！」

　今度は瑠璃子が顔を真っ赤にして、叫んだ。ビニールシートの上に手をつき、ずずいっと白いリボンで結んだ黒髪を揺らして京耶に詰め寄る。

「え、いや？　そう言われても」

　今までの落ち着き払った態度とは違う、歳相応の少女らしい取り乱し方がちょっと可愛かわいいなと京耶は思ってしまった。

「そうだぞ！　大体キミは『ゲーム』に全く参加しないくせに、どうして役に立たないことでは定評のある公式掲示板はしっかりチェックしているんだ！」

　何な故ぜかバロックまでビニールシートに手をつき、ずずずいっと詰め寄って来た。

「な、な、え？」

　銀髪紅眼の可愛らしいバロック、黒髪に瑠璃色の瞳が綺き麗れいな瑠璃子、二つの顔が二つとも怒ったように唇くちびるを尖らせて目の前にある。

　屋上のそよ風に銀髪のツーテールと白いリボンで結ばれた黒髪がさやさやと揺れ、微かすかに甘い良い匂いがする。

　というか顔が近過ぎる、ちょっと顔を前に出せばキスが出来るし、変に前屈みになっているせいでバロックの赤いブレザーはともかく瑠璃子の白いセーラー服の胸元からは白い肌がちらちら覗のぞいているのが気になって仕方がない。ぴっこり控ひかえ目サイズのバロックと違って瑠璃子の場合はそれなりにあるから尚なお更さら気になる。

　見えそうで見えない──京耶は、むっつりと眉間に皺しわを寄せた厳しい顔をしながら、白いセーラー服の胸元が気になるのを必死で我慢する。

「ああいう楽しげな場所を見ていると、俺にも友だちが出来たような気になるんだ」

　因ちなみに、まだ書き込んだことはない。

「くうっ、キミという男は、どこまでぼっち気質なんだ」

「京耶……貴方って人は、ぼっちがそこまで悪化していたなんて」

　バロックと瑠璃子が、思わず目頭を押さえた。

「そこまで憐れまれるレベルだと！」

「京耶よ……このブリの照り焼きは我ながら良い出来だ。ほら、私があーんしてやろう」

「今度は私が卵焼きを食べさせてあげるわ、さあ、あーんなさい」

　バロックと瑠璃子は天使のように優しく生乾きの洗濯物のように切ない微笑を浮かべて同時に言い、互いに顔を見合わせた。

「あーんは一度だけ、と言わなかったかい瑠る璃り子こ」

「忘れたわ、貴方の言葉なんて何一つ覚えておく価値はない」

「ほう、キミは相変わらず反吐が出るぐらいに不愉快な奴やつだな、死ねば良いのに」

「ふふっ、貴方こそ相変わらず薄汚くて腐った女ね、死んでしまえば良いのに」

　相変わらず微笑ほほえんだまま、声は四月のそよ風のように柔やわらかく、内容だけが恐ろしい。

　否いや、微笑みの質はしっかりと変化していた。

　赤と瑠璃色の瞳は鋭さを宿し、四月の太陽すら凍らせてしまうほどに冷ややかなものが秘められている。

　京きよう耶やはさり気なく、ビニールシートに座ったまま後ずさろうとする。

　ガシリ！

　京耶の方を見もせずに、バロックと瑠璃子の手が肩に置かれ撤退は阻止された。

　肩に食い込む指が、ぎりぎりと痛かったが眉間に皺しわを寄せるだけで我慢した。

「瑠璃子よ、キミが半月ほど足あし踏ぶみをしている間に私はもうすっかり京耶の嫁として定着してしまってな。既にご両親に挨拶も済まし、今は京耶が十八歳になるのを待ちながら連日いちゃらぶフェスティバルを開催しているところなのだ。キミが割って入る隙間はないから負け犬らしく失せるが良いぞ」

「それこそ妄言ね。因果の途絶えたイレギュラーを、貴方一人で繋つなぎ止められると思っているのかしら、出来るわけがない……出来て、たまるものですか」

「一人で諦めていろ、負け犬」

「黙りなさい牝犬」

　笑顔を浮かべたまま、二人は額と額をぶつけるように罵り合う。

　その度に銀と黒の髪が揺れ、赤と瑠璃色の瞳がギラリと輝く。

　京耶は眼前で罵り合う二人を眺めながら胸中で首を傾かしげた。

　彼女たちは一体、何の話をしているのだろうか？　いや、どうせ自分には関係のないことだ深く首を突っ込むほうが薮やぶ蛇へびになる。

「良いだろう、では『ゲーム』で決着をつけようじゃないか！」

「乗ったわ。模擬戦？　争奪戦？」

「争奪戦だ。勝てば、一週間の半分は京耶と一緒にいることを許そうじゃないか！」

「え、俺！」

　思わず京耶が叫ぶ。

「割り切れない一日はどうするのよ」

「三人一緒だ」

「オーケイ。条件は完璧ね」

　満足そうに、バロックと瑠る璃り子こが頷うなずき合う。

「待て、どうして俺が賭けの対象になっているんだ！」

　眼前で揺れる銀と黒を眺めながら会話を静観している間に話が理解不能を通り越した場所へ飛んで行ってしまい、京きよう耶やは遅ればせながら口を挟んだ。

　しかしながらバロックと瑠璃子は丸きり聞いている様子もなく。

「京耶よ！　キミは立会人を頼む」

　ぶんっ、と凄すごい勢いで首を回し銀色のツーテールを大きく揺らし京耶を見た。

　ついでに、銀色のツーテールがさり気なく瑠璃子の横っ面を叩たたいていた。

「私からもお願いするわ」

　顔を叩いたツーテールを掴つかみ、さり気なく引っ張りながら瑠璃子も京耶の方を向く。

「いや、さすがに俺もそろそろ説明を求めるぞ」

　眉間に皺しわを寄せ、京耶は殆ほとんど睨にらみ付けるように二人を見返して首を振った。

「細かいことにうるさい人ね、クールキャラぶって『俺には関係のない話だ』とか思いながら静観していたのなら最後まで黙っていれば良いのに」

「俺の心を読むな！」

「京耶よ、夕食のとろけるチーズつきハンバーグに半熟目玉焼きも追加しよう！」

「喜んで立会人をさせて頂きます」

　こうして、京耶本人の了承も理解もないまま、京耶を賭けたバロックと瑠璃子の対決が行われることになった。

　昼休憩の屋上に降り注ぐ四月の太陽が、何とも、白々しかった。



    

  
    
      


第五話　黄金剣ネームレス



　バロックが瑠る璃り子こと、京きよう耶やを賭けて『ゲーム』することになった放課後。

　京耶とバロックは一度家に戻ってハンバーグの種を作り、日が暮れると改めて外出した。

　レガシーのアクセスポイントに向け、二人は夜道をてくてく歩いていた。

「いつでもどこでも、携帯電話でログインってわけにはいかないんだな」

「うむっ。レガシーは日ひ雁かり市しのどこかに夜毎出現するのだ。アクセスするためにはこちらから出向いて近場でログインが必要なのだ」

「ということは、他のプレイヤーとばったりってこともあるのか」

「頻繁にはないが、時折あるな。『ゲーム』が夕方から夜に行われている以上、未成年プレイヤーでは毎日参加ともいかない。そもそも市の面積と一晩に出現するレガシー、プレイヤー人数を考えたらこの『ゲーム』は案外と密度が低い」

「なるほど」

「必然的にレガシーの争奪による競争が起こり難い。本気で『王冠』を目指している上位チームならともかく、純粋に『ゲーム』を楽しんでいるチーム層は和気藹々としたものだよ。京耶お気に入りの公式掲示板を見ればわかることだろうけどね」

「妙に軽いというか、暢気な部分があるなこのゲーム」

「まあ、厄介なのはプレイヤーより外野の方だが……おっと、もう良さそうだ」

　二人とも制服姿だ、京耶は茶色でバロックは赤のブレザー。律儀に学校指定の鞄かばんも持っている。補導の類の面倒ごとに遭遇しても塾帰りという言い訳で誤魔化すためだ。

　幸いアクセスポイントは静かな住宅街、言い訳にもそれなりの説得力はあるだろう。

　学生プレイヤーの辛いところである。

「『幻想接続ログイン』──」



　レガシー『第一階かい梯てい・未来に名付けられし剣』

　フィールドタイプ『無名の草原』

　アストラルレイヤー『銀の追憶リグレツト』バロック

　アストラルレイヤー『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶

　クリア条件『レガシー取得』



　水の中にいるような浮ふ遊ゆう感かんに包まれ、気がつけば太陽に照らされた草原にいた。

『ゲーム』の中、偽りの光景だと理解していても、空に浮かんだ太陽の眩まぶしさ、一面に広がる草の青さ、そよ風に乗って届くその香りすら本物と区別がつかない。

　強いて言えば『ゲーム』外が夜で、『ゲーム』内が昼という時間の差だけがここを非現実の世界だと証明していた。

　京きよう耶やはこの草原でも自分の隣に立っているバロックを見る。

「ふむっ、ここで私は瑠る璃り子こと勝負をするわけだが」

　視線を感じてか彼女も京耶を見て、可愛かわいらしい人形の顔に小さな微笑を浮かべる。

　偽物の太陽が赤い瞳をキラキラと輝かせ、偽物のそよ風が砂糖菓子を思わせるふわふわの銀色ツーテールを淡く揺らす。

「対レガシーではない、アストラルレイヤー同士の勝負は概ね二つの方法がある」

　ぴっ、と指を二本立てて赤いブレザーに包まれたぴっこりと控ひかえ目な胸を張りバロックは説明を始めた。

「模擬戦と争奪戦だ」

　京耶はいつも通り無ぶ愛あい想そうな顔でバロックを見詰めながら、黙って話を聞いている。

「模擬戦はそれ専用の擬似レガシーが運営より提供されている、細かいことは実際に使うことがあれば説明しよう。これは純粋な腕比べや戦闘訓練に使われる」

「……」

「争奪戦は同じレガシーにお互い接続し、先にクリア条件を満たしたアストラルレイヤーの勝ちというものだ。今回はこれだな、戦闘能力、判断速度、運、経験、総合力が問われる勝負方法だ」

「……」

　京耶はむっつりした顔でじっとバロックを見詰めている。

「因ちなみに、私は争奪戦の方が好きだ。面白いからな」

「なるほど」

「質問はあるかい？」

「ある」

　少し迷うように眉根を止せ、京耶は言った。

「メイド服は着ないのか」

　スパターン！　と思い切りバロックに頭を叩たたかれました。

「真面目な顔で私の説明を聞いているかと思えばそれか、このむっつりぼっちのメイドマニアめ！」

「悪かった。だが、気になったんだ」

　バロックが腕組みをしてぷんぷんと怒り、京耶が申し訳なさそうに視線を逸そらす。

「馬ば鹿か者め……また、それは別の機会に…………な」

　ぐりんと凄すごい勢いで京耶は視線を戻す、バロックが頬ほおを染めて指先を赤いブレザーの胸元で絡めてもじもじとしていた。

「ああ」

　やたら力強く、京きよう耶やが頷うなずいた。

　いつもの仏頂面をしながら、胸中では高らかにファンファーレが鳴っていた。

「それとは別に聞きたかったんだが、クリア条件の『レガシー取得』とはなんだ？　エリゴールの時のように戦うんじゃないのか？」

「あー、うむ。あの手の撃破系のクリア条件は全体の半分程度だ。残りの半分は、色々あるが、今回の場合は宝探しだな。このフィールドのどこかにある『剣』を最初に手にすれば、レガシーを支配できる」

　なるほどなるほどと頷きながら、京耶は周囲を見回した。

　見渡す限りの草原、このどこか、あるいは地中に埋まっているかもしれない剣を……

「バロック、あそこに、こう、無造作に刺さっている棒状の物体は」

「うむっ！　恐らく、クリア条件の剣だろうな」

　二百メートル程離れた位置に、遠目にわかるほどピカピカの剣が刺さっていた。

「あっさり見つかり過ぎじゃないか！」

「ランク一のレガシーではこんなものだ」

　バロックは小さな苦笑を浮かべると、銀色の髪を揺らして小さな肩をすくめた。

「瑠る璃り子こが来る前にあれ抜いたら終わるんじゃないか？」

「そうだな。試してみようか」

　呆あきれたような京耶とは違い、バロックは赤い瞳を細め鋭い眼まな差ざしを左右に走らせ警戒も顕あらわながら頷いた。

　何をそこまで警戒しているのか、このだだっ広い草原には身を隠す場所もない。

　不思議に思う京耶の前で、バロックが一歩、剣に向かって進んだ。

　次の瞬間、バロックが倒れた。

　ズシュンという鋭い銃声、柔らかな銀髪をなびかせ仰向けに倒れて行くバロック。

　殆ほとんど音もなく草原に彼女の小さな体が落ちる。

　赤いブレザーが赤黒く染まり、青草もまた鮮せん血けつに濡れる。

　胸には穴が開いていた、白い肌に印された『銀の追憶リグレツト』の刻こく印いん──『罅ひび割われたハート』は奇跡のように血の一滴も触れていなかった。

「バロック！　しっかりしろ！　無事か、すぐ救急車を呼ぶからな！」

　反射的に、京耶は膝を突いて彼女の顔を覗のぞき込む。

「何だ、いるじゃないか瑠璃子」

　バロックは、楽しげに笑っていた。

　ぞくりと、京耶の背筋に冷たいものが走る。だが彼女はそれこそ偽りの空に浮かぶ太陽のように朗らかに京きよう耶やに微笑ほほえみかけた。

「気持ちは嬉うれしいが冷静になりたまえよ京耶、『ゲーム』の中だ。胸に穴が開いた程度、大した傷じゃない、体が半分にでもならない限り死にはしない」

「あ……ああ、そ、そうだったな」

　これは『ゲーム』だ、そのリアルさに京耶は忘れかけていただけだ。

「そうだとも、こんなのは私と瑠る璃り子この間では挨拶代わりみたいなものだよ。いや実際に挨拶かな、『私はもうここにいる』とご親切に伝えてくれたわけだ」

「仲良いな」

　取り乱してしまったのを誤魔化すように、京耶はぶっきらぼうに呟つぶやく。

「瑠璃子は、私がこの世で一番信頼している友だからね……さて、あんまり彼女を待たせては悪いし、動くとしよう」

　バロックが宣言する。

「『幻象武装コネクト・パラケルススの赤い夢アルケミスト・ウロボロス』」

　レガシーに接続、起動、『賢者の石』を溶かした血液がその力を発揮する。

「人体練成」

　時間を逆回しにしているように、胸に開いた傷が埋まり彼女は平然と立ち上がる。

「兵装練成」

　掌てのひらに十字型の傷が開き、噴き出した鮮せん血けつが武器を象かたどった。

　右の手に鋭く飾りなき一刀、左の手には螺ら旋せんで彩られた優雅な一銃。

「では京耶、しっかり見届けてくれ」

　血液で編み上げた刀と銃を手に、バロックが剣に向けて駆かけ出した。

　まさしく草原を駆けるウサギのように銀色のツーテールが大きく跳ねて。

「せいっ！」

　駆け抜ける勢いのまま、バロックが赤い刀で虚空を薙ないだ。

　ズシュン──ギィンッ。

　京耶には見えもしない速度で飛来した銃弾を、バロックが刀で弾はじき飛ばす。

　ズシュンギィンッズシュンギィンッズシュンギィンッズシュンギィンッズシュンギ──

　赤い刀が閃ひらめき、赤い銃が火を噴く。

　バロックの足は止まらず、銃弾の密度は増す。

　だが未だ、撃ち手の姿は見えない。

　ギィンッ──

「こんな銃弾、何千発撃っても私には当たらないさ」

　勝敗を決する剣まで、残り十歩までバロックは銃弾を弾きながら到達する。

「そうだろ、『朧おぼろ』！」

「そうね、『銀の追憶リグレツト』！」

　バロックの前方三歩、何もない空間から、瑠る璃り子この声がした。

　声に僅わずか遅れ、朧霧が晴れるように、彼女の姿が顕あらわれる。

「嬉うれしいわ、腕は鈍っていないようね」

　純白のセーラー服と、両手に持った黒光りする無ぶ骨こつなサブマシンガン。

　白いリボンを結んだ腰までの黒髪、鮮やかな瑠璃色の瞳。

　大人びた雰囲気を醸かもし出す、日本人形のような美しい少女。

　彼女は、妖しく赤い艶のある唇くちびるに愉悦の笑みを浮かべていた。

「さあ、踊りましょうか！」

　笑いながら、瑠璃子はサブマシンガンのトリガーを引き絞って銃弾をばら撒く。

　白いリボンで結んだ黒髪が咲き乱れ、瑠璃色の瞳はぎらぎらと輝く。

「良いだろう、瑠璃子が相手ならば踊り甲斐もあるというものだ！」

　愛あいらしい顔に凶暴な笑みを浮かべて、バロックが乱射される銃弾の中に踏ふみ込んだ。

　接近戦の間合い、相手の息遣いすら聞こえる距離、的確に銃弾をいなしながらバロックが赤い刀を振るった。

「──ッ、ハッ、アッ！」

　横薙なぎ、切り下ろし最後に突き。

　銀色のツーテールをなびかせ腰を回した横一文字、手首を捻って刃を振り下ろし縦一文字、十字を描えがいて引いた刃ですかさず突きを。

　鋭く、そして流れるように連続した三種類の斬ざん撃げき。

「危ないわねっ！」

　白いリボンで結んだ黒髪が弧を描く文字通り左右に踊るような体捌き、回避と同時に引き金を引き、セミオートに設定変更したサブマシンガンでの三発連射。

　赤いブレザーが、白いセーラー服が、花びらか雪のように艶あでやかに舞う。

「相変わらず、やる、じゃないか！」

「そうね、まだ終わりじゃないんでしょう！」

　笑いながら、汗を流し、頬ほおを紅潮させて彼女たちは踊る、『ゲーム』を楽しむ。

　続けざまに瑠璃子が銃弾を浴びせれば、バロックは刀と銃で打ち落とし、逸そらす。

「そこ、だっ！」

　銃撃の隙間を縫って、バロックは大きく踏み込み、縦一文字に刀を振り下ろした。

「っ、嫌なタイミングで」

　瑠璃子が防御を考えず銃弾を撃てば、確実にバロックと相討ちになる絶妙の瞬間。

　ギィィィィィン！

　顔の高さで交差したサブマシンガンの銃身が、赤い刀を挟み込んで防御した。

　刀とサブマシンガンによる鍔迫り合い、赤と瑠璃色の瞳は至近距離で見詰め合う。

「私と組みたまえよ瑠る璃り子こ、セフィロト社などと縁を切って」

「無理ね、私と貴方は相容れない」

「ほう、ではキミの目的を改めて聞こうじゃないか」

「どうせ変わっていないのでしょうけれど、貴方の目的も聞いておこうかしら」

　声を揃え、



「私は喪うしなわれた因果を取り戻す！」

「私は守もり部べ京きよう耶やに復讐する！」



　バロックが、瑠璃子が叫んだ。

　弾はじけるような笑みが銀髪紅眼の愛あいらしい顔に浮かんだ。

　隠しようもない憎悪が黒髪と瑠璃色の瞳をした大人びた相貌を歪ゆがませる。

「惨めで、未練だな瑠璃子！」

「惨めで、未練ねバロック！」

　ギチギチと、食い込む赤い刀でサブマシンガンが軋きしむ音がする。

　火を噴くように、瑠璃子が吼える。



    

  
    
      



    

  
    
      

「貴方はまだ、途切れた因果を、死人の影を追いかけている！」

「途切れていない、まだ誰も、何も、終わっていない」

「終わったのよバロック、私も貴方も、捨てられて、全部、終わったわ」

「違う！　私は、必要とされていた！」

　叫ぶ彼女の顔が、泣きそうに見えたのは、気のせいか。

　赤い刀を握る手に力がこもり、ついに、サブマシンガンを両断する。

「楽しい？　自分に嘘うそを吐くのは」

　切断されたサブマシンガンの半分が荒野に落ちるより速く、彼女は後ろへ跳んだ。

　刀の間合いを逃れ、瑠る璃り子こは、端たん整せいで大人びたその顔から全ての表情を消した。

「私は貴方とは違う、自分が無価値だったことを受け止める」

　ふわり、跳んだ拍子に白いセーラー服が空気を孕んで膨らみ、裾がめくれた。

　腰の上、めくれた裾から覗のぞいた彼女の白い肌、無駄一つなくすらりとした腹。

　その脇腹に墨跡で描えがかれた『朧おぼろ』の文字──瑠璃子の原げん罪ざい刻こく印いん。

「私は『朧おぼろ』。神の手すら我を掴つかめず、神の目すらも私を捉とらえぬ」

　楠くすの木き瑠璃子の原罪刻印が、その力を発揮した。

　文字通り、朧に覆おおわれた月の如ごとく、彼女の姿が揺らぎ、消えて、見えなくなった。

　ぬらりと妖しく赤い唇くちびるも、白いリボンを結んだ長い黒髪も、白いセーラー服も、両手に持ったサブマシンガンの残ざん骸がいも、全てが消えて見えなくなる。

　声も、匂いも、気配すら、全てが朧に薄れ察知できない。

「何が無価値だ。キミは」

　敵が見えない、恐怖して当然の状況にも拘かかわらずバロックは静かだ。

「キミは愛されていたじゃないか、私と違って」

　右手の刀は切先を正面に、左手の銃は地面に向けて静かに構えている。

　見渡す限りの草原、偽りの陽光とそよ風、後方に残した京きよう耶やを除いて何もなく──

　ズギュン！

　前触れなく、空間に、数センチ程の小さな穴が開き銃弾が放たれた。

　銃声を聞くより速く、その穴に気付いた瞬間、赤い刀を射線上に掲げていた。

　赤い刀の腹で滑らせるように受け、銃弾を逸そらす。

　僅わずか、手に痺しびれるような感触が残る。サブマシンガンの使う拳銃弾ではない、ライフル用、それも相当大型な銃弾。

「瑠璃子っ！」

　銃弾を弾はじき、返す刃でバロックは穴の辺りを袈裟に切り下ろす。

　瑠璃子の『朧おぼろ』、その数少ない突破点が攻撃の直前に見えたあの小さな『穴』だ。

　そこから銃弾は飛んでくる、その近くに瑠璃子はいる。

　避け辛いように、攻撃範はん囲いの広い袈裟切りを選んだ。

　完璧なタイミングと、完璧な選択、刀にも手応えが、否いや、手応えが軽すぎる。

　振りぬいた赤い刀の切先に纏まとわりついているのは、白い、布？

　音もなく、瑠る璃り子こは姿を現した。

　白いセーラー服が大きく裂けて、程よく膨らんだ胸を包む同じく白い下着が覗のぞく。

　その両手はサブマシンガンでなく、黒い、彼女の身長ほどもあろうかというアンチマテリアルライフルを抱えて構えている。

「幻想回帰──」

　冷えた声、名前と同じ瑠璃色の瞳、彼女は宣言する。

　アンチマテリアルライフルが突とつ如じよとして銀色に輝きだし、何かをチャージしているように、その輝きは強さを増す。

『銀銃アルテミス』──瑠璃子が持つそれは、拳銃からサブマシンガンまであらゆる銃器に変形する、月と狩猟の女神の名に相応ふさわしいランク四レガシー。

　バロックはこの後、銃がどうなって、どんな銃弾を放つかを知っている。

　これはアルテミスに元来備わっている、一つの必殺技だ。

　撃たれたら防ぎ難い、だが、刃を翻し瑠璃子を切れば確実に相討ちになる。

「やってくれるじゃないか！」

　意趣返しのつもりか、バロックが鍔迫り合いに持ち込んだ時と同じやり口だ。

　バロックの顔に焦りが浮かび、ぎゅっと唇くちびるを噛む──

「《我が愛は宵闇に死せり》」

　銀の銃弾が、解き放たれる。



　一方、後方に取り残された京きよう耶やはぽつんと、二人の戦いを見ていた。

　見ていた、というのは正確ではないかもしれない。

「これが『ゲーム』か……レベルが違いすぎるな」

　距離が離れている以上に、バロックと瑠璃子の速度に目が追いつかないでいた。

　銀色のツーテール、赤いブレザー、ニーソックスに、赤い刀と赤い銃。

　白いリボンで結んだ長い黒髪、白いセーラー服、黒いサブマシンガン。

　遠目には踊るような二人の動き、自分ならば一瞬で敗北していただろう確信がある。

　この戦いのトロフィーが、何な故ぜか自分なのだから不思議なもの。

　他にも思い出す限り不思議なことは山ほどある、ぼっちだからという理由で『ゲーム』に誘われるわ、うっかりキスをしたせいで嫁宣言されるわ、押しかけて同居、おまけに瑠璃子まで現あらわれた。

　まったく、あの夕暮れの屋上でバロックに出会って以来…………

　京きよう耶やは、自分の思考に違和感を覚えた。

『順番、間違えてますよ』

　そうだ、『ゲーム』にエリゴール、黒いメイド服のバロック、あの夕暮れの屋上の印象が強いせいで勘違いしかけていた。

「初めて会ったのは、始業式の、後だ」

　思い出せば、あの時点から、何かがおかしかったのだ。

『彼女は問うた、モリベキョウヤという人を捜していると』

　そしてまさに当事者である京耶はそれを否定した、何な故ぜだ？

　聞き間違えた？　自分の名前を？

　ああ、間抜けにもそうだったとしよう、だがそれでも疑問は消えない。

　何故、バロックは、京耶を捜すのに、半月もかかった？

　隣の席に座っている男を、学校中捜し回っても見つけられなかった？

『ありえない？』

　そうだありえない。二年に進級し、新学期が始まったばかりだ。新しいクラスなのだから自己紹介もした。ホームルームであるいは新任教師の授業で、ことあるごとに繰り返されたその全てを聞き逃しでもしない限り。

『そうですね、それはちょっと無理があります』

　捜している相手の名前を、そう何度も聞き逃すのは、逆に難しい。

　視線の先で銀の髪をなびかせ踊るように剣を振るうバロックが、そこまで救いがたい間抜けだとはとても思えない。

『けど、あなたを見つけるのに半月も必要とした』

「どういうことだ……」

『凄すごく簡単な話ではありませんか』

「ほう？」

『半月の間、彼女はあなたを認識出来なかった。見えているのに、見えていなかった。これ以上なく凄く単純な解釈です』

「馬ば鹿か馬鹿しい、何が簡単な話だ。それこそありえない」

『嘘うそですね、本当は心当たりがあるはずです』

「…………楠くすの木き瑠る璃り子こ、何度も俺のクラスに来たが、俺は見えなかったと言っていた」

　彼女は、それを、何と言っていたか……

『因果が繋つながっていなかった』

「……」

『因果とは人と人の繋がり、自らを世界に繋ぎ止める鎖』

　ハッと、京耶は気付く。

『高まればアストラル界へ昇華されレガシーに、喪うしなえば原初に堕ちてケイオスと化す』

　自分は今、誰と、会話している。

『殆ほとんど全てを喪ってしまったあなただから、わたしの声はあなたに届く』

　脳裏に響く、この少女の声は何だ。

『さあ剣を抜いて。あなたが喪ってしまったことを──わたしが、教えてあげる』



　その時、視界の先では瑠る璃り子こがバロックへと必殺を放とうとしていた。

「幻想回帰──《我が愛は宵闇に死せり》」

　この一撃で、バロックと瑠璃子の戦いは決着がつくだろう。

　当たればバロックが負ける、凌がれれば返す刃で瑠璃子が負ける。

　だが、そうはならない。



『警告・ケイオスレガシーによる侵食クラツキングが行われています』

　ケイオスレガシー『第一虚数階かい梯てい・黄金剣ネームレス』

　フィールドタイプ『不毛の荒野』

　アストラルレイヤー名『表示不可』

　クリア条件『黄金剣取得』

『警告・ケイオスレガシー内でででででででではははははははははははははは警告警告警告警告警告警告警告警告警告警告警告警告警告警告警告警告──』



　青く茂る草原が、一瞬にして不毛の荒野に塗り潰つぶされる。

　太陽は棘のような光を注ぎ、風には死の匂いが混ざった。

「──ッゥゥゥゥウアアアアア！」

　バロックと瑠璃子が悲鳴を上げ、地面に崩れ落ち、あるいは落下する。

　どさりどさり、二人の顔は溺れているような苦悶で歪ゆがむ。

「な、んだ。これ、苦し、心臓が、痛い」

「まず、い。これ、ケイオス、因果を、喰らい奪うばう、ものだわ」

「きょう、京きよう耶や、は、」

　二人からほんの十歩もしない位置に、剣は刺さっていた。

　長い時を経へて輝きの全てを喪ってしまったような、朽ちた黄金の剣。

「京耶？」

　夢遊病者のように、ふらりと京耶は苦しむ二人の傍そばを通り過ぎ、

　黄金剣に手をかけた。



『クエストクリア』

『入手レガシー・第一虚数階かい梯てい黄金剣ネームレス』

『ゲームを終了終了終了終了終了終了終了終了終了終了終了──強制接続』

　意識が海に溶けるように、沈みこんで行く。

　レガシーへの接続と似た浮ふ遊ゆう感かんに包まれる。

　だがここは、魔女の大鍋の渦中であるように、ひどく、熱い。



    

  
    
      


第六話　混沌の孤独な女王ケイオスクイーン



　気がつけば、二人は真っ黒な空間にいた。

「無事かい瑠る璃り子こ！」

「まだ無事よ。でも、いつまで無事かはわからないわね」

　バロックと瑠璃子は背中合わせになり、うぞうぞと蠢きながら迫り来る無数の黒い触手に抗っていた。

「一体何ど処こなんだ、ここは！」

「知らないわ、でも一つだけわかっていることがある」

『私は立っている』と思い続けていなければ立てなくなってしまいそうに頼りない、雲の上にでもいるような足場。

「『混沌ケイオス』と呼ばれる空間、私──セフィロト社が追う『死神』と共に顕あらわれるもの」

　暗闇に覆おおわれているのでも明かりが届かないのでもなく、ただ黒い。

　光源がどこにもないが視界は不思議と明瞭で、周囲からうぞうぞと伸びる黒い触手が暗闇に紛まぎれるということはないのだが……

「くっ、敵の数が多すぎる」

「不味いわね、私はこういうのと相性が悪いのよ」

　銀髪紅瞳に赤いブレザー姿のバロックと、黒髪に瑠璃の瞳と白いセーラー服の瑠る璃り子こ。

　愛あいらしく赤い瞳に、あるいは綺き麗れいな瑠璃色の瞳には焦りが滲にじんでいた。

　触手をまとめて刀で切り払う『線』の攻撃が可能なバロックと違い、瑠璃子のサブマシンガンは連射速度こそあるものの『点』の攻撃でしかない。

　神経を尖らせ、確実に触手を撃ち落としていたが。ついに一匹撃ち漏らした。

「──キャアッ！」

　思わず瑠璃子が悲鳴を上げる、触手が一本、彼女の細い脚を捕まえていた。

　ぬめっとした両生類に似た気持ちの悪い触感が、白い肌の上をねちゃりと這いずり絡み、捕えて行く。

「瑠璃子！」

　銀色のツーテールを揺らして身を翻し、赤い刀で瑠璃子の足に絡んだ触手を斬る。

「って、こ、この馬ば鹿かッ！　後ろっ！」

「わかってるとも、反射的に助けてしまったんだから仕方ないだろ！」

　唇くちびるを歪ゆがめて自分の間抜けさを呪うバロックの背後から、津波のように黒い触手が襲い掛かりバロックの全身に絡みついた。

　細い腕を締め上げ手に持つ刀を奪うばい取る、脚に絡んだ触手がその粘液でガーターベルト吊づりの白いニーソックスを穢す。

「ううっ、くっ、気持ち、悪いっ……」

　バロックは小さな体でもがき触手を振り解こうとするが、触手は弾力があり柔やわらかいくせに力が強く、腕から肩へ、脚から腰へ、這いずり上がる。

「ちょっと待ってなさい、どうにか隙を見つけるから！」

　瑠璃子は叫びながら懸命に銃撃を繰り返すが、元より二人でも手数が足りず触手に押されていたのだ、それが一人でどうにかなるわけでもなく。

　何もなく暗い空間で、彼女たちは肌の上を這いずり回る触手に囚われてしまった。

「たす、助けて、京きよう耶や」

　震える声が、吸い込まれるようにして消えて行った。



　気がつけば、京耶は奇妙な部屋に転送されていた。

「ようこそ、『深淵の樹クリフオト』の間へ」

　部屋の中に幼い少女の声が響く。

　八畳程度か、個人の部屋としては広めだ。床と壁はチェス盤のように白と黒の市松模様で構成されており、壁際に置かれた玉座──モノクロームの玉座はむしろ電気椅子のように不吉で、孤独な空気を放っていた。

　玉座の上には少女が一人。

　傍かたわらのサイドテーブルには赤い林檎が一つ。

「……」

　無ぶ愛あい想そうに、京きよう耶やは玉座に座り傍らの林檎を指先で弄ぶ少女を見た。

　可愛かわいらしい少女だ。しかし名も知らぬ漆しつ黒こくの少女だ。

　玉座から零れ地面に触れそうなほど長い髪も、つぶらな瞳も、ブレザーも襟えり元もとのリボンもロングスカートもストッキングも全てが暗闇の色。

　白いのは肌だけ、色を持つのは赤い唇くちびるだけ。

　体つきは幼く、十二歳ぐらいか、バロックと大差ないほどに小柄──にも拘かかわらず、胸はたゆんと柔らかそうに膨らんでいた。豊かな実りの果実の如き芳醇さだ。

「あなたのために『はじめまして』、わたしのために『こんにちは』京耶さん」

　にっこりと、少女は無邪気に微笑ほほえみかける。

　無邪気な少女の顔と体に、アンバランスな大人のスタイル。

　幼さに似合わぬ妖しい肉と漆黒の装束が相まって、魔女のような雰囲気を醸かもしていた。

「誰だ」

　互いの距離は二、三メートルほどだろうか。京耶は警戒も顕あらわに睨にらみ付けるような眼まな差ざしを彼女に向けている。

　バロック、瑠る璃り子この姿はこの部屋にない。無事だろうか、気にはなっていた。

　しかし今は、目の前にいる少女に集中するべきなのだろう。

　剣を抜けと、京耶に言った声は間違いなく眼前の少女と同じ声だ。

「名前はありません。理解しているのは自らにある『使命』とそれを果たす為に必要な様々な知識だけです。しかし、あなたが許すならわたしは『京耶』から一文字貰もらい『キョウコ』と名乗ります」

　よろしいですか、と訪ねるように彼女は小さく首を傾かしげる。長すぎる黒髪がほんの少し、夜が震えたように音もなく揺れた。

「好きにしろ」

「ありがとうございます、京耶さん」

　彼女──キョウコは、無む垢くな笑顔はそのままに、声は控ひかえ目ながら嬉うれしそうに弾む。

　胸を除けば小さな少女そのままの態度に、京耶は思わずほわんと温かいものを胸中に抱いてしまった。

「ここは……いや、おまえ……キョウコは…………ええと、何をしてるんだ？」

　口調が親戚の女の子に話しかけるお兄さんのようだった。言った瞬間、自覚して恥ずかしくなり、奥歯を噛み締めた。

　自分はもう少し緊張感を持つべきだと自分に言い聞かせる京きよう耶やを他所に、キョウコが林檎を撫でる指先を止めて口を開いた。

「わたしは気がついたらこの部屋にいました。それからずっとここにいます」

「ずっと？」

　玉座と、サイドテーブルに置かれた林檎以外、この部屋には何もない。

「時々、上から結晶体が落ちてきます。わたしに存在する知識によれば『レガシー』と呼ばれるその結晶体に口付けて上へと投げ返します」

　落ち着いた口調と、幼い声。似合いもしない玉座に座る小さな体、細い指先はサイドテーブル上で赤い林檎を撫でている。

「そうやって、人間が『レガシー・オブ・タナトス』と名付けた『ゲーム』に干渉しています。今回の干渉では、京耶さんを連れて来られました」

　京耶はやっと、彼女が自分の問いに答えているのだと気付いた。

「全ては『使命』のために」

「使命」

「わたしはキョウコ、『因果律の死神』、『名もなき暗黒タブラ・ラサ』にして『原初の混沌へ還すモノバロツク・ブデイスト』──意思を持つケイオス」

　漆しつ黒こくの瞳が暗く輝く。

「人の救済こそが、わたしの『使命』」

　気圧されるように、京耶は息を呑んだ。

　どこまでも無邪気に、静かに、全てを呑み込むようにキョウコは微笑ほほえんでいる。

「他には林檎を食べたり、お昼寝したりしています」

「そうか」

　乾いた声で京耶が言った。

「はい、林檎は美お味いしいです。お昼寝も楽しいです、いつも京耶さんの夢を見ます」

「俺の夢？」

「はい、見ています」

　彼女が、彼女自身の黒い瞳を指差した。

「京耶さんの新学期や、屋上で告白されていたこととか、バロックさんの料理を手伝って裸エプロン姿になったことを」

「それは夢じゃなくて、俺の記憶だ！」

「記憶、記憶、記憶、確かにその言葉が正しいですね。勉強になりました」

「いえいえ、こちらこそ」

　ぺこりとキョウコが可愛かわいらしく頭を下げ、京耶が反射的に相槌を打つ。

「そうじゃない。何な故ぜ、そんなものが見られるんだ」

「その答えはわたしの知識にありません。あるいは『因果』のせいかもしれません」

「『因果』」

　また、この言葉だ。

「京きよう耶やさん」

　キョウコが赤い林檎を掌てのひらに載のせて、差し出すように京耶へ向けた。

「京耶さんも林檎を食べませんか？」

「いらない」

「残念ですね。美味しいのに。わたし、林檎が大好物なんです」

　しゃりっ、小さく赤い唇くちびるが赤い林檎に触れる。赤い林檎についた小さな噛み痕、白い果肉が蜜でてらりと輝いている。

「遠すぎて話し辛いので、傍そばまで来てくれませか？」

「……」

　眉間に皺しわを寄せた険しい顔のまま、京耶は前に進む。

「もっと、近くに来てください。あなたの手がわたしに届くぐらい近くへ」

「……」

　表情を変えぬまま、京耶は彼女のすぐ傍そばに立った。

　彼女が嬉うれしそうに唇を上げて、一口齧った林檎を持つ手を伸ばした。

　小さな手だ、綺き麗れいな指だ、林檎はひどく甘い匂いがする。京耶はその手を取らない。

「おまえは……俺の、何だ」

　残念そうでもなく、モノクロームの玉座に座るキョウコはその手を下ろし、一口齧った林檎をサイドテーブルに戻した。

「その答えを、わたしも求めています。生まれ持った『使命』とも『知識』とも関係のない場所で京耶さんを欲しいと思っています」

　音もなく、だが地に擦するほど長い黒髪をぞろりと従えて彼女が立ち上がった。

　更に距離は近付き、そのまま抱擁してキスでも出来そうなほどだ。

　黒い瞳と、黒いセーラー服に包まれたグレープフルーツ程もある胸を持ち上げるようにしてキョウコは京耶を見詰める。

　上目遣いの幼い顔に無む垢くを浮かべて、彼女はそっと自分の胸、心臓の位置に触れた。

「ここが、ひどく熱く、脈を打ちます」

「……」

「あなたは……わたしの、何なのでしょうか？」

「……知らん」

　不思議そうに、幼い子どものように、キョウコが首を傾かしげる。

　京耶の答えは無ぶ愛あい想そうだったが、他に、どう答えられただろうか。

　じっ、と漆しつ黒こくの瞳は上目遣いに京きよう耶やを見詰めている。

　彼女は言った。

「あなたは、もうすぐ、死にます。

　誰からも忘れ去られ、遂には自分自身すら忘れて、消えてしまいます。

　それが全ての因果を喪うしなったモノの末路ですから」

「…………なに言っ、」

　何の冗談だと笑い飛ばしてやろうと思い、京耶は失敗した。

　眉間に皺しわを寄せ歯を噛み締めて誤魔化し、キョウコの瞳から目を逸そらさない。

　死神のような、キョウコの瞳から目を逸らさない。

　ぎゅっ、と不意にキョウコが京耶の手を握った。

「そんなに怖がらないでください、ね？」

　幼い弟をあやす姉のような声音で、こつんとキョウコが京耶の体に頭を預ける。

　地に擦するほどに長い黒髪が音もなく僅わずかに揺れた。

　馬ば鹿か馬鹿しいほど単純なことに、京耶は少しほっとして、眉間の皺が緩んだ。

「京耶さん、わたしの質問に答えてください」

「……」

「ご両親の名前は？」

「モ■ベ■ミ■■とサ■■──ッ！」

　驚いて、京耶が自分の口を押さえた。

　確かにモ■ベ■ミ■■とサ■■と言葉にしたはずなのに、その意味を理解できない。

「クラスメイトの名前を、一人でも言えますか」

「バロックと、前に座っている■■セ■■■と、ア■■■■■■」

　おかしい、名前を言っているはずなのに名前に聞こえない。

　異国の、否いや、異世界の言語でも喋しやべっているように認識できない。

「担任の名前」

「■■■■■■ロ■先生！　何だ、何だこれは！」

「ご両親、クラスメイト、担任、いえ他の誰でも良いです。どれだけ顔を思い出せますか？　どれだけ記憶が残っていますか？　ご両親はどうして海外にいるんですか？　どんな人たちでしたか？　新学期ですよね、新しいクラスで自己紹介とかしましたよね、何か覚えてますか？」

　まともな記憶力があれば思い出せない訳がない事柄だ。

「あ、あ！　なんで、何な故ぜ、思い出せない！　毎日見ているクラスの連中を、両親を、何で、一つも思い出せない！」

　頭を掻き毟るように京耶が絶叫した。

「落ち着いて、京きよう耶やさん」

　キョウコがゆっくりと喋しやべり、繋つないでいる手に少し力を加える。

　冷たい手の感触が、京耶に僅わずかな冷静さを取り戻してくれる。

　それでも額に冷や汗が浮かび、肩で息をし、目を見開いている。

　恐怖が、冷たい水のように脳髄へ沈み込む。

「それが、因果を喪うしなうということ」

　京耶は理解した、バロックと瑠る璃り子こは何の冗談でもなく。

　本当に京耶を認識出来なかった。見えているのに見えていなかった。だから隣の席に座っている男を半月も捜し続けるようなことになったのか。

「バロックさんと瑠璃子さん」

　思考に没頭しかけていた京耶が、はっと我を取り戻した。

「あなたに残った最後の因果、辛かろうじてまだ繋がっている二つの因果」

「『まだ』？」

「京耶さん、壊れちゃってますから」

　天気でも語るように、あっさりとキョウコは言った。

「人よりずっと因果が繋がり難くて、消え易い。たとえるならゾンビです、本当ならもうとっくに消えている筈はずなのに、まだあっちとこっちの境界線上に存在している」

　キョウコの言葉を聴きながら、京耶は自分に落ち着けと言い聞かせる。

　再びパニックを起こしそうな精神を必死に制御する。

「だからバロックさんが、必死に因果を繋ぎ止めようとしているんじゃないですか」

「あいつが？」

「お嫁さんになってみたり、クラスで嫁宣言をしてみたり、ご両親に挨拶をして、強引に同居を始めて──気がつかなかったんですか、あの人は、あなたの傍そばにいようと懸命だったんですよ」

「そんなことを、あいつは一言も言わなかった」

「言ったら京耶さんは信じましたか？　京耶さんは、バロックさんのことを何一つ覚えていなかったのに」

　くすくすと、キョウコが可笑しそうに笑った。

「信じませんよ。当たり前です」

「……」

　京耶は何も言わなかった。まだキョウコに手を握られたままだと気付いていた。

　彼女がすいと身を寄せて、京耶の体に全身を預けるように寄りかかった。

　黒いセーラー服に包まれた鞠のような胸がほにゃっと押し潰つぶされている。

　柔やわらかい。

「京きよう耶やさんは、隠し事が好きな人ですよね」

　拗ねた子供がするように、キョウコは唇くちびるを尖らせる。

　その仕草だけは、胸を除いて幼い容姿に似合って可愛かわいらしい。

「沈黙が好き、自分を見せるのが嫌い、弱音を吐かない、本心も見せない。クールを気取って、カッコつけて、意地を張る」

「……」

「ある意味では、わかりやすいですから」

「…………」

　苦虫を噛み潰つぶしたように京耶が顔を歪ゆがめた。それで満足したのか、キョウコがもたれかかったまま微かすかに頷うなずいた。

「因果を結ぶこと。それが京耶さんの消滅を先延ばしにする方法です」

「具体的な説明が欲しい」

「無論です。わたしはいつかこの日が来ると思い、『使命』と共に与えられた知識を総動員し最大限わかりやすい説明を考えていました」

　どこか興奮した様子の早口、キラりと輝く漆しつ黒こくの瞳が上目遣いに京耶を見詰める。

　最大限もったいぶるように、そのままじっくりと溜めて彼女は言った。

「ずばり、京耶さんにはフラグが足りません！」

「は？」

「人と人の繋つながり、関係性を進展させるための必要条件、それがフラグです！」

「そうか、フラグか」

　キョウコの知識には恐らく妙な偏りがあると思ったが、京耶は指摘しなかった。

「既存キャラ──つまりバロックさんと瑠る璃り子こさんとのフラグを強化して因果を繋ぎますか？　それとも新キャラとフラグを立てちゃいますか？」

「まあ、わかりやすいことはわかりやすかったな」

　喩えが酷すぎるせいか、急に雰囲気が軽くなって気が抜けた京耶が溜ため息いきを吐く。

「はい、頑張りました」

　心なしか自慢そうにキョウコがたゆゆんとした胸を張る。長すぎるほどに長い黒髪がほんの僅わずかぞろりと揺れた。

「親切に、どうもありがとう」

「恩に着て下さい、わたしも京耶さん狙いですから」

「…………ああ」

　反応に困って曖あい昧まいに頷く。

「では京耶さん、そろそろバロックさんと瑠璃子さんを助けてあげてください」

「はい？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「まだ京きよう耶やさんには必要ですよね、だから助けてあげてください」

「いや、そういう意味ではなくてだな」

「レガシーの干渉に巻き込まれて、こっち側に落ちてきました。でもこの部屋に入る資格を持たないので壁の向こうにいます」

　と、キョウコが京耶の後ろにあるモノクロームの壁を指す。

「そろそろ、ケイオスに呑み込まれて悲惨なことになって──」

「ケイオスって何だ、いや、最初に言え、そういうことは！」

　キョウコを振り解くようにして、京耶は体を翻す。

　先ほどキョウコが指差した壁の向こうまで、行く方法。蹴り破れるような薄い壁とは思えない、もっと破壊力が必要だ。ただの高校二年生に壁を壊す術はないだろう、京耶はただの高校二年生だが『ゲーム』の参加者でもある。

　首の後ろにアストラルレイヤーの証あかし、ロールシャッハの原げん罪ざい刻こく印いんを持っている。

「『幻象顕現コネクト』──『十五番目の黒騎士エリゴール』！」

　全身が漆しつ黒こくの鎧よろいに包まれ、黒のガントレットで剣を握った。

　全身に力が満ちた、剣と鎧の扱い方を本能的に理解した。

「っらああああああああああ！」

　叫びながら、両手で握った黒い剣を殆ど力任せに振り下ろす。

　風を殴りつけるような轟音を響かせながら、黒い剣はモノクロームの壁を切り砕く。

　壁の向こうには、意思を持つように蠢く無明の闇が広がっている。

『たす、助けて、京きよう耶や……』

　微かすかなバロックと瑠る璃り子この声。

「待ってろ、すぐ行く！」

「さすが京耶さん、ちゃんと助けに行くんですね」

「当たり前だ！」

　叫び返し、京耶は躊躇わず無明の闇に身を躍らせた。

「でも、京耶さん」



「『今の京耶さん』と『因果を喪うしなう前の京耶さん』──あの人たちが待っているのは、どっちの京耶さんなんでしょうね？」



「！」

　一瞬、全身が硬直し、全ての思考を吹き飛ばすような暴風が胸中で吹き荒れた。

　しかし闇に躍りだした体は止まらない。

「あの人たちの笑顔は、どっちの京耶さんに向けられたものなんでしょうね？」

　黒い鎧よろいを纏まとった体で不確かな足場を踏ふみしめ進む。

「あの人たちが見ているのは、本当に、あなたですか？」

　黒い剣で触手を切り払い、前に進む。

「これは呪いです。わたしの、とっておきの、呪い」

　小鳥の囀りのようなキョウコの可か憐れんな声が京耶に絡み付いていく。

「キョウコは、『今の京耶さん』を愛しています」

　振り返るまでもなく、見えていた。

　キョウコはきっと、純白のように無む垢くに、暗黒の如ごとく無邪気に──幼い少女のように微笑ほほえんでいるはずだ。

　そして、キョウコの呪いを否定する言葉を京耶は持たない。



　──空に、月はない。

　ケイオスの侵食によるエラーのせいだろうか、帰還座標がずれ京耶とバロック、そして瑠璃子は見知らぬビルの屋上にいた。

「ありがとう京耶、本当に、助かったよ」

「私も、不本意ながら感謝するわ……ありがとう」

　バロックは満面の笑みを浮かべ、瑠璃子は照れ臭そうに目線を逸そらしてそう言った。

「気にするな」

　ぎこちなく、京きよう耶やは愛想笑いを浮かべて二人に答えた。

　結局、京耶を賭けた『ゲーム』は引き分けとなり彼らは各々の場所へと帰って行った。

　………………

　…………

　……

『もしもーしっ、瑠る璃り子こセンパイですか。わたしです、わたしわたし詐欺です』

「下らない冗談は止して」

『はーい、ケイオスが出現したそうですけど、首尾はどんな感じですか？』

「一緒にいた、一般のアストラルレイヤーが持って行ったわ。ケイオスレガシー名は『黄金剣』でランクは一よ」

『良いんですか？　上からは可能な限り回収するように言われてますけど』

「問題ないわ。所有者は私が一番信頼している腕利きアストラルレイヤーですもの」

『良いのかなー、まー、センパイが言うなら大丈夫だと思いますけど』

「大丈夫よ。何せ、今回は犠牲者が出てないわ」

『え！　マジですか！　因果を喰われた人いないんですか！』

「いないわ、全員無事にケイオスから帰還した」

『初めてですね』

「ええ」

『と、いうことは今回はいつもの情報操作はいらないんですね！　役所とか学校とかのコンピューターに侵入クラツキングしなくても良いんですね！』

「喜ぶところはそこなの？」

『時給一二〇〇円でダーティな裏工作ばっかりさせられてる女子中学生には最高に近い喜びです。あ、これ皮肉ですからね』

「セフィロト社のアルバイトに応募して、受かってしまった自分を恨みなさい」

『推薦したのセンパイじゃないですか！』

「忘れたわ」

『超ヒドイ！』

「諦めなさい、己の行動に自信を持てない人間ほど道連れを欲しがるものよ」

『ナチュラルに道連れ宣言されたー、ううー、わたしって不幸ー』

「この世界で、もっとも不幸な女を知っていて？」

『はい？　ええと、死んだ女の人とか？』

「正解」

　電話を切り、瑠璃子は独り言を呟つぶやいた。

「恋人に忘れられた女は、果たしてどの程度に不幸なのかしらね」



    

  
    
      


第七話　喪われた男インガロスト



“〝『テセウスの船』というパラドックスがある。

　テセウスの船とは要するに古い船だと思っていただきたい。船を保存する為に長い年月修理修繕を繰り返し寿命が来たパーツは新しいものと交換して行った。

　気付けば、オリジナルのパーツはなくなっていた。

　果たして、これはまだ『テセウスの船』であるのだろうか？



　因果と共に記憶を喪うしなった彼は、果たして、まだ守もり部べ京きよう耶やなのだろうか？

　そうでないならば、果たして、彼は誰であろうか？”〟





「京耶よ！　すっかり夜も遅くなってしまったが、約束どおり用意したぞ！」

　自信たっぷりの笑みを浮かべてバロックが言った。

「バロックさん特製ハンバーグ、チーズ＆半熟目玉焼き載のせだ！」

　誇るように白いエプロンで包まれた控ひかえ目な胸をぴっこりと張り、緩ゆるくウェーブのかかった銀髪を揺らす。

　瑠る璃り子こと別れ、家に戻った京きよう耶やとバロックの遅い夕食。

　リビングのテーブルには、まさに出来立てのハンバーグがでんと鎮座していた。

　バロックは赤い瞳をキラキラと輝かせ、テーブルを挟んで対面に座る京耶をじっと見詰めていた。褒ほめて欲しがっている子犬のような眼まな差ざしだ。

「……」

　黄身の橙も鮮やかな目玉焼きが載のった大き目のハンバーグ、溶けたチーズが目玉焼きの横から覗のぞいてハンバーグの側面にかかっている。

　肉と脂の焼けた香ばしい匂いだけで、腹の虫が鳴いてしまいそうだった。

　付け合せには軽く炒めたニンジンとピーマン、ハンバーグの隣に添えてある。

「美う味まそうだな」

「うむっ！」

　銀色の髪を揺らして頷うなずき、白いエプロンを外して、彼女も椅子に座った。

「では、食べるとしようではないか」

「ああ、いただきます」

　ナイフにフォークではなく箸を手に取り、京耶はハンバーグに手をつけた。

　まず、黄身を割るようにしてハンバーグを二つに分ける。

　とろとろの半熟、チーズ載せハンバーグを一切れ黄身に絡めるようにして口に運ぶ。

「美味い」

　予想通りの濃厚な味、黄身とチーズと肉と脂が口いっぱいに広がる。

　ともすれば濃厚すぎる、がっつりとした味が高校二年男子的には最高だ。

　ごはんが進むこと間違いなし、食べ過ぎに注意が必要なぐらいで、案の定京耶はガツガツと見ている方が気持ちよくなる食べっぷりを披露している。

　束の間ならば、どんなことでも忘れて食事に夢中になれた。

「キミは本当に美お味いしそうに食べてくれるな、私も作り甲斐がある」

「美味そうじゃない、美味い」

　京耶が少し顔を上げバロックを見た。

　バロックの赤い瞳は優しく、小さな唇くちびるを僅わずか綻ばせ──可愛かわいらしく笑っていた。

　呪いの言葉がフラッシュバックする。



「『今の京耶さん』と『因果を喪うしなう前の京耶さん』──あの人たちが待っているのは、どっちの京耶さんなんでしょうね？」

「あの人たちの笑顔は、どっちの京耶さんに向けられたものなんでしょうね？」

「あの人たちが見ているのは、本当に、あなたですか？」



　キョウコの声が脳髄で再生される。

「…………」

「どうした、京きよう耶やよ？　私の顔をじっと見て……ははあ、私に惚ほれ直したのだな？」

「阿あ呆ほ」

　誤魔化すように呟つぶやいて、京耶は再びハンバーグに視線を戻した。

　また一口食べる。砂の味がした。

「美う味まい。今まで食べた中で、一番美味い」

「当然だ！　この私の、キミの嫁の愛情が山盛りなのだぞ！」

　太陽のように輝かしく、バロックは笑っていた。

　ハンバーグは砂の味がした。

　その眩まぶしい笑顔は誰に向けられたものなのか、この美お味いしいハンバーグを本当に食べて貰もらいたかった相手は誰なのか。

　京耶にはわかるわけがなく、それを問うほどに愚おろかでもなく、砂の味のハンバーグを全て付け合わせも残さず食べて、ごはんのお代わりまでした。

　何十回も美味いと褒ほめた。

　バロックは満足そうに、微笑ほほえんでいた。



　その夜、バロックが寝静まった頃、京耶は胃の中にあったものを全て吐いた。

　何度も口をゆすぎ嫌な酸味を消し、ごくごくと水を飲んだ。

　胃の中には水しかない、だが石を詰め込まれたように重苦しい。

　気を紛らわせるように、ふらりと京耶は家を出た。

　夜の散歩に月は群雲、星はない。

　洗いざらしのシャツに短パン、足にはサンダル、京耶は重苦しく眉間に皺しわを寄せた顔をして人気のない住宅街を彷徨さまよう。

「……」

　すれ違った野良猫がにゃーんと長い声で鳴き、瑠璃のような瞳で京耶を見た。

　午前さまの酔っ払いが、千鳥足で眼前を横切って行った。

　遠くで救急車のサイレンの音が聞こえた。

　無意味に歩き続ける。

　脳裏には呪いの言葉が響いていた。

「……」

　喪うしなわれた因果を取り戻すと、バロックは夕暮れの屋上で京耶に告げた。

　彼女の視線の先にいたのは『記憶を喪うしなう前の守もり部べ京きよう耶や』か、それとも『記憶を喪った今の守部京耶』、どちらなのだろうか。

　自分には、あのハンバーグを食べ、彼女に微笑ほほえまれる理由があったのだろうか。

　京耶の頭の中で疑問はぐるぐると回り、煩悶は反復される。

「絶望の匂いがする。わたしが救うべき匂いがする」

　夜闇が蠢く。

「繋つながった因果が私を導き、混沌は道理を越えて現げん出しゆつする」

　どこからともなく、としか形容できない唐突さで女の形をした『ナニカ』が現あらわれた。

　夜のように黒い髪、闇のように黒い瞳、静寂のように黒い服。

　その長すぎる黒髪は背景に溶け込み、夜風にすら揺れず。

「わたしたちの再会に、『こんばんは』京耶さん」

　端たん整せいな人形のように美しく、無表情に微笑んだ。

「外の空気は、こんな味がするんですね。少し懐かしい気がします、変なの」

　世間話のように告げる『ナニカ』、彼女、キョウコ。

　京耶はそれを、どこか予想していたように、静かに見詰め返した。

「消えてくれ、おまえの相手をしたくない」

「はい、わかりました」

　苦い京耶の声に、彼女は素直に頷うなずいた。

「ではさっさと、用件をすましてしまいましょう」

　今度は、京耶の声より彼女の動きの方が速かった。

　手品のように現実味なく、彼女は、キョウコの右目と、京耶の右目を、入れ替えた。

　キョウコが右手で自分の瞳を取り出し、左手で京耶の瞳を取り出して部品でも付け替えるようにひょいと交換してしまった。

　お互い瞳の色は黒だ、入れ替えたとしても目に見えた変化はない、はずだ。

　事実キョウコの顔には変化らしい変化もなく、すぐに新しい瞳は馴染んだように何度か、ぱちぱちと瞬きをした。

　言葉もなく、その光景を眺めている京耶。やはり入れ替えた右目には何の痛みもなく。

　痛みがないのが、逆に恐ろしい──

「──ぁぁぁ！」

　熱い。

　交換した右目が焼ける、否いや、どろどろに溶かした金属を流し込まれているように熱い。

「黄金剣を抜いた京耶さんには、金色が似合うとわたしは思うんです」

　右目を掌てのひらで押さえて地面に蹲る京耶を見下ろし、キョウコは口元だけの静かな微笑を浮かべて告げる。

　黄金剣？

　ああそうだ、モノクロームの部屋に招かれる直前に抜いた『ケイオス・レガシー』。

　そういえば、あれはどうなったのだろう。

　抜いたのは彼だ。ならばまだ、彼が持っているのか？

「輝く金色と、呑み込む暗黒──うん、ぴったりですね」

　キョウコは口元にほんの少しの笑みを浮かべたまま、半歩だけ後ろに下がった。

「それでは、良き救済を」

　そして最初からいなかったように、夜闇に溶けるように消えて行った。

　掠れた呻うめき声ごえを上げる京きよう耶やが、月の静かな夜に取り残される。

　瞳が熱い。そして天が彼を憐れんだように月を覆おおう分厚い雲から雫が滴り落ちた。

　雨だ。

　最初はぽつりぽつりと弱く、やがてざあざあと強く、雨が降り注ぐ。

　春雨の冷たさ、雨粒が体を打つ微かすかな痛みが心地良い。

　煮えたつような瞳に心地良い。

　壁に背を預け、天を見上げる。荒い息を整えながら、雨で体を冷やす。

　やがて少しは、痛みもマシになって来た。

「無様な姿ね」

　不意に声がして、京耶は半ば反射的にそちらを見た。

　すぐ目の前だ。上ばかり見ていたせいで気付かなかったのだろうか。

「瑠る璃り子こ、」

　名前と同じ鮮やかな瑠璃色の瞳をした女が、傘もささずに立っていた。

　濡れた黒髪、冷えた赤い唇くちびる、濡れた体に張り付く白いセーラー服、すらりとした体の線が白いセーラー服の下に透けている。

「私の家が近くにあるのよ」

「それは運が良かった」

「案外、運命かもしれないわよ」

　濡れた黒髪をかき上げながら、淡々と感情を交えない声で彼女は言う。

「最高に面白い笑い話をしてあげるわ」

「悪いが今はそんな話を聞いている場合じゃない、聞いてくれ──」

「私、恋人がいたの、守もり部べ京耶っていう嫌な奴やつよ」

　一瞬、二人の間に沈黙が流れた。

　一瞬、瑠璃子が奥歯を強く噛んだ。

　一瞬、京耶は右目の熱さを忘れた。

「……その守部京耶は、……前の、俺のことか」

　声には無自覚な皮肉の響きがこもっていた。

　瑠る璃り子こは何も答えなかった。無回答は恐らく、肯定と同じ意味しか持っていない。

「思い出したの？」

「教えられたんだ！」

　瑠璃子の形の良い眉が、軽く上がった。

「誰が」

「キョウコだ！　あの女……！」

　覚えている限りありったけの呼こ称しようを、京きよう耶やは叫ぶ。

「『因果律の死神』！　『名もなき暗黒タブラ・ラサ』！　『原初の混沌へ還すモノバロツク・ブデイスト』！　意思を持つケイオス！」

「貴方、『死神』に出会ったのね！」

「そうだ、おまけにこれを見ろ！」

　驚く瑠璃子、自棄のように叫び返して京耶は右目を押さえていた掌てのひらを外した。

「……金色の、瞳？」

「キョウコの目だ！　さっき、取り替えられた！」

「待ちなさい！　『死神』が現げん出しゆつしているの！　詳しく説明を──」

「知ったことか！」

　雨雲すらを貫くように、京耶が咆哮した。

「いい加減にしろ、何が『因果』だ『ゲーム』だ『レガシー・オブ・タナトス』だ、『あたらしいかみさま』に『死神』だ！　うんざりだ、俺は何も覚えてない！　貴様が恋人だった？　知るか！　消えろ、俺の前から消えろ！　二度と顔を見せるな！　俺が覚えていない俺の話をするな！　俺は俺だ！　貴様らの言ってる守もり部べ京耶と一緒にするな……頼むから、もう、放っておいてくれ」

　荒れ狂ったかと思えば、急に弱々しく、疲れ果てた老人のように俯うつむいた。

「頼むから、放っておいてくれ」

　瑠璃子は何か言葉を探しているようだった。

　その時の彼女は、今にも泣き出しそうな顔をしていた。最後まで信じていた夢に裏切られ、打ちのめされ、見たくもない現実を見せられた哀れな少女のようだった。

「駄目よ」

　言葉を口にする、瑠璃子の右手が腰の裏に伸び、取り出したそれを京耶に向けた。

　スタイリッシュなデザインをしたオートマチックの拳銃。

　傷ついた少女は消えて、冷徹な戦士がそこにいる。

「貴方をセフィロト社に連行するわ。貴重な情報源、『死神』と直接対面し生き残ったサンプルとして安全は保障します」

　京きよう耶やが彼女を見上げた。

　春雨に濡れた冷たくも虚ろな銃口を見れば、何な故ぜかそれが本物だと理解できた。しかし恐怖は浮かんでこない。馬ば鹿か馬鹿しいとさえ彼は思っている。

「『死神』は『ゲーム』に寄生し、穏やかに人類を滅ぼす化け物よ」

「なら『ゲーム』をやめてしまえ、運営してるのはセフィロト社だろうが」

「『死神』に抵抗する為に、『ゲーム』はまだ必要とされている」

「誰がだ、おまえたちセフィロト社がか？」

「他に『死神』と戦える組織はないわ」

「ハッ！　馬鹿馬鹿しい、どうせ、貴様らが原因なんだろうな」

「そうね、貴方の言うとおりよ。私も、貴方も、セフィロト社も、全てが『死神』と呼ばれる人類の救済者を呼び寄せた」

「記憶を喪うしなう前の俺と、今の俺を一緒にするな」

「記憶を喪えば、責任が全て消えてしまう？　都合の良い話ね」

「！」

　じゅくじゅくと熱い金色の瞳で、瑠る璃り子こを睨にらんだ。

　瑠璃子の表情は完成された彫像のように微動だにしなかった。

「これ以上抵抗するなら、撃つわ」

「撃てよ、せいせいする！」

　夜空を覆おおう雨雲、降り注ぐ春雨。

「京耶！」

　冷たい雨に濡れた銀色の髪、赤い瞳、小さな少女。

　悲痛な叫び声。

　雨音の中に、一度、銃声が響いた。



　ひどく冷たい場所にいると、彼は思った。

　右目だ。交換した右目のせいだ。

「金色の瞳は、人と繋つながる因果を喰らう」

　冷たく、残酷で、そのくせに甘い果実の匂い、林檎の匂いがする。

「そしてケイオスに繋がる」

　何故かその、林檎の香りにだけは懐かしさを感じる。

「あなたと、わたし、ひとつのものに、なりたい」

　恐怖すら覚える愛の言葉。

　冷たい場所で、金色の瞳から何かが入り込んで来る。

　あるいは金色の瞳自体が触手を伸ばしているのかもしれない。

　体の内側へと入り込み、彼を喰って行く。

　このまま、喰われて、死ぬのだろうか？



　ひどく暖かい場所にいると、京きよう耶やは思った。

　暖かく、柔やわらかく、微かすかに花のような良い匂いがする。

　熱い吐息が心地良く、触れているのは唇くちびるだろうか。

　右目を襲った地獄のような熱さではない、命の熱さ。

「んっ……私の声は、まだ、聞こえているな、■■■ヤ」

　名前を呼ばれている、だが名前が全て聞き取れない。

「キミとの因果が急速に消えつつある、無む理り矢や理り繋つなぎ直すからしっかりと私の声を聞いてくれ、私の存在を感じてくれ」

　それはきっと彼が金色の瞳に食われているせいだ──わかったと頷うなずく。

「昔話をしよう、か、キミが忘れてしまった話だとも、んっ」

　喪うしなわれてしまった『因果』の話だ。

「私と、瑠る璃り子こと、キミ。三人でチームを組んで『ゲーム』に参加していた」

　何があった？

「っ……キミが突然、いなくなって、『ゲーム』が、中断して、しまった、っあ」

　何な故ぜ？

「破滅させる為っ、だよ。何もかもを、一切合財を全部、ぶち壊してっ、あっ、セフィロト社は痛手を被ったっ、んっ、私たちを巻き込んだくせに、私たちを置いて一人で全部、終わらせようとしたんだっ……」

　酷い男だ。

「そうだ、最低の男だった。自分勝手で、他人の気持ちなんて少しも考えてなかった。冷徹であろうと必死で、くぅっ、あ、自分を抑え付けていた」

　苦しいのか？

「私は二度と喪わない。この胸の高鳴りを、この体の繋がりを、絶対に喪わない、キミの因果を取り戻す、消えるな、いなくなるな、私の傍そばから」

　無理だ。

「『あたらしいかみさま』に私はなるぞ、喪わないために、どんなことでも」

　その男を、好きだったのか？

「いや──私が好きなのは、キミだけだ」

『キミ』とは、誰だろう？



    

  
    
      


第八話　世界で一番気まずい朝グッドモーニング



　目を覚ますと、バロックの顔がすぐ隣にあった。

「おはよう、京きよう耶や」

「……………………え？」

「え？　とは何だい、私がキミをここまで運んで来たんだぞ」

　拗ねたように、彼女は小さな唇くちびるを蕾のように尖らせた。

　窓から差し込む朝陽で、乱れた銀色の髪がキラキラと輝いていた。

　周囲を見回せば、間違いなくここは京耶の部屋だ。

　布団を敷いて、何な故ぜかその上に自分自身とバロックが寝ていてタオルケットが上に載っていて。

「うわあああああああ！」

　京耶が布団を飛び出し、頭を抱えてぐるぐると布団の周りを回り出した。

「何があった、俺は確か道端で、ええと、瑠る璃り子こに撃たれた！」

「あれは外れたよ、正しくは彼女に最初から当てる気はなかったんだ」

「あー、そ、そうなんだ」

「その後、雨で体が冷えていたキミを私が背中に担いで運んだ」

「あ、あー、あ、ありがとう」

「うむっ。で理由は不明だがとにかくいきなりキミの記憶が薄れ始めた。キミとの因果が喪うしなわれかけているんだと理解した私がまあ裏技的な方法で、キミの因果を繋つないだ。しばらくは心配ないはずだ」

「……」はた、と京耶が立ち止まった。

　窓ガラスに映る自分の顔を見る、夢ではなく、右目は金色に染まっていた。

　金色の瞳を覗のぞき込むように、彼は見詰める。

　熱は消えた──瞳はきっと完全に、定着してしまったのだろう。

　キョウコの瞳、ケイオスの瞳。

　窓の外、空の上に浮かんだ太陽のような黄金色。

「瑠璃子から、話は聞いたよ」

「そうか」

　彼女には酷いことを言ってしまった気がする。

　しかし事実でもある、喪われた過去のことを言われても困る。

　今の京耶には無関係だ。

「その瞳は、毒だ」

「ああ……」

　京きよう耶やにも、ある種の実感として理解できた。

　キョウコと交換された、金色の瞳は、何か危険なものだ。

　右手を翳し、金色の右目を覆おおい隠す。

「俺の目だ、絶対に、取り戻す」

　暗い炎が、残った左目に宿る。

「それは良いのだが、京耶よ」

　布団の上にいるバロックが、タオルケットを首筋まで押し上げて体を隠し、非常に困ったような顔で言った。

「服を、着たまえよ……目の前でぶらぶらされると、その、困る」

　京耶が凍り付いた。

「ついでに、私にも服が欲しいのだが」

　何を思い出したのか、バロックの頬ほおが桜のような桃色に染まる。

「わかった！　少し待て！」

　京耶は大急ぎでシャツとスラックスに着替え。

「ええと、すまん、とりあえずこれでも着といてくれ！」

　制服のカッターシャツをバロックに渡した。

「うむっ、おおおー、ぶかぶかだな」

　何が楽しいのか、京耶のカッターシャツを着たバロックは布団の上にぺたんと膝をついて座り、余った袖をぱたぱた揺らす。

「おおー！」

　ぱたぱた、ぱたぱた、ぱたぱた。

　本当に何が楽しいのか、赤い瞳を輝かせて何度も繰り返す。

　銀色の髪、楽しそうな赤い瞳、カッターシャツの襟えり元もとから覗のぞいた鎖骨に白い首筋。

　余った袖で遊ぶ姿は、小さな体躯に似合って幼い子どものように愛あいらしい。

　その姿を、壁際に腰を下ろし、微妙な距離から京耶は眺める。

　眉間に皺しわを寄せた硬い顔で、何を言うべきか考え込んでいるようだ。

「っていうか、何があって、同じ布団で寝てたんだ」

　方向性は違うが、これも実に深刻な疑問である。

　裏技的な方法で因果を繋つないだとバロックは言っていたが、裏技とは何だろうか。

　暖かく心地よかったことに関係しているのだろうか。

　謎である。

　ふと気付くと、バロックも京耶を見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　袖を揺らして遊ぶのは止めて、じっ、と赤い瞳で見詰めていた。

「コーヒーが飲みたい」

　バロックが言った。

「……？」

　京きよう耶やが首を傾かしげた。

「ん」

　と、布団の上にぺたりと座り込んだバロックが京耶に向けて両腕を差し出す。

　またも拗ねたように唇くちびるを尖らせ、そのくせ妙に嬉うれしそうで……照れているのだろうか？

「…………？」

　京耶が全く理解できないでいると、バロックは桜色の頬ほおを膨らませた。

「…………体が痛い、立てない、キミのせいだ、責任を取れ」

　じっとりと、何な故ぜか反論は許されない雰囲気を醸かもしながら赤い瞳が京耶を睨にらむ。

　じっとりと、何故か京耶の背中に汗が浮かんだ。

「私を抱っこしてリビングまで連れて行き、キミはコーヒーを淹れて私に献上せよ」

「かしこまりました」

　腕の中に抱えたバロックは、小さく軽く。

　花のように甘い香りがした。



「…………」

　何と切り出すべきか、京きよう耶やは迷っていた。

　一階のリビング、テーブルに向かい合って座る二人。

　バロックは未だにぶかぶかのカッターシャツを着ただけの姿で、それぞれの前には熱いコーヒーの入ったマグカップが置いてある。

　カップから立ち昇る白い湯気、香ばしい匂い、窓の向こうには先日までの雨模様が嘘うそであったような晴天が広がっていた。

　しかしそのどれも、京耶の助けにはならない。

「セフィロト社には、多くのスポンサーがついている」

　バロックは言った。

「その一つは、国防総省のトンネル会社だ」

　突然、何を言い出すのだろうと思いながら京耶は彼女を見る。

　バロックは湯気が立つコーヒーのマグカップを両手に包むように、カッターシャツの余った袖でマグカップを包むように持ちながら話を続ける。

「軍隊の中枢は当然だが軍人だ。そしてどんな組織もそうだが、一番必要なのは実際に働く兵士たちだ。しかしこれには問題がある」

「問題？」

　何の話だと思いながらも、京耶は相槌を打つ。

「訓練中は何ともなかったが実際に戦場へ出ると良心の反発で引き金を引けなくなってしまう『殺せない兵士』、また引き金は引けるが殺人の強いストレスに耐え切れずＰＴＳＤを発症する『殺せるふりをしていた兵士』、人間らしい良心やらを捨て切れない兵士は一定数存在し、現行の訓練では実戦に出るまで判別しきれない。

　そこで国防総省が目をつけた、あるいはセフィロト社が売り込んだのが『ゲーム』。限りなくリアルに近い環境、殺人体験、そのくせ怪我や死のリスクは皆無。国防総省は極きわめて密度の高い訓練システムとして『ゲーム』に大きく期待をしている。原げん罪ざい刻こく印いんやレガシーについても大いに関心を寄せ、セフィロト社に多大な援助を行っている」

　一度、彼女は言葉を切った。

「セフィロト社の裏側の一面で、瑠る璃り子こが持っていた銃の出所だよ」

「そ、そうか」

　曖あい昧まいに京耶が頷うなずく。

「ん？　キミはそれが気になって、さっきから何か言いたそうにしていたんだろう？」

「いや、そんなことは全く興味がなかった」

「キミという男は、本当に全く」

　バロックが盛大に溜ため息いきを吐く、手に持っていたマグカップの湯気が揺れる。

「うっ」

　京きよう耶やは気付いた。バロックは京耶が聞きたいことを正確に読み取っていながら、あえて全然別の話題を出してそれで終わらせるつもりだったのだ。

　そこを、この間抜けは気付きもせず律儀に突っ込んだ。

　リビングに差し込む日差しに銀色の髪が照らされたバロックはキラキラと輝き、その頬ほおが僅わずかに赤みを帯びているように見える。

　京耶は完全に言葉に詰まってしまい、なんとも気まずい沈黙がテーブルを覆おおう。

　ゆっくりとバロックがマグカップに口をつけてコーヒーを飲む。

「気にするな」

　改めて、バロックは沈黙を破った。

「私はキミの嫁だぞ。キミを助けるのは、当たり前のことだ」

「そうか」

　平静を装い頷うなずいた京耶は、口の中にざらざらとした砂を感じた。

　それを洗い流すように、ブラックの苦いコーヒーを口に含んだ。

「俺は、記憶を喪うしなっているらしい」

「因果の喪そう失しつに伴った記憶の喪失だな」

　装うまでもなく平然とバロックが銀色の髪を僅かに揺らして頷く。

　その赤い瞳はコーヒーの黒い水面を見詰めている。

「だからバロック、俺は違うんだよ」

　諦念を込めた大きな溜め息を吐いて、京耶はマグカップを置き視線を上げた。

　コーヒーの表面に映りこむ、金色の瞳を見たくなかったからだ。

「俺はおまえとチームを組んでない、おまえのことなんて知らない、おまえが好きだった守もり部べ京耶じゃない」

　上げた視線は、自然と対面のバロックを見ている。

　バロックもまた顔を上げて、からからと心地良く笑った。

「何だ、キミはそんなことを気にしていたのか」

「なっ！」

　思わず、京耶は立ち上がってしまった。

「そんなことだと！　貴様、俺を」

「私はキミが好きだ」

「だから、俺はおまえの言っている、」

「だから、私はキミのことが好きなんだと何度も言ってるじゃないか」

「ああもう、貴様は馬ば鹿かか！　何な故ぜ理解しない！」

　苛立たしげに叫ぶが、バロックは落ち着き払った静かな笑みを浮かべている。

「キミは『記憶を喪うしなう前の自分』と『記憶を喪った後の自分』が同一存在であるか迷い、別存在であると結論付けた。つまり、キミにとってキミの根幹は記憶であるわけだな。なるほど、しかし！」

「な、なんだ！」

「だが、しかぁあああああし！」

　対抗するようにバロックも立ち上がり、そのぴっこりとした胸を張る。

　素肌の上に着ただけのオーバーサイズの白いカッターシャツから覗のぞく、白い首筋と綺き麗れいな鎖骨の線が奇妙に艶かしい。

「私は人の根幹を記憶には置かない」

「なら何だ」

「愛だ！」

「阿あ呆ほか」

「おいおい、おいおい、キミこそ理解力に乏しいな」

　要するに彼女は今の京きよう耶やが（あるいは、今の京耶も）好きだと言っているようなものだがそれに気付ける精神的余裕が彼にはなく。

　未だ、キョウコの呪いに囚われている。

　心の奥底で、ある種の種のように深く静かに残り続けている。

「これだから人類は困る。未だに愛を理解しない」

　軽く肩をすくめるバロックを、京耶は苦い顔で睨にらんだ。

「おまえも人類だろうが」

「ああ、実は私は天使なんだ」

「羽はどこに忘れて来た、自称天使」

「うっかり落としてしまったのだよ。もう天の国には帰れないなー！」

「困れよ、もう少し」

「愛する人がいるのならば、天上も地底も同じようなものだ。実に些細な違いと言える」

　落とした翼の代わりだろうか、自称天使のバロックが余ったカッターシャツの袖をぱたぱた揺らす。

「知っているかい、天使は愛で作られているんだぞ」

「一度、天使と生物学について語り合いたい気分だよ」

　目線で促され、京耶も椅子に座り直した。

　正直な話、気が抜けたというのもある。

「おまえが理解できない、それだけは理解できた」

「うむっ、ではこう考えるのだ京耶よ」

　ぴっ、と、バロックが指を一本立てる。

「つまり、好感度引継ぎシステムのゲームだ」

　京きよう耶やの眉間に皺しわが寄った。

「嫌そうだね。では、仕方ない」

　彼女は二本目の指を立てる。

「キミは愛さなくて良い、信じなくて良い」

　掌てのひらで彼女自身の胸──二つの膨らみの中央にある『銀の追憶リグレツト』の原げん罪ざい刻こく印いん、『罅ひび割われたハート』の標しに触れる。

「私に何をしても良い」

　京耶の眉間の皺が深くなった。絶句している、あるいは呆あきれているのだろうか。

「婚姻も解消しよう。もう嫁は名乗らない、制服につけた京耶の嫁腕わん章しようも取り外そう、良いかい私は勝手にキミを好きでいるんだ。キミは何も気にする必要はない」

　どうだい？　と言いたげに彼女は赤い瞳で京耶を見詰めた。

　苦い顔をしていた京耶は何十秒か経たって答えた。

「貴様は、案外性格が悪いな」

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ」

　この瞬間も空の上にある春の太陽のように、彼女は愛あいらしく微笑ほほえんだ。

　京耶が天を仰ぐ、春の太陽は天てん井じように遮さえぎられて見えない。

「俺は、俺だよな？」

「それを決めるのは、キミ自身だとも」

　正論である。

「差し当たって、キミの目を取り返す作戦を立てよう。瑠る璃り子こから事情を聞いたとおりならば相当に面倒な相手のようだからね」

　京耶は右目を──キョウコと交換した、金色の瞳を目蓋の上からなぞる。



「それはまるで時限爆弾だよ。タイマーがあれば、まだ対処もし易いだろうに」



    

  
    
      


第九話　恋の残骸ハートブレイク



　楠くすの木き瑠る璃り子こは夢を見ている。

　もう夢でしか会えない、彼女の恋人だった守もり部べ京きよう耶やを想っている。

『より多くの人を救う為に。それが《生命の樹セフイロト》結社──セフィロト社の目的だ』

　永久凍土のように冷えた顔で、感情のない声で、彼は語る。

『新しい神の創造により、人類を導き、人類を統治し、人類を救済する』

『神と言う完全な独裁者の下で、人々は羊のような安寧を手に入れる』

『狂人どもめ』

『狂人どもめ』

『狂人どもめ！』

　荒らげた声に混ざるのは、こみ上げる哄笑を抑え込む煮え滾る憎悪。

『全てを壊してやる、神め、神め、神め！　苦しみのない世界など許せるものか』

　無軌道な憎悪を燃やし滾らせ突き進む彼と、手段はどうあれ人類救済を謳うたうセフィロト。

　どちらが本当に狂人なのだろうか。

　彼が人間らしい悲しみを見せるのは、死んでしまった妹のことを語るときだけだ。



『妹は十二歳で死んだ。林檎が好きだった。病のせいで滅多に食べられないのを俺はいつも可哀想に思っていた』



『妹の死に意味はなかった。苦しむだけ苦しみ、抗うだけ抗い、足掻き、無意味に何も残さず何も為なさず死んだ──苦しみのない世界など許せるものか』



　彼のその後について、語るべきことは少ない。

　恋人だった瑠璃子を置いて、チームに新しく加わったバロックも置いて。

　一人で消えてしまった。別れの言葉すらもなかった。

　もう一年も前のことだ。

　彼が残した成果を上げるならば、甚大な被害を受けたセフィロト社が人類救済という教条的目的を一時捨て、主目的を『死神』の対処に変更した点だろうか。

　やっていることは変わらない、『ゲーム』──『レガシー・オブ・タナトス』を管理運営し『あたらしいかみさま』を作り上げ『死神』にぶつけるだけだ。



　夢は覚める。

　現実は続く。全てに等しく。

　瑠る璃り子この夢を終わらせて現実へ連れ戻したのは、携帯電話のアラーム音だった。

　アラーム音はセフィロト社からの着信を意味している。

　日ひ雁かり高校に程近い単身者用の賃貸マンションの一室。

　狭いベランダに続くガラス戸の傍そばに置いたベッドの上、瑠璃子はタオルケットをぎゅっと抱き締めて眠っていた。

　大人びた顔つき、閉じた切れ長の瞳、頬ほおに掛かる黒髪。

「……んっ」

　艶かしい寝息を漏らし眉間に皺しわを寄せる。

　パジャマ代わりなのだろう、彼女は男性用のかなり大きなカッターシャツを着ていた。女性にしては身長が高いが、それでも袖は余り丈は太ももの半ば程度までだった。

　鳴り続けるアラーム音、ガラス戸にかかるカーテンの隙間から零れた光が彼女の顔に触れた。瑠璃子の目蓋がぴくぴくと動き、彼女は耐えかねたように目蓋を開ける。

　僅わずかに濡れた瑠璃色の瞳。最初に見るのは真っ白な壁──を埋め尽くすほど貼られた、守もり部べ京きよう耶やの写真である。

　その中に被写体がカメラの方を向いている、いわゆるカメラ目線の写真は一枚もない。

「おはよう、京耶」

　じっ、と瑠璃子は同じ色の瞳で写真を眺め、頬に掛かっていた黒髪を手で払う。

　そしてやっと、枕元に小型拳銃と一緒に置いた携帯電話を取り通話ボタンを押した。

「もしもし」

『センパーイ、出るのが遅いですよーもうー』

「寝ていたわ。昨日、少し遅かったのよ」

　乱れた黒髪をかき上げ、艶っぽく濃厚に赤い唇くちびるから憂鬱な溜ため息いきを一つ。

　窓の外は陽光も眩まぶしく、昨夜の雨が嘘うそだったようだ。

『今の色っぽい溜め息はなんですか！　男ですか！　男絡みですね！　センパイの裏切り者！　わたしという後輩がありながら、他の男に手を出すなんて！』

「前から疑問に思っていたのだけれど、貴方、同性愛者なの？」

『良い男性がいたら紹介してください』

「人格が破綻した破滅主義者なら紹介してあげる」

『嫌がらせだー！』

「因ちなみに私の元恋人」

『素敵な男性ですね！　センパイと超お似合いっぽいです！』

「ありがとう、それで、何の用事かしら」

『センパイに悪いニュースと、凄すごく悪いニュースがあります』

「悪いニュースの方からお願い」

『はーい。えっとですねアストラルレイヤーの登録システムにバグが発生したかもしれません。担当者によると登録した形跡のない参加者が一人増えていたらしいんですよ。昨夜の定期バックアップでエラーが出て判明したそうです』

「システムが存在しないアストラルレイヤーのデータを勝手に使ってしまったの？」

『ですです。まあ、名前だけで住所も電話番号も使用端末も記載されてなかったんですけどね……えーと、名前はーっと、あった、キョウコです。カタカナでキョウコ。苗字も原げん罪ざい刻こく印いん名もついてません』

　携帯電話を握る瑠る璃り子この手に、力が入った。

　名前と同じ色の瞳を、鋭く細める。

「そのデータ、消した？」

『そこまでは書いてないですね。確認しておきますか？』

「お願い、まだ消してないなら保存して監視も引っ付けて」

『はあ、了解です。それで、凄く悪いニュースなんですが』

「五秒待って」

　携帯電話を耳から離し、大きく深呼吸して気持ちを落ち着ける。

　失態だ。『死神』が現げん出しゆつした情報は掴つかんでいたのに、セフィロト社へ報告を忘れた。

　全部京きよう耶やのせいだ──八つ当たりだと自覚しながら彼女は責任を押し付ける。

「お待たせ、心の準備は出来てるわ」

『昨夜一晩で、ゲーム中のアストラルレイヤーが六名ほど失踪しました』

「──ッ！　当直の位階持ちは何をしてたの！」

『即座に社長へ報告して調査に乗り出したらしいですが……そのー、当直さんはセンパイと仲が悪い人でしたから』

　瑠璃子はシフト表を頭の中に浮かべた。確かに昨夜の当直担当は古株──京耶の撒き散らした破壊の生き残りだ。京耶の元恋人だった瑠璃子に悪感情を持っている。

　瑠璃子の方も、あえて歩みよろうとしてはいない。

　だから、連絡が翌朝になったと。

「すぐに、そのアストラルレイヤーたちが最後に確認された画像、動画、何でも良いからとにかく確認して」

『それなら既に報告が上がって──』

「最後に確認されたレガシーに、黒ずくめの女がいなかったか、それを調べて」

『はーい、了解です』

「調べ終わったらすぐに教えて、それから社長、いなかったら執事の居場所も押さえておいてくれるかしら」

『わーい、朝から仕事がいっぱいだー』

「そういえば貴方、学校はどうしたの？」

『センパイこそどうしたんですか、本日は土曜日、素敵な休日ですよ？　わたしはバイトですけどね！　バイトですけどね！』

「馬ば鹿かなことを聞いたわね、忘れて頂戴」

『ラジャラジャですです……センパイ、大丈夫ですか？　何だか大変そうですけど』

「貴方に迷惑はかけないわ。じゃあ頼んだことお願いね」

『はーい。まったく、少しくらい迷惑かけてくれたって良いのに』

　最後の返事は妙に機嫌が悪そうな、拗ねているような声だった。

　瑠る璃り子こは通話を終えて、携帯電話を軽く放り投げる。

　携帯電話が枕元に置いた拳銃の隣に落ちた。

『死神』が現げん出しゆつし、既に動き始めている。

「私たちは出遅れた……不味いわね」

　一度、小さく首を振り瑠璃子はすらりとしたモデルのような体をベッドから起こす。

　黒髪を揺らし、パジャマ代わりの白いカッターシャツの裾（すらっと引き締まった太ももの半ばまであり、スカート部分が短いワンピースのようだ）を翻し洗面所へと向かう。

　寝室と続いている小さなキッチンから、洗面所に入り冷たい水で顔を洗った。

「今日も忙しい日になりそうだわ」

　鏡に映った彼女の顔には、薄い疲労の跡が残っていた。

　少し、痩せたかもしれない。

　瑠璃子は鏡の前でパジャマ代わりの男性用シャツを脱ぎ捨てた。

　顕あらわになるしっとりとした肌、それなりに膨らんだ胸、いわゆる安産型の少し大きな尻。

　鏡に映した自分の姿を確認するように眺め、掌てのひらに多少余るサイズの胸に触れる。

「胸は揉まれると大きくなるなんて、デマだと思っていたのにね」

　あまり関係のない独り言を漏らし、昨夜のうちに選んで洗面所に用意しておいた青い下着の上下を身に着ける。

　その上に白いワンピースを着て、まだ結んでいない黒髪を片手で軽く押さえながら前屈みになって白いソックスをはく。

　最後に白いリボンで腰まである黒髪を結び、瑠璃子は着替え終わった自分の姿を鏡に映してチェックする。

「よし完璧」

　着替えながら、脳内で組み立てていた予定を再確認し呟つぶやく。

「まずはバロックに連絡かしら。京きよう耶やがどうなったかも聞かないと」

　再び携帯電話が鳴った、今度はアラームではない、楽曲──『レクイエム』だ。

　バロックからの着信に設定した曲である。

「最高のタイミングね」

　寝室に戻り、拳銃の隣に置いた携帯電話を取り、通話ボタンを押す。

「もしもし」

『やあ瑠る璃り子こ、んっ、こ、こら京きよう耶や、今は電話中なんだ、後にしてくれ』

　何してやがるんだこいつらは──瑠璃子の中に殺意が湧いた。

「あら、お取り込み中なら私からかけなおしましょうか？」

　誰も見ていないのが残念なほど美しく、ぞっとするほどに美しく、大輪の禍まが華ばなのように彼女は笑った。



　同じ頃、別の場所、とある少年が黒い天使に出会っていた。

　暗闇と同じ長い髪が、黒い翼のようにも見えたのだろう。

「欲望の匂いがする。わたしが救うべき匂いがする」

　あるいは『死神』による、七人目の犠牲者が出ようとしていた。

「あ、あなたは……誰、ですか？」

　十二、三歳だろう、まだ声変わり前の少女のような声、長い睫毛と僅わずかに赤みの差した頬ほお、美少女と間違えるような美少年だ。

　よく見れば右の手首の辺りに刻こく印いんがある、彼もまたアストラルレイヤーなのだろう。

「あなたの苦しみを、わたしは救う」

　歌うような声、慈愛に満ちた微笑。

　黒服に身を包んだ『死神』は、天使のように真っ白な手を少年へと差し出す。

　少年は魅入られたように、目を逸そらせない。

　躊躇いは短く、甘い蜜に誘われた虫のようにその手を取った。

「ようこそ、七人目の使徒──悩みも苦しみもない、ケイオスの世界へ」

『死神』の黒髪がぞわりと蠢き、触手のように少年の体を捕え。

　包み込んだ。

　うぞうぞと絡む黒髪は優しく、そこは子宮の中のように暖かい。

「あっ……あっあっあっ…………あっっっぅ！」

　少年の美貌は陶然と蕩け、甘い法悦の声を上げた。



    

  
    
      


第十話　海にてバカンス



「京きよう耶やよ、デートに行こうじゃないか。海が私たちを呼んでいるぞ！」

「まだ四月の終わりだ。寒い」

「ふっ、私とキミのらぶらぶファイヤーの前には四月だろうが二月だろうが八月同然、あまりの熱量に海が干上がること間違いなしだ！」

「愛で世界を滅ぼす気か」

「滅んでしまうが良いさ、私はキミと世界の終わりを眺めていよう！」

「おまえはどこの暴君だ。そもそも、今はそれどころじゃない」

「うむっ！　『死神』だな、だから海だとも！」

「おまえの話は理解できないことが多すぎる」

「そうだな、人が電話中にいきなり後ろから抱きついてくるぐらい理解不能だ」

「あれはよろめいただけだ。右目に変なものが見えて……いや、俺が悪かった」

　京耶の負けである。



　そして結局。

「青い海、白い砂浜に熱い太陽！　どうだい京耶、見事な海じゃないか！」

「確かに、見事な海だな」

　バロックが言うとおりの光景が、京耶の眼前に広がっていた。

　燦々と降り注ぐ陽光、海は透き通るほどに青く、砂は白く熱く、波の音は静かに。

「これで『ゲーム』の中じゃなければ最高だった」

「正しくは擬似レガシーの中だな」



　レガシー『人工精製・擬似レガシー』

　フィールドタイプ『夏の海』

　プレイヤー名『銀の追憶リグレツト』バロック

　プレイヤー名『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶

　クリア条件『なし』



　四月に全く似合わない海の正体である。

「全く、デートというから何かと思えば……」

「深く考える必要はないとも、まあ今日は楽しみたまえよ。その右目も今日明日どうこう言う状況ではないみたいだ。対症療法ではあるが、適宜因果を強化して対応しよう」

「方法が……」

　何を思い出したのか、海水パンツ姿の京きよう耶やは若干気まずげに顔をしかめた。

「それにキミも色々あって神経がまいってるだろう、リラックスは大事だぞ」

「そうか？　そうかもしれないな」

　金色の瞳を軽く撫で、京耶が曖あい昧まいに頷うなずいた。

「うむっ！　リラックスと言えば酒、女、薬、そしてレジャー！　最初の三つは二十歳を超えるまで違法なので最後のレジャーを選んだという訳だな！」

「薬は二十歳を超えても違法だ！」

　女についてはあえて触れない京耶である。

「おおっと、ミステーイク。すまないな、私は天使だから人間の風俗には少々疎いのだ」

「まだ引っ張るんですねその設定」

「キミだけの天使、というフレーズは素敵だと思わないかい？」

「天使、好きだな」

「うむっ、天使だからな！」

　偽物の青空に輝く太陽のようなバロックの笑顔、京耶は眩まぶしげに目を細める。

　海に相応ふさわしくバロックは、情熱的なまでに赤い──白い肌と銀色の髪に良く映える──大胆なビキニを着て、ぴっこりと胸を張っていた。

　いつものツーテールを解いた銀髪のロングストレート、掌てのひらで包み込める程度の可愛かわいらしい膨らみを包む三角形のトップス。

　胸の狭はざ間まにアストラルレイヤーの証あかしである『原げん罪ざい刻こく印いん』が標されている。

　刻印の名は『銀の追憶リグレツト』、形は『罅ひび割われたハート』。

　さらに、つつつと思わず指でなぞりたくなるような脇腹から腰への滑らかなラインと、サイドが紐になっているボトムの組み合わせ。

　実に惜しい、せめて高校二年相応に胸が膨らんでいたら魅惑的だったかもしれない。

　京耶もしっかりと確認済みだが、バロックの胸部はあくまでぴっこりサイズだ。

　ぺったん程に小さくはないが、たゆゆん程に大きくもない実に微妙な掌サイズである。

　だがしかし、違いのわかる男である京耶は『結構悪くない、むしろ良い』と眉間に皺しわを寄せた仏頂面の下で思っていた。

「私もそこは思慮深くだな、ちょっと頑張ってサービスをしてみた、のだが……恥ずかしいから、あまり、見るな」

　堂々たる態度で赤いビキニに包まれたぴっこりと控ひかえ目な胸を張っていたバロックだったが、まじまじと見詰められ羞恥心を憶おぼえたのだろう、もじもじ体を揺らし始めた。

　真っ白なお腹の、小さなへその上で両手を握り締めるようにして、恥ずかしげに体を左右に軽く揺らしている。

　ふわりふわりとその度に銀色の長い髪が揺れ、細い腰と小ぶりなお尻がくねる。

「も、もう、じろじろ見るなと言っているのにぃ」

　頬ほおは桃色に染まり、唇くちびるは少し困ったように尖って、そのくせ少し嬉うれしそうだ。

「ああ、見ない」

　静かに、京きよう耶やは視線を逸そらした。

「その反応は何か不愉快だぞ！　こう、ケダモノが餌にがっつり噛み付いたかの如ごとくに私の水着姿を凝視していたくせに何だいきなり冷めおって！」

「おまえが見るなと言ったんだろうが」

　ぷくうっと拗ねたように頬を膨らませたバロックと、困惑に眉をひそめる京耶。

「そこは言葉の裏を読むべきではないかな？」

「知らん」

「よし、ではキミの口に砂を詰め込んで上から踏ふみつけてやる」

「やめろ恐ろしい」

　はたと、バロックは何かに気付いたように恐れるように後ずさる。

「ま、まさか京耶よ、この私の肉体に飽きたとでも！」

「何の話だ！」

「違うのか！」

「違うわい！」

「ならば良し！」

　何が良いのか定かではないが、バロックは威張るように腕組みをして赤いビキニと『罅ひび割われたハート』の刻こく印いんで飾られたぴっこりとした控ひかえ目な胸を張った。

「ところで、訊いても良いか」

　京耶が急に真剣な顔をして、彼女を見詰める。

「な、なんだい京耶」

　ドキリと、思わずバロックの胸が鳴る。

「海って、何をすれば良いんだ？」

「う、うむ？」

「いやその、複数人で海に来た事がない」

　ざざぁ、ざざぁと波の音が響いていた。

　水着姿のバロック、京耶も同じく海水パンツ姿。

　広がる澄んだ海は太陽光を浴びてキラキラと輝き文字通り水平線の向こうまで広がっている。これが『ゲーム』──レガシーの中だとは思えない圧倒的なリアリティ。

「そうだったな、私としたことが忘れていた……キミが、救いようのないレベルでぼっちだったことを」

　憐れむような優しい赤い瞳。ぽん、と優しく彼女は京きよう耶やの肩に手を置く。

「大丈夫だ、キミには私がいる、もう一人じゃない」

「そっちじゃねえよ！　ほら、記憶ね！　記憶の方が欠落しているせいです」

「安心しろ、因果を喪うしなう前のキミも友だちがいるような性格じゃなかったぞ」

「………………」

「機会があれば、どういう人間だったかを詳しく話すが？」

「いや、聞きたくない」

「だがキミの疑問も理解は出来る。そこで私はあらかじめ手を打っておいた」

　もったいぶるように、バロックがにやりと意地の悪い笑みを浮かべた。

「もうすぐ来る」



『新規アストラルレイヤーがレガシー内に入場しました』



　システムメッセージが二人の脳内に流れ込み、忽然と彼女の姿が顕あらわれる。

「………………着たし、来たわよ」

　物凄すごく不機嫌そうで、空に浮かんだ太陽よりも赤い顔をした瑠る璃り子こだった。

　顔どころか首筋まで赤く、名前と同じ瑠璃色の瞳はそわそわと落ち着きがない。

　普段は色っぽく艶あでやかな唇くちびるも怒ったように堅く引き結ばれている。

　モデルのようにすらりとしながら出るべき所は出た理想的な体に──所謂、スクール水着、律儀にも胸元に『るりこ』と名札をつけたスクール水着を着用していた。

　肩の下まである黒髪と対比を狙ったわけではなかろうが、そのスクール水着は目も見張るような見事な純白である。

　サイズが若干小さめなのだろうか、きゅっと肌に食い込み、ただでさえタイトなラインがさらに顕なものとなっている。

　細い首筋、鎖骨、なだらかな胸に、くびれた腰。ある意味で全裸以上に瑠璃子の体型がよくわかる。

「何を、見ているのかしら」

　大人びた彼女には珍しく、拗ねた子どものような上目遣いで京耶を睨にらんだ。

　じっとその白いスクール水着姿を見詰めていた京耶が、思わず正直に答えた。

「マニアックだなと思った」

「くくっ」

「五月蝿いわね！　自覚はあるわよ！」

　バロックが小さく笑い、瑠璃子がぐぬぬと口元を歪ゆがめる。

「ああ、いや、マニアックだが、そう末期的なマニアックではなく、むしろ一般よりのマニアックさで…………えー、似合ってるぞ？」

「フォローが下手にもほどがあるわね、この白スク水マニア！」

「すまん、だが、何でそんな水着を」

「バロックに聞きなさい！」

　黒髪が揺れるほど大きく叫び、彼女はぎろりと瑠璃色の瞳でバロックを睨にらんだ。

　しかしバロックは意地の悪い笑みを浮かべたまま、赤い瞳を輝かせている。

「いやー、私は別にー、悪くないぞー、好きな色を尋たずねたらー、瑠る璃り子こがー、白って答えたからー、白スク水を着ろってー、要求しただけだしー、だけだしー」

「うっざいわね、あんた！」

「ぴよぴよー」

「うっざいわね！　うっざいわね！　本当にうっざいわね死になさいよ！」

「ハンッ、怨むなら賭けに負けた自分を怨むことだよ瑠璃子！」

「ハンッ、まあ、貴方なら、このスクール水着もぴったり似合うんでしょうね」

「ほう」

「あーあー、幼児体型の貴方が羨ましいわ。チービ」

「ああああああん！　キミだって大差ないだろ！　身長はともかく、胸とか胸とか胸とかは大差ないだろ！　同じ掌てのひらサイズだろうが、掌サイズ同盟組むぞこんちくしょー！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ふふっ──それは貴方と出会ったばかりの頃、過去の話でしょう。今はこの通り、掌に余ってしまうサイズになったわ」

「認めない！　私はそんな現実を認めない！　一人だけ大きくなりやがって、ずるいぞ瑠る璃り子こばっかり！」

　偽物の青空、透き通るような青い海、白い砂浜と二人の美少女。

　銀色の髪に紅の瞳、情熱の赤いビキニを着た小さく可か憐れんなバロック。

　瑠璃色の瞳に黒髪、純白のスクール水着を着せられた大人びた美少女瑠璃子。

　二人が、どす黒いオーラのようなものを放ちながら額をくっ付けて睨にらみ合う。

　何なのだろう、この光景は。

「とりあえず、仲が良いのは理解できた」

　ぐいっと京きよう耶やは二人の肩に手を置き力任せに引き離す。

「うむっ、私と瑠璃子は大変に仲が良いぞ」

「勝手に仲良しにしないで欲しいわね」

　二人が素直に離れ京耶の顔を見る。

「……」

　少しばかり、その友情を羨ましく思いながら京耶は金色の瞳で彼女たちを見た。

　まずバロックを、次に名前と同じ色の瞳をした瑠璃子を。

「なあ瑠璃子」

「なにかしら」

　先ほどまでの醜態を取り繕うように、彼女は優雅に黒髪をかき上げた。

　海風にしゃらりなびく黒髪が、白い水着の肩に落ち、彼女が端たん整せいな笑みを浮かべる。

「私の水着についてこれ以上語ろうとするなら地獄を見せるわよ」

「いや、今現在のように複数人で海にいる場合は、具体的にどう過ごすのが……その一般的なレジャーなんだ？」

「え？　ああ、そうね」

　白スク姿の瑠璃子は口元に手を当てて、真面目な顔で考え出す。

「水遊びとか、砂浜で日光浴しながらお喋しやべりでも良いし、道具があればスイカ割りとか、そうそう男女のカップルなら砂浜で追いかけっこが──って、何の話よ！」

「何って、海で遊ぶ話だろ。そういう目的の集まりじゃないのか？」

　きょとん、瑠璃色の瞳が可愛かわいらしくぱちくりとした。

「ちょっとバロック！　話が違うじゃないの！」

「うむっ！　まあ、それも目的の一つではあるからな」

「全部説明しなさいよ！　これじゃあ私がいきなりマニアックなコスプレで登場したマニアックな女みたいじゃない！」

「概ね間違えてないと思うがな？」

「間違えてるわよ！」

　白いスクール水着の胸元で腕を組み、ふんっと大きく黒髪を揺らしてそっぽを向いた。

　バロックは可笑しそうにくすくすと笑い、京きよう耶やに向き直る。

　海風に銀色の髪がなびく、赤いビキニが白い肌によく映える、赤い瞳に無ぶ愛あい想そうな京耶の顔が映っている。

「では説明しよう、心して聞くがよい！」

「ああ」

「『死神』退治の協力者候補だ」

「なるほど」

「説明が短すぎないかしら！」

「……お互い狙う相手は同じだが、お前と瑠る璃り子こは微妙に立場が違う。だから協力者候補、ここに来た理由の一つは条件の擦すり合わせか？」

「おお、凄すごいぞ京耶よ。まさにその通りだ」

「もっと褒ほめろ」

「昨今の鈍感系主人公に見習わせたいほど理解が速いな！」

「やっぱり褒めるな」

「キミは人格が破滅している、いつか周囲の人間を不幸にするだろうな」

「貶せという意味でもない」

「貴方の性格は自滅しているわ、常に何もかも巻き込んだ破滅を願っている根本的に社会性の欠如した人の形をした災害よ」

「追い討ちをかけろという意味でも当然ない」

「ふっ」

「ふふっ」

　赤いビキニ姿のバロックと、白いスクール水着姿の瑠璃子は揃って達観したような笑みを浮かべ、芝居がかった仕草で左右対称に銀の、黒の髪をかき上げた。

　ふわりしゃらり、柔らかな銀髪とさらさらの黒髪が花のように宙で香る。

「決めポーズのつもりかそれは？」

　頭痛を堪えるように額に手をあて、京耶が呻うめく。

「ま、それはさておき京耶よ、ちょっと、そっちの海の方を向いてくれ」

「ん？　こうか？」

　素直に、くるりと海の方を向く京耶。

　ぶおんっ！　と凄い勢いでその傍かたわらを何か拳ほどの物体が通り過ぎて行く。

「ああ何ということだろうか！　私の水着（赤いビキニ上）が水にではなく、悪戯な海風に吹き飛ばされてしまった！　どこかに私の水着（赤いビキニ上）を拾う為に海へ突撃してくれる京きよう耶やはいないものだろうか！」

「──！」

　ダッ！

　無言のまま、恐ろしく生真面目な顔をして京耶は海へ向かい走り出した。

　首筋にはロールシャッハの原げん罪ざい刻こく印いん、ギラリと金色の右目が輝いたように見えたのは気のせいだろうか。

　彼はそのまま海に飛び込み、イルカも驚きそうな速度で泳ぎだした。

「ううむ、アホだな」

「実にアホね」

　上下にきちんと赤いビキニを着用したバロックが呟つぶやき、瑠る璃り子こが同意した。

　因ちなみに、先ほど投げたのはただの石である。

「本当に、馬ば鹿かみたい」

　名前と同じ瑠璃色の瞳の先では、京耶がざぶんと海に体を潜らせていた。

　どこか寂しそうにその姿を見送り、瑠璃子はバロックに視線を向ける。

　バロックは小さく頷うなずき、口を開いた。

「では瑠璃子よ、投げたのが石だった事に気付いて京耶が戻って来る前に、最低限の合意だけは取り付けておこう」

　見上げるバロックが表情を引き締め、瑠璃子は表情を消す。

「私と瑠璃子の間には、現実的な妥だ協きようが可能だ」

「素敵な言い回しね。セフィロトと和解でもするつもり？　誰よりもセフィロトを嫌っている貴方が」

「冗談は止せ、瑠璃子が窓口でなければ関わるつもりもない。『ゲーム』以外で」

「変わらないわね」

　その台詞せりふを無視してバロックは続ける。

「私の最終目的は京耶を救うことだ。京耶の右目を交換した『死神』──キョウコとやらを追う必要がある。この点ではセフィロトと目的が一致している、私はセフィロトは信用しない、しかし瑠璃子は信用する」

「貴方の協力があれば、確かに心強いわ」

　しゃらりと、瑠璃子は黒髪をかき上げた。

「よろしい、現実的な妥協は出来そうだね。ここで断られたら、手段を選ばないとても十八歳未満にはお見せできないような手段で説得するところだったよ」

「倍返しにしてやるわ」

「それは怖いな、しかし『死神』退治がどんな手段を取るにしても、『ゲーム』を管理運営するセフィロト社の力は必要だ、上手く説得出来そうかい？」

「情報なら、人手は期待しないで頂戴」

「充分だ。人手なんてこっちからお断りだ。また殺し合いになりかねない」

　冗談めかして、くつくつとバロックは笑う。

　瑠る璃り子こも呆あきれたように溜ため息いきを吐いて、軽く肩をすくめた。

「京きよう耶やは、記憶を喪うしなって逆に良かったのかもしれないと思うことがあるわ」

「今の京耶は今の京耶で自己同一性について悩んでいるようだよ？　私も中々に手ひどく拒絶された。案外と、ショックだな、やはり」

「それでも、よ」

　二人は一度顔を見合わせた。バロックの赤い瞳に瑠璃子が、瑠璃子の名前と同じ色の瞳にバロックが映っていた。

　二人とも少し悲しそうな顔をしていた。

　自然と視線は逸それ、海に向かう。

　青い海では京耶が元気に泳いでいるが、ふと、こちらに気付いたようで浜辺へと泳ぎの方向を変えた。

「俺に聞かせたくない内緒話は終わったのか？」

　砂浜に濡れた足跡を残しながら二人の傍そばに戻って来た京耶が言う。

　濡れた体からは海水、潮の匂いがする。相変わらず右目は金色で、首筋にはロールシャッハの刻こく印いんがある。

「終わったが。何だ、気付いていたのか」

「当たり前だ阿あ呆ほ」

「可愛かわいくない男ね」

　瑠璃子が面白くなさそうに、白いスクール水着の胸元で腕を組む。

　京耶は海水で濡れた髪を後ろへ流しながら勝ち誇るように鼻を鳴らした。

　そこにすかさず、バロックが太陽の笑みを浮かべてフォローに入る。

「何を言う、京耶はカワイイぞ！」

「バロックやめてマジで」

　自信満々に、赤いビキニに包まれた胸を張るバロック。

　一瞬、京耶の顔に嫌そうな──瑠璃子に倣うならば『可愛さ』が浮かんだ。

　その情けない顔に機嫌を良くしたように、瑠璃子が整った顔立ちに冷たい笑みを浮かべた……これで、白いスクール水着でなければ格好も良かっただろう。

「『死神』について、こっちの知っている情報を出すわね」

　京耶とバロックが注目し、頷うなずくのを確認して瑠璃子は話し出す。

「『死神』が最初に観測されたのは約一年前。ただし当時は『レガシー・オブ・タナトス』──『ゲーム』にエラーが起こった程度にしか思われなかった……らしいわね、セフィロト社に所属する前だから伝聞でしか知らないわ」

「一年前か、京きよう耶やが私たちを置いて消えた頃だな」

「記憶を喪うしなう前の守もり部べ京耶が、だな」

　露骨に不愉快そうに眉間に皺しわを寄せて、京耶が補足する。

「『レガシー』を外部から侵食クラツキングし『ケイオス』に書き換える。書き換えに巻き込まれたアストラルレイヤーがどうなるかは、言うまでもないわね」

「圧力による行動阻害、そしてあのおぞましい暗闇に取り込まれる」

「あの暗闇に因果を食われ、取り込まれたアストラルレイヤーは二度と現実に戻ることなく消滅する。数少ない生存者も、現実に戻って数時間で消滅する」

　二人の脳裏にかつて取り込まれた『ケイオス』の情景が映る。

　おぞましい触手で満ちた暗黒の空間、べたべたとぬるぬるとした感触。

　一瞬だけ、二人とも不愉快気に片目を歪ゆがめた。

「僅わずかな生存者、ケイオスから帰還後数時間は生きていたという意味での生存者たちの証言から私たちは『死神』の存在を掴つかんだ」

　むしろ淡々と瑠る璃り子こは告げ、バロックも沈黙し真剣に彼女の言葉に耳を傾ける。

　海風と小波の音が、言葉の後ろで鳴っていた。

「要するに殆ほとんど何も判明していない、打つ手がないということか。よくもまあ私たちは無事に戻って来られたものだ。何人、消えた？」

「確認できているだけで十名と少し、つい昨日までは」

「ふむ？」

「昨夜一晩で、一気に六人消えたわ。それもやり方が違う、今まではケイオスがレガシーを侵食し犠牲者のアストラルレイヤーを連れ込む、言うならば罠でも仕掛けているようなやり方だった。昨夜は『死神』──キョウコと言ったわね、黒ずくめの女が犠牲者の前に直接現あらわれている。犠牲者のプロフィールは必要なら渡すけれど恐らく無意味ね。『死神』の画像や動画もあるわ……そこだけピンポイントにノイズが掛かって荒いけれど」

「間接的にしか現実に干渉出来なかった『死神』が、力を得て現実に直接干渉できるようになってしまった、と」

「どうやって……」

　バロックと瑠璃子はあえて指摘しなかったが、理解はしている。

『死神』は京耶と出会って、力を得たのだ。そもそもの出現が、京耶が因果を喪った一年前を起点にしている。

　全ての中心は彼だ。

「しかし、少し妙だな」

　バロックが話を変える。

「因果を喪うしなえば、そもそもそこに存在していたこと自体が理解できなくなる。一年間で十名少しに『確認できているだけ』と枕詞がついたのは彼らが一度は現実に帰還した方の犠牲者で、認識できなくなるまでの間にセフィロト社が記録を残したからだろう？」

「そうね、ケイオスに呑まれて、そのまま消えた人間は……数もわからないわ。その十数人も、名前すらわからない、ただ、数として記録されているだけ」

「昨夜の六人は、因果を喪ったにしては存在が残りすぎている。犠牲者のプロフィールなんてものは、用意できないはずじゃないか」

　話を聞きながら、京きよう耶やはバロックとの出会いを思い出していた。

　自分は幸運だったのだ。

　バロックや瑠る璃り子こと、薄くでも因果が繋つながっていたからこうして此処にいる。

　レガシーの中、太陽は八月のように照り付けるのに、京耶は急に寒気を感じた。

「ええ、昨夜の六人は確かに今までの犠牲者とは違うの、詳しく説明するわ」

「まずあの女──キョウコが顕あらわれる」

　京耶が眉間に皺しわを寄せた険しい顔で割り込んた。

「キョウコが手を伸ばし、相手はキョウコの手を取る。そして喰われる、いや、違う、あれはきっと自ら望んで身を捧げるんだ」

　驚いたように瞳を丸くして、瑠璃子は言葉もなく京耶の顔を見ている。

　バロックはほう、と興味深そうに相槌を打つ。

「まるで見てきたようだね、京耶」

「見たんだ」

　京耶が黄金色の右目に触れた。じくじくと熱を持ち、脈打つような気がした。

「今朝、おまえが瑠璃子に電話をする時、俺はよろめいて、おまえにもたれかかった」

「そんなこともあったな、押し倒されるのかと少し期待したぞ」

　バロックの冗談を無視して京耶は言う。

「右目に見えた。キョウコが十二、三歳ぐらいの女みたいな顔をした奴やつの前にいた」

　今まではあれが何だかわからなかったが、と前置きして彼は続けた。



「多分、あれは七人目だ」



　………………

　…………

　……

　十数分後。

「確かに、七人目の犠牲者が出ていた」

　一度ログアウトした瑠る璃り子こが、再びログインし待っていた京きよう耶やたちの前に現あらわれる。

「で、貴方たちは何をしていたのかしら」

「うむっ、何もすることがなくて暇だったのでな、京耶に少し戦闘経験を積んで貰もらっていた。『死神』との戦いは私が引き受けるつもりだが多少は戦えた方が良いだろう」

「全くその通りだと同意したら、この様だ……笑えよ」

　仰向けに倒れた京耶の上に、ぴょこんとバロックが腰掛けていた。

「背中、熱くないの？」

「熱い」

「だ、ろうと私も思うよ」

　ひょいとバロックが京耶の上からどく、京耶も溜ため息いきを吐いて立ち上がる。

「自分が情けない」

「なに、キミならすぐ強くなるさ」

　バロックは甲斐甲斐しく京耶の背中──『喪失者アウト・オブ・オーダー』の『原げん罪ざい刻こく印いん』、ロールシャッハが標された首筋を叩たたき砂を払う。

　微かすかな嫉妬を込めた目でその光景を見詰め、瑠璃子は話を戻す。

「ただし時刻は大きく外れていたわ。京耶がその光景を見たのは今朝よね？　でも実際に起こったのはさっき。丁ちよう度ど日が暮れて、レガシーに接続可能になった直後よ。六人消えた直後だから、セフィロトの監視や連絡が活発化していたのが幸いしたわね」

「未来視、と見るべきのようだね」

「でしょうね、恐らく京耶のその右目は『死神』と繋つながっているわ」

「そうか」

　瞳に暗い炎を宿して、京耶は頷うなずいた。

「この目があれば、キョウコが追えるな」

「うむっ！　相手は神出鬼没だ、頼りにしているぞ」

　空に浮かんだ太陽のようにバロックは微笑ほほえみかけ。

「……そうね」

　瑠璃子がどこか不安そうな顔で頷いた。

　一瞬、記憶を喪うしなう前の京耶が──破壊を撒き散らし、自らも破滅して行った男が、戻って来たような気がしていた。

　彼女を残して消えた、彼女の恋人。

　時々、悲しくなる。



    

  
    
      


第十一話　否定された救済ソードダンス



「……降参」

「うむっ、えーと、これで私の何連勝目だ？」

「百を超えたあたりから数えてない」

「うむっ、ではこれでキミの何連敗目だろうか？」

「百を超えたあたりから数えてない」

　世界史の教科書に載っている古代ローマコロシアム──円形闘技場を模もした擬似レガシーの内部、偽りの澄み渡った青空を、黒い鎧よろい姿の京きよう耶やが大の字に寝転んで見上げていた。

　その体を跨またぐようにバロックは仁に王おう立だちをして、京耶を見下ろしている。

　京耶はエリゴールのレガシーを発動させ、黒い鎧と黒い剣を装着していた。

　バロックは見慣れた赤いブレザー姿、銀色の髪に白いリボン、手にはレガシーの能力で作製した赤い刀と銃が握られている。

　コロシアムはすり鉢上の造りで、外縁部には観客席、二人がいるのはすり鉢の底であるグラウンド部分中央付近だ。

　教科書に載っている写真と違い古びてはいないが、当然ながら観客はいない。

「これでも、色々考えて戦ってるんだがな」

「だから対処しやすいというのもある、いっそ考えずに剣を振ってみたらどうだい」

「矛盾してないかそれ？」

「キミにはまだ難しいか。そうだな、えーと、三回ぐらい前のあれは中々良かった」

「どれだよ」

　仁王立ちするバロックを見上げて、京耶は眉間に皺しわを寄せる。

　因ちなみに、バロックのスカートは絶妙な角度をもってその内部を保守しているがそれと京耶の険しい顔には関係ない。

「『喪失者アウト・オブ・オーダー』の刻こく印いん能力で加速して不意をつく作戦だ」

「引き換えに力下げたから、当たったけど全然ダメージなかった奴やつだな」

「うむっ、普通に殴り返したぞ」

　赤い瞳を輝かせて不敵に笑い、バロックは自慢するように赤いブレザーに包まれた胸をぴっこりと逸そらした。

　海で瑠る璃り子こ──セフィロト社との一時的な協力態勢を結んで既に数日が過ぎていた。四月も終わり、明日からは五月頭の長期連休である。

　キョウコと交換し金色に染まった京耶の右目だが、その未来視は万能に程遠く役に立つ情報を得られるまではこうしてバロックと訓練をしていた。

　一晩に六人という初日ほどのハイペースではないが、順調に犠牲者も増えつつある。

『レガシー・オブ・タナトス』の掲示板にも、消えてしまったアストラルレイヤーの友人がそれらに関してのコメントを残していた。

　もっとも、何も知らない『ゲーム』のプレイヤーたちは家出、もしくは体調不良の方を気にし、折せつ角かくの大型連休を無為に潰つぶすだろう友人を残念に思う声が大半である。

　京きよう耶やは少し、それを皮肉に思った。

「そういえば、キミはエリゴール以外のレガシーは持っていないのか？」

「えーと？」

「エリゴールは確かランク三だろ、残り二ランク分の空きに別のレガシーを設置すれば簡単に戦力アップだ。というかこれ基本だぞ京耶よ」

「そう言われてもな、そもそも俺、最初はやる気なかったし、途中からはそんなこと考えてる余裕なかったし」

「むっ、確かに私も誘っておいてチュートリアルを怠ったような気もするな」

「俺、冷静に考えると一月足らずでひどい目に会ってないか？　妙な『ゲーム』に巻き込まれるわ、記憶がボロボロなことを自覚させられるわ」

「私がキミと出会わなければ、キミの因果は完全に喪うしなわれて今頃誰にも認識されずに消えている頃だと思うが」

　それもそうかと再び嘆息し、京耶は金色の右目を軽く撫でた。

「変な右目と交換されるわ」

「うむ、だが片目だけ金色と言うのはちょっとカッコいいな？」

「そうだよな！　いや、そういう問題じゃない」

　京耶は困ったような声を出すと、バロックは軽く肩をすくめてふわりと腰を下ろした。

　鎧を纏った体の上に乗る彼女は小さく軽く、銀の髪が柔らかく風に揺れる。

　赤い瞳は幼い体躯に似合わず、奇妙に艶がある。

「おい、人の上に乗るな」

「良いじゃないか、普段はキミを見上げてばかりなんだから」

「阿あ呆ほが」

　顔を隠すように掌てのひらで覆おおい、京耶は息を吐いた。

「そういえば、何か持ってたぞ他のレガシー」

　すっかり、というか殆ほとんど完全に忘れていたが京耶は所有している。

　ケイオス・レガシー──キョウコにより侵食されたレガシー。

「確か、黄金剣だったな──ステータス開示」



■接続遺産

『黄金剣ネームレス』

・階梯ランク『★』

・根源ルーツ『喪うしなわれた輝きの象徴──』

・効果スキル『──封印が施されている──』



　京きよう耶やとバロックの脳裏に黄金剣の能力が流れ込んだ。

「なんだい、これ？」

「知らん」

「封印って。使い道は？」

「知らん」

「私が思うに、別のレガシーで上書きしてしまえば良いのではないだろうか？」

「今度やってみよう」

「無駄ですよ。上書きは受け付けません、何せわたしと京耶さんの繋つながりの証あかしですから。超頑丈です、剣自体も超頑丈ですから、その点を生かしてみてはどうでしょう」

「なるほど」

「『封印』というのが私は気になるな」

「それはわたしにも不明です。わたしに与えられた知識の中には存在しません」

「ん？」

「うむ？」

「……はい？」

　いつのまにか会話に交ざって来た声の方を京耶とバロックが向いた。

　横たわる京耶と、その上に乗ったバロック、すぐ隣にキョウコがいた。

　鬱蒼とした深い黒髪、寂とした黒い瞳、喪に服すような黒い服。

　行儀良くちょこんと正座をしていた。

「よう」

「やあ」

「こんにちは」

　京耶が軽く手を上げる、バロックも軽く手を上げる。

　キョウコが軽く頭を下げて、大きく膨らんだ胸を──黒い剣と赤い刀が貫いた。

　大きな黒い瞳を一度ぱちくりと開閉し、キョウコは納得したように頷うなずいた。

「驚かせるつもりだったんですが、待ち伏せされていたようですね」

　胸部を貫かれていながら、実に彼女は平然としていた。

　京耶が笑った。バロックが爽やかに微笑ほほえんだ。

「右目で見たとおりの光景だ」

「まったく、キミの未来視は本当に役に立つな」

　キョウコは作り物のように微笑ほほえみ返す。

「ですが、わたしがこの程度で止まると思っているんですか？」

「思ってない」

「だが、まだ用意してあるぞ」

　ぬっ、とキョウコの横っ面に太い銃口が突きつけられた。

「こんにちは、三人目よ」

　白いセーラー服姿の瑠る璃り子こが身長ほどもあろうかという長大な銃──アンチマテリアルライフルを両手に抱え持ち、朧霧を払うように浮かび上がった。

「わお」淡々とキョウコが驚いた。

　銃声が響く。

　キョウコの顔が三分の二ほど吹き飛んだ。

　京きよう耶やとバロックが刀身を捻りながら剣を引き抜く。

　赤い血ではない、黒い何かがキョウコの体から噴水のように噴き上がる。

「京耶よ、徹底的に叩たたくぞ！」

　立ち上がりながら、バロックと京耶が斬りつける。

　瑠璃子は至近距離からアンチマテリアルライフルを撃つ。

「あ、あ、ちょ、ちょっと、待って、くれませんか──」

　キョウコの体が加速度的に削れて行く。

「京耶、バロック、離れなさい！」

　頃合を見て瑠璃子が叫び、空に向けて銃弾を一発放つ。

『センパイからの合図確認！　セフィロト社謹製ケイオス封印プログラム行きまーす』

　元気な少女の声が銃声に応えた。

　小さくなったキョウコの周囲から、京耶・バロック・瑠璃子が離れる。

　空気が震え、コロシアムのフィールド、すり鉢の底、キョウコの足元が淡く青く輝く。

「容赦ありませんね」

　殆ほとんど呆あきれたようなキョウコの声がする。殆どなくなってしまった体で逃れようとする。

「容赦されると、思っていたの？」

　輝きは立体の魔法陣を描えがき、キョウコの残った体を檻のように囲い込む。

「まあ、後手後手に回っていたセフィロト社でも一年あれば対『死神』用のワクチンプログラム程度は用意できるだろうね」

　青い輝きの檻が、キョウコを中心に収縮する。

　両手で押し潰つぶすように圧迫され、掌てのひらに載のる程度の結晶体に『キョウコ』は圧縮された。

　悲鳴の一つもなく、恐ろしく静かな終わり。

『イエーイ、ミッションコンプリートじゃないですか！』

　京きよう耶やたちが仕掛けた罠は、完全に完遂された。

「……案外と、あっけなかったな」

　油断なく身構えていた京耶たちも構えを解き、『キョウコ』がいた場所へと近付く。

　コロシアムの底に残った『キョウコ』を圧縮した結晶体を拾い上げ、京耶が言う。

　その結晶体を瑠る璃り子こが手品のように鮮やかに奪うばい取り白いセーラー服のスカート、ポケットに収めた。

「おい」

「これはセフィロト社で責任を持って保管するわ」

「好きにさせてやれば良いじゃないか京耶。私たちは京耶の目が戻ればそれで良い」

「そうだが……」

　眉間に皺しわを寄せた険しい顔をしていた京耶が、表情を緩め自分の右目を撫でた。

　瞳は変わらず、金色に輝いていた。



『警告・ケイオスレガシーによる侵食クラツキングが行われています』



　偽りの太陽が暗闇色に塗り替えられる。

　空が焼き尽くされたような紅蓮に染まる。

「わたしの為に『こんにちは』、あなたたちの為に『残念でした』」

　暗黒の太陽を背負って、昏い『死神』が虚空に佇たたずんでいた。

「何だと？」

「──チッ！　瑠璃子、外部との連絡は？」

「ちょっと待ちなさい！」

　驚きよう愕がくの声、『キョウコ』を結晶体に封じ込めたはずなのに何な故ぜ？

「少しでも、疑問を抱きはしませんでしたか」

　虚空に佇む死神は、暗闇を溶かしたような長すぎる黒髪を揺らして小さく笑った。

　幼い少女のように、無む垢くに無邪気に、愛あいらしく彼女は微笑ほほえむ。

「わたしは京耶さんと『右目を交換した』んですよ。京耶さんに未来視が発現したのに、どうしてわたしには視えなかったと？」

　本当に不思議そうに、キョウコが小首を傾かしげた。

　人形の首を傾けるような、どこか作り物めいた仕草だった。

「確かに、おまえの考えが正しいな」

　罠を仕掛けて待ち伏せをしたつもりだった、相手はそれを逆に利用した。

　苦々しく口元を歪ゆがめて京きよう耶やが呻うめき、ちらと瑠る璃り子こに視線を向けた。

　険しい顔をした瑠璃子はしゃらりと黒髪を揺らして首を振る。

「通信が回復しないわ。でもレガシーの外でも異常は感じ取っているはず」

　名前と同じ瑠璃色の瞳には焦りの色が浮かび、不必要なほど強く拳を握り締めていた。

「焦ることはないさ」

　落ち着かせるように、バロックが瑠璃子の肩を叩たたいた。

「要するに、私たちで空に浮かんでいる『死神』をどうにかしてしまえば良いんだ」

　その台詞せりふを聞いて、瑠璃子は一瞬硬直したかと思うと呆あきれたような溜ため息いきを吐いた。

　京耶は笑う。

「それは名案だな」

「だろう、もっと褒ほめて良いぞ」

「好きになりそうだ、バロック」

「今まで好きじゃなかったみたいな言い草じゃないか！」

「そのつもりで言ったんだ」

「待ちたまえ京耶よ！　その発言については重大な異議がある。話し合おう、出来る限りじっくりと時間をかけて話し合おうじゃないか！」

「痴話喧嘩始めてんじゃないわよ！　状況わかってるの貴方達！」

「当ったり前だ」

「敵が目の前にいるんだ、少しは落ち着いたらどうだね瑠璃子」

「ここから無事に帰ったら、顔面にゴム弾ぶち込んでやるわ」

　お互いの緊張を解すような冗談の言い合い、三人とも視線は暗黒の太陽を背負い虚空に佇たたずむ黒い『死神』から逸そらしてはいない。

　油断はない、キョウコもそれを理解して動かなかったのだろう。

　バロックが赤い瞳を鋭く細め、不敵に宣言した。

「三対一だ、勝つぞ」

　だが──

「十三対三です」

　キョウコが言って、指を鳴らした。

　京耶たちを囲むように、周囲の空間が揺らぎ『それら』は顕あらわれる。

　十二人の人影。

「叩けるときは徹底的に、ですよね？」

　性別はばらばら、年齢も下は中学に入学したばかりから上は大学生程度まで若くはあるがやはりばらばら、当然だが顔形に身長体重まで全然別々の十二人だ。

　しかし何な故ぜだろう──京耶には、それが区別のつかない昆虫の群れのように見えた。

「ううむ、気持ちが悪い連中だな」

　吐き捨てるようなバロックの呟つぶやきに、京きよう耶やも、恐らくは瑠る璃り子こも同意しただろう。

「彼らはケイオスヒューマン。ケイオスによる救済を受け入れ、救われた人々」

　静かに、キョウコは掌てのひらで彼らを示す。

「見てください、あの幸福そうな顔を」

　確かに、彼ら十二人は幸福そうな笑みを浮かべていた。

　同じ、作り物のような満ち足りた笑顔を貼り付けていた。

「人の苦しみは、人の執着から生まれるのです。良きことがあれば、それを喪うしなうことに怯え苦しみ。悪しきことがあれば、得られぬことに苦しむ」

　謳うたうように、歌うように、虚空に浮かぶ黒い少女は語る。

「彼らに執着はありません。執着を産みだすモノは何もありません。彼らは喜ばない、楽しまない、悲しまず苦しまず。ただ穏やかな凪いだ海の境地にある」

　水が地に染み入るように、彼女の声は京耶たちの耳に入り込む。

「彼らは己と他者を区別はしない。一人が全部で全部が一人、魂の奥底から繋つながった彼らは幸福な、一つの命」



「ほう」

　誰にも聞こえないほどに静かな声で京耶が呟いた。

　ゆっくりと首をめぐらし、同じ笑みを浮かべた十二人を眺めた。

　守もり部べ京耶は因果と共に全てを喪った。それを知った彼は自分を見失った。

『テセウスの船』のパラドックス。

　記憶を喪った守部京耶は、果たして守部京耶なのだろうか。

　問いの答えは見つからず、雨の夜に瑠璃子を傷つけ、バロックを拒絶した。

　ケイオスヒューマン、キョウコの語る幸福な生命の在り方──。

　到底、受け入れられるものではなかった。

　これが幸福だというのならば、京耶は幸福を拒絶するだろう。

　眼前で幸福そうに笑う生物は、京耶の敵だ。

　敵がいる。

　京耶の中で、何かのスイッチが入った。



　同じ笑みを浮かべた彼らは、全く同じタイミングで口を開き、別々の声でありながら同じ喜びに満ちた──京耶にはおぞましいとしか思えぬ──声で一斉に告げた。

『我々と一つになりませんか』

『四聖の諦に老病死苦を呑み込んで』

『安らぎの境地たる涅槃へ至る』

『幸福を』

　斬ろうと思った時は既に、京きよう耶やの体が動いていた。

　黒い鎧よろいは風のように駆かけ、黒い剣が光のように閃ひらめく。

　意思よりも速く、剣が十二人の一人を斬っていた。

「京耶」

　少し驚いたような声をバロックが上げる。

　体が自然に動くとはこういうことなのだろう。

　バロックも瑠る璃り子こもキョウコも、彼の剣閃を正確に捉とらえることは出来なかった。



「──アハッ！」

「……これ」

　バロックが嬉うれしそうに笑い、瑠璃子が眉根を寄せて苦く呻うめく。

　その剣は二人にとって懐かしさすら感じるものだ。

　意思よりも速く、ただ眼前の敵を斬る神速の邪剣。

「なんだ京耶、記憶を喪うしなったぐらいじゃ何も変わらないじゃないか」

　かつての守もり部べ京耶が振るい、自分自身すらも破滅させた剣の技。

　セフィロト社の生き残りが見ていたら、恐怖に震えただろう。

　因果と記憶を喪いながら、なおも残っていた技はもはや業に近い。

　塵ちりほどの高こう揚ようもなく、欠片かけらほどの罪悪感もなく。

　人の形をしたモノを斬り捨てる彼は既に──

「京耶さんの方が余程に死神じゃないですか」



『…………？』

　斬り殺された一人が黒い粘液のような水溜りとなって沈んだ。

　それでも彼らの張り付いた笑みは崩れなかった。

　敵を見つけた剣は止まらない。

　京耶自身にすら、斬ったという実感が遅れてやって来るほどに剣は速く。

　気付けばまた一人、斬っていた。

　椿の花を落とすように一人、また一人、ケイオスヒューマンを容易く斬って行く。

　高揚はない、罪悪感もない。黒い剣を振るう姿には無駄もない。

　ある種の舞のようですらある。

　バロックも、瑠璃子も、キョウコすらも、魅入られるようにその姿を見詰めていた。

　京耶もまた、自分自身を見詰めていた。



「おめでとう京きよう耶や！」

　バロックが言祝ぐ。



「おかえりなさいと、言いたくはなかったわ」

　瑠る璃り子こが諦める。



「はじめまして京耶さん」

　キョウコが微笑ほほえむ。



「そうか、これが、俺か」

　見出してみたら、大したものではない。

　敵を前にしたら斬らずにはいられない、壊れた人間が一人いただけだ。

　黒い水溜りが十一を数え、最後の一人の喉元に切先が突きつけられ。

　ぴたりと、京耶は動きを止めた。

　最後の一人に、彼は言う。

「すまん、殺した」

　塵ちりほどの高こう揚ようも、欠片かけらほどの罪悪感もない静かな声で京耶は言った。

　斬り殺された十一人のケイオスヒューマンが遺した、黒い水溜りが周囲にあった。

『いいえ、気にしないでください』

『私たちは一人で全て、全てで一人』

『誰も殺されてなどはいませんから』

「そうか」

　水溜りが十二個に増えた。

　黒い剣を収め、剣士が赤い空を見上げる。

　黒い太陽を背負う、黒く無む垢くな少女を見上げる。

　金色の瞳でキョウコを見上げる。

　暗闇色をした少女もまた静かに、京耶を見詰めていた。

「悪いが、貴様の言う幸福を俺は受け入れられそうにない」

「そうですか、残念です」

「俺の目を返せ」

「嫌です」

「さっき気がついたことがある」

「何でしょうか」

「自分でも驚いたが、俺は人の形をしたモノを躊躇なく斬れる人間のようだ」

「はい、見事でした」

「おまえを斬ろうと思う」

「京きよう耶やさん、愛しているので私の側につきませんか？」

「断る」

　冷たい拒絶の声にキョウコは一瞬黙り、長すぎる黒髪を僅わずかに揺らして首を振る。

「救済の使命を取るか、京耶さんへの愛を取るか、困りました」

「瑠る璃り子こ、撃て」

　キョウコを見上げたまま京耶が言う。

「命令しないで欲しいわね、京耶」

　口先で逆らいながらも、瑠璃子がアンチマテリアルライフルでキョウコを撃つ。

　慌てず、虚空に浮かぶキョウコが右腕を突き出す。

「もう少し躊躇してくれませんか？　京耶さんは冷たい人です」

　不可視の障壁が銃弾を弾はじく。

「バロック、周辺警戒、多分まだ何か罠を隠しているわ」

「う、うむっ？」

　バロックが意識を周囲に向けた瞬間、指が鳴る音がした。

「正解、でも遅いです」

　切り捨てられ半ば忘れられていた、十二個の黒い水溜りが蠢き跳ねた。

　アンチマテリアルライフルを空中へ向け構えていた瑠璃子へ、スライムのように襲い掛かり取り込もうと迫る十二個の塊。

「瑠璃子！　最初に封印した結晶体だ！」

「えっ──？」

　バロックが叫ぶ、駆かけ寄る、不意を突かれて瑠璃子の反応が一瞬遅れる。

「──ッ！」

　京耶が刃を振るい、十二個のうち三つを切り捨て、瑠璃子の白いセーラー服のスカート、結晶体を収めたポケットを切り裂く。

　ポケットから零れた結晶体が宙を舞う、バロックの手が瑠璃子を突き飛ばそうと──駄目だ一瞬だけ、間に合わない。

「『銀の追憶リグレツト』よ！」

　バロックが叫んだ。もう一つの心臓のように、罅ひび割われたハートが脈打ち銀色に輝く。

　どんっ。

　不足した一瞬を一日一度の切り札──『銀の追憶リグレツト』の刻こく印いん能力で補いバロックは瑠璃子を突き飛ばした。

「止せ、バロック！」

「私の方が、生き残れる確率は高いからな」

　目まぐるしく移動した位置関係。

　突き飛ばされた瑠る璃り子この体を京きよう耶やが受け止める。

　突き飛ばしたバロックの体が結晶体ごと十二個の黒い液体に呑み込まれる。

　黒い液体──今は一つの、巨大な、カオス。

　ケイオスの泥とでも呼ぶべきか。

　ちょっとした家ほどもあろうか、泥の天辺には泣きじゃくる赤ん坊を歪ゆがめたような醜悪な顔が浮かび上がっていた。

『ォォォォォォオ──』

　声にならぬ、呻うめき声ごえ。

　胃を直接掴つかんで揺さぶられるような、嫌な響き。

「うっぐっ……」

　京耶の腕の中にいる瑠璃子が青白い顔をして口元を押さえた。

　さり気なく瑠璃子の背中を撫でながら、京耶は眉間に深い皺しわを寄せてそれを睨にらむ。

「まずい」

　倒す方法が思い浮かばない。

　相手が粘液の塊ならば、京耶の剣は意味を成なさないだろう。

　瑠璃子の銃も、巨大な敵を吹き飛ばす火砲としての機能がなければ効果は薄い。

『ヒィィトォォォツゥゥゥニィィィィ』

　バロックを飲み込んだ『泥』の目が、京耶たちを見た。

　ぶるぶるとその巨体を蠢かせ、流動する表面から大量の細い触手をこちらへと伸ばす。

　細い、とは言え女の腕ほどはある。力がどの程度かは不明だが掴まれたら終わりだ。

　ちらと瑠璃子に視線を向ける、彼女の体は震え必死に京耶にしがみついている。

　戦術的に考えたら一度間合いを外すべきだと理解していたが、この状態の瑠璃子を抱えては難しいことも理解していた。

「チッ！」

　斬──迫る触手を京耶は斬りとばす。だが触手は後から後から無数に出現する。

『ミィィィンナァァァァアシィアワセェエェェェェェェエ』

　同化欲求。『泥』は溢れんばかりのその幸福を分け与え、世界を幸福で包もうとする。その手始めとして京耶たちを取り込もうとしている。

「一つになるという完全な幸福の前には、人の形すらも不要。そういうことです」

　ケイオスによる救済とは、そういうことだ。

　意思より速く剣を振るう、あるいは剣の意思が京耶を動かす。

　人が手を伸ばす速度と変わらない触手の動きなど、止まっているようなものだ。

　近付く前に、全て切り落とされる。

「くそっ」

　まるきり根競べだ。京きよう耶やが疲れ果てるか、『泥』の再生に限界が来るか。

　京耶自身の見立てでは前者の可能性が高い、一対一と言えど京耶は本当に一人で、相手は十三体が一つになった集合体。そもそもあの『泥』に疲労を感じる部分があるのか。

「バロック……」

　剣を振るい触手を払いながら京耶が呟つぶやく。肉体と感情を切り離した剣には微み塵じんの乱れも見えないが、飲み込まれてしまった彼女の安否も気になっていた。

　果たして、まだ無事なのだろうか。

「あの子はそう簡単に死ぬような女じゃないわ」

　黒い鎧よろいの腕に抱きとめられていた瑠る璃り子こが顔を上げる、大人びた美貌はまだ青白く、厚く赤い唇くちびるの端は震えていた。それでも『泥』の与えた生理的嫌悪感を耐えられる程度には抑え込んだのだろう。

　アンチマテリアルライフルを軽く撫でる、二丁のサブマシンガンに変形する。

「それに、最後の切り札が残っているわ」

「ほう」

「時間、稼ぐわよ」

「信じるぞ」

「ええ。──信じなさい」

　京耶の剣戟を、瑠璃子が両手に持ったサブマシンガンの掃射でサポートする。

「懐かしいわね」

「何の話だ」

「何でもないわ」

　剣戟と弾幕は触手の群れに拮抗、否いや、やや優勢か。

　銃弾の幾つかは巨大な『泥』に命中するが、ダメージの類を与えたようには見えない。

　ただ流動する表面に当たり、飲み込まれていくようだ。

　そして──

『センパァァァァイ、お待たせしましたー！』

　状況に似合わない、元気な声と共に赤い空が砕けた。

「遅い！」

　キョウコによってケイオスに侵食された空間が、外部からの干渉により奪うばい返される。

　コロシアムの上に広がっていた赤い空は青に、黒い太陽は赤に戻って行く。

「これが、切り札か？」

「いいえ、切り札はこれから」

　依然としてコロシアムの底、京きよう耶やたちの前にはおぞましき『泥』が立ち塞がっている。



「うおおおお、何だあれ、キモッ！」「強そう、でも、面白そう」「ハニィィィィィ、いつ見てもバトルスタイルのハニーも素敵だよ！」「五月蝿い黙れ」「あのデカブツ、あんたならどうやって攻略する？」「拙者、燃えて来たでござる！」「ふん……俺の邪炎で焼き尽くしてやる」「いやいやー、ここはミーちゃんの風魔法の出番っしょ」「クマー」



　俄かに聞こえた無数の声、騒がしくなるコロシアムの空気。

　コロシアム外縁、観客席に次々と転送されて来る『ゲーム』参加者、アストラルレイヤーたち。鎧よろいに和服に学生服にフリルたっぷりロリータ服に着ぐるみに、男女合わせて百人近い数が集まっていた。

『本日は、レガシー・オブ・タナトス特別イベントにご参加くださってどうもありがとーですよっ！　あの中央にいるでっかくてキモイのが皆さんの為に用意した特殊エネミーですぞっ！　腕に自信があるアストラルレイヤーの皆さんは思う存分、暴れちゃってくださーい、本日のＭＶＰにはご褒美があるかもーだぞ？』

『オオオオオオオオオオオオオオ！』

　百名近いアストラルレイヤーが一斉に歓声を上げ、鎧騎士だのサムライだの熊だのが武器を片手に我先に観客席から飛び出し『泥』に襲い掛かる。

　一部は観客席にそのまま残り大砲だか大魔法だかの準備を開始した。

「どういうことだ？」

　唖然としながらも、これを幸いと瑠る璃り子こを連れて距離を取った京耶が言う。

「見たまま、ね」

　無理をしていたのだろうか、瑠璃子はコロシアムの壁に背中を預けるようにしてずるずると座り込んだ。

「戦力、物量ではこっちが勝っているんだからそれを使ったの。今日、準備が整い次第、セフィロト社からアストラルレイヤーの皆さんに特別イベントがありますってメルマガで流して公式ホームページに告知して、人集めね」

「良いのか？　『ゲーム』と違って何が起きるかわからんぞ？」

「良いわよ、どうせ『ゲーム』参加者なんて大なり小なりどこか壊れてるんですもの」

「……確かに」

　少なくともここに集まったアストラルレイヤー、京耶が初めて見る、ひょっとしたら公式掲示板あたりで見かけたことがあるかもしれない連中はどいつもこいつも戦いを心の底から楽しんでいるようだった。

『泥』のおぞましさに怯む事もなく、嬉き々きとしてぶつかっていた。

「私、準備とかで疲れたから少し休むわ……貴方は？」

「バロックを回収してくる」

「どうするつもり？」

「『泥』の中に直接入るしかないだろ」

「触手とアストラルレイヤーの攻撃、両方を掻い潜って？」

「速度だけは、あいつに褒ほめられたからな」

「何それ？」

「まあ、見ていろ」

　安心させるように、軽く瑠る璃り子この頭を掌てのひらで撫でる。

「子ども扱いしないで頂戴」

　拗ねたように、だが可愛かわいらしく頬ほおを染めて瑠璃子が唇くちびるを尖らせた。

　色濃い艶を宿した赤い唇が、薔薇の蕾のようだった。

「必ず連れて帰る」

　小さく微笑ほほえみ、京きよう耶やは叫んだ。

「《灼き尽くせオブリタレイト》！」

　首筋にある『喪失者アウト・オブ・オーダー』の原げん罪ざい刻こく印いん、ロールシャッハの標しが心臓のように脈を打つ。

　身に纏まとう黒い鎧よろいがはじけ飛び、刻印が京耶の肌を這いずり紋様を描えがく。

　精霊使い──シャーマンが全身に施す呪術的な化粧に似ているか。

　京耶の肉体に、力が満ちる。

　パラメーターを下げることで、別のパラメーターを上げる京耶の刻印能力。

　鎧を喪うしない速度を得て、黒い剣を片手に京耶は駆かけた。

「オオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　獣のような叫び、加速する肉体。

『泥』の触手と多種多様なアストラルレイヤーの攻撃がぶつかり合うキリングゾーンに躊躇もなく京耶は飛び込んで行く。



「何だあれ、速っ！」

「全裸？」

「突っ込んでくぞ、あいつＭＶＰ狙いかよ！」

「全裸戦士ぱねえな」



　黒い紋様を体に描き、加速する京耶には声すら遅い。

　剣を振るい『泥』を切り裂き道を作り、家ほどもある巨体の中に侵入する。

　剣閃が『泥』の再生よりも速い京きよう耶やだからこそ出来る芸当。

「バロック、どこだ！　無事か！」

　切り裂き、切り裂き、切り裂き、『泥』の中を京耶は進む。

「その声は京耶か。うむっ無事だぞこっちだ」

　直進から声の方向へと切先を変え、剣を振るう。

『泥』の中に赤い一メートル程の球体があり、その中にバロックがいた。

「やあ」

　真っ白な肌も顕あらわな全裸の姿で体育座りをしたバロックが、太陽のような笑顔を浮かべて片手を上げる。

　京耶が赤い球体に触れると、体がその内側に導かれた。

　全裸のバロックは何な故ぜか妙に嬉うれしそうに、銀色の髪を揺らして肩をすくめる。

「待っていたよ京耶。障壁を張って『泥』を防いだは良いが拮抗状態でね。下手に攻撃にリソースを割いたら一気に『泥』が流れ込むから困っていたところだ、全裸で」

「全裸言うな……俺も全裸だが」

「うむっ！　しかし京耶が助けに来てくれるだろうと信じていたぞ」

「阿あ呆ほ」

「くっくっくっ、今、照れたな」

「阿呆、さっさと脱出するぞ」

「うむっ、では服を着るのでしっかり守ってくれたまえ──」

　バロックが宣言する。

「『幻象武装コネクト・パラケルススの赤い夢アルケミスト・ウロボロス』」

　バロックのレガシー、錬金術の到達地点、賢者の石を溶かした血液の操作。

　彼女たちを守り周囲に展開していた赤い障壁がバロックの許へ戻って来る。

「《舞踏服ドレスアツプ》」

　賢者の石が、純白の肌にも鮮やかな真紅のドレスを編み上げ彼女を包む。

　大胆に優雅、幻想の住人である妖精の如きドレス。

　胸の中央、二つの膨らみの傍そばに位置する罅ひび割われたハートの標し──『銀の追憶リグレツト』の刻こく印いんをより美しく彩るように、鮮せん血けつは肩口から胸元、臍までを大きく開けた大胆なデザインの胴衣を造る。

　フリルで縁取ったスカートが半分に割った花のように中央で二股に分かれた形状であるのは優雅でありながらも動作を阻害せぬように。

　腰の後ろに大きなリボン、両手は長手袋、脚にガーターベルト留めのニーソックス。

　赤いドレスに付随して、細かなアクセサリーも形成される。

　緩ゆるいウェーブのかかった長い銀髪に花を模もした髪飾り、細い首筋にはレースとリボンのチョーカーを。

　両腕を広げて、ドレスを纏まとった彼女は京きよう耶やの胸に飛び込む。

　京耶は障壁を失い迫り来る『泥』を切り捨てながら彼女を受け止める。

「似合うかい？」

「似合う、今度ゆっくり拝見させてくれ」

「うむっ！　その為には生き残らねばな！　京耶よ上方向に道を切り開いてくれ」

「良いだろう」

　今度は坂道を進むように、京耶は斜め上方へと刃を振るった。



　歓声に包まれたコロシアムで、瑠る璃り子こは集められた何も知らない純粋に『ゲーム』を楽しんでいるアストラルレイヤーたちと『泥』の戦いを見ていた。

　やはり火砲の類が有効なようで、家ほどあった『泥』も今は一回りほど縮んでいる。

「数の暴力は偉大ね」

　不意に、『泥』の天辺近くから何かが飛び出して来た。

　黒い紋様を体に描えがいた京耶と、赤い妖精のようなドレスに身を包んだバロックだ。

　バロックのドレスは背中部分が翼になり、空を駆けて行く。

「珍しいわね、あの子、完全に本気じゃない」



　京耶はバロックと共に宙を舞う。

　バロックの赤いドレスの背中部分が、天使の如き翼となって羽ばたいていた。

　遥か眼前に、蠢く『泥』の姿がある。

「どうするつもりだ？」

「私の切り札を使う。使った後は隙だらけだ、一撃で殲滅し切れなかったら私を頼むぞ、キミの力で私を守ってくれ」

　京耶は腕の中にいるバロックを見つめる。赤い瞳が輝き、不敵な笑みを浮かべていた。

「約束する」

「うむっ！　私もキミを信じよう」

　元気良く頷うなずいて、バロックは片手を虚空に、『泥』へと突きつけた。

「兵装集積、『鮮血舞踏』！」

　掌てのひらに傷が浮かび、『賢者の石』を溶かした鮮せん血けつが滲にじむ。

　その身に纏まとう赤い舞踏服と同じく、彼女の全力に相応ふさわしい武器を鮮血が象かたどる。

　身長の倍はあるかという、長大なる真紅の刃、彼女がつけた銘を『鮮血舞踏』。

　バロックの小さな白い手が『鮮血舞踏』の柄を握る。

　何を言われずとも、京耶は刀の鍔に手を添え、支えとなった。

　一瞬、彼女は嬉うれしそうにこちらを見て再び『泥』を睨にらむ。

　片手を柄に、片手を鍔に、京きよう耶やとバロックは力を合わせ『鮮血舞踏』を砲の如く構えた。

　赤いドレスを纏ったバロックが、赤い瞳で『泥』を見下ろし、このままでは届くはずのない真紅の刃を向けたまま叫ぶ。

「《謳えクライイング、地に堕ちた天使の名をキリエ・エレイソン》──」

　轟、と、爆音がした。

　構えた『鮮血舞踏』から巨大なビーム砲のように、濁流が放たれる。

　赤い流星のように宙を貫き地へと落ちる。

　反動が巻き起こした風がバロックの銀色ツーテールを、真紅のドレス、二つに分かれた真紅のスカートを、腰の後ろのリボンを、翼の如ごとくなびかせ揺れる。

『シアワセェェェェエ、ミンナヲ、シアワセニ、シタイィィィィ──』

　幸福と救済を謳う『泥』を。

　バロックの放った赤い砲が押し潰つぶし、完膚なきまでに、焼き尽くした。



    

  
    
      



    

  
    
      


第十二話　キミをもう一度



　それからの話をしよう。

『死神』は取り逃してしまった。外部から百名近いアストラルレイヤーが出現した時点で失敗を悟り撤退したのだろう。

　瑠る璃り子こは殆ほとんど独断で今回の作戦を行っていた為にセフィロト社内での事後処理、別名を言い訳と根回しに明け暮れているらしい。

　元より、セフィロト社内で彼女の立場は良くない。果たしてこの先どうなるのかは誰にもわからないことだ。

　一方で何も知らないアストラルレイヤーたちには『死神』退治こと、大型連休特別イベントは好評だった。チームの枠を超えて全員で一つの巨大な敵に挑むというのが新鮮だったらしい。またやってほしいという声まで出たそうだ。

　余談だが、『レガシー・オブ・タナトス』掲示板では殆ど全裸で黒い剣一本だけ持って『泥』へ突っ込んで行った通称『全裸剣士』が小さな話題になっていた。

　そして、守もり部べ京きよう耶やは──

『必ず戻る』

　そう言い残して、バロックの前から姿を消した。

「京耶──キミに会えて、私は幸せだった」

　銀髪紅眼の少女は眼下に広がる海を見詰めて、静かに呟つぶやいた。

　そこは『海の見える公園』と呼ばれる恋人たちの憩いの場所。

　京耶と共に行こうと約束して、行きそびれた場所。

　海を臨む高台に並んだベンチの一つに彼女は座っていた。

　耳に響く潮騒の音、海風に揺れる銀色の髪。涼しげな純白のワンピース。

　真珠で造った花のように彼女は美しく──寂しげだった。

　ビスクドールの顔、紅こう玉ぎよくの瞳。

　肌もまた透き通るように白く、首も肩も折れてしまいそうに細い。

　一人分、隣に座る誰かの為にベンチを空けているけれど果たしてそれが埋まるのは何時になるのだろうか。

　太陽を浴びて輝く濃い青色をした海はまた、かつて京耶と過ごしたレガシー内の澄んだ海とは違った趣がある。

　しかしこの海が最も美しいのは、夕暮れ時であるそうだ。

　夕暮れの太陽が、茜あかね色いろに染まった空と海の境界線上に沈む瞬間が最も美しいそうだ。

「ワンッ！」

　足元で、犬の鳴き声がした。

　少女は赤い瞳を海から足元へ、そこにいた子犬へと向ける。

　子犬はちょこんと行儀良く座り、つぶらな瞳で彼女を見上げていた。

　可愛かわいらしい子犬だ、小さな体はどことなく柴犬っぽく、明るくふさふさとした茶色の毛並みをしている。野良犬なのだろうか、首輪もなく少し痩せていた。

「キミも、独りぼっちなのかな？」

　バロックが身を屈めて、子犬に手を差し伸べた。

　優しく──そして同じぐらいに悲しい笑みを浮かべて、子犬を抱き上げる。

「クゥン？」

　子犬は彼女の顔を見て不思議そうに鳴く、無む垢くな瞳は鏡のように彼女を映す。

　人懐っこい性質なのだろう、子犬はパタパタと元気良く尻尾を振る。

「良い子だな、京きよう耶やもキミぐらい良い子なら良かったのに……」

　赤い瞳が遠くを見詰める、吹いた海風が銀色の髪を揺らす。

「クゥゥン……」

　バロックの悲しみを感じ取ったように、子犬もまた胸を締め付けるような声で鳴く。

　子犬の向こうに、彼女は何を見ているのだろうか。

　誰を思っているのだろうか。

「京耶」

　水滴が落ちるように小さく。

「どうして、私を置いていった」

　散る花のように震え。

「どうして、何も言ってくれない」

　雪が溶けるように静かに。

「お願いだ、もう一度、私の名前を呼んでくれ」

　それでも、彼女は涙を流さず。

「バロック」

　物静かな声が、彼女を呼んだ。

「ッ──京耶！」

『歪ゆがみ』という名を持つ少女は、輝くような笑顔と共に顔を上げた。

「俺、飲み物買いに行ってただけだよな？　なんで死んだみたいになっている？」

　眉間に物凄すごい皺しわを寄せて、京耶が呻うめいた。

　鋭く愛嬌に欠ける顔立ちの彼がそういう表情をすると、偏屈な文学青年めいて怖い。

「うむっ、待ち時間が暇だったので予行演習をな」

　輝くような笑顔のままで、さり気なく酷いことを言っている。

「死ぬのか、俺？」

「死なないのか、キミは？」

　実に可愛かわいらしく、緩ゆるいウェーブのかかった銀色ツーテールを揺らし首を傾かしげた。

　ついでに真似をするように、子犬もクゥンと首を傾げた。

「いつかは死ぬだろうが」

　変わらず眉間に皺しわを寄せた京きよう耶やは、微妙に話が通じない疲労感を覚える。

　溜ため息いきを一つ、バロックの隣に腰を下ろした。

「その犬は何だ？」

「うむっ、知らんが人懐こくて可愛いので構っていた。飼っても良いだろうか！」

「おまえが世話をするなら」

「だそうだぞ、良かったな子犬よ」

「ワンッ！」

「子犬っておまえ、名前付けてやれよ」

「では、飼育を快く許可してくれたキミに因んでキョウヤと名付けよう」

「区別がつかんだろ！」

「安心しろ、キミは漢字で京耶、こっちはカタカナでキョウヤだ」

「だから区別がつかんだろ！」

「キョウヤは、キョウヤが気に入ったかい？」

「ワンワッ！」

　理解しているのか定かではないが、バロックに抱え上げられた子犬は尻尾をぶんぶんと振りながら嬉うれしそうに鳴いていた。

「京耶も、キョウヤと仲良くするんだぞ」

　と、バロックが子犬の顔をこちらへ向けた。

　くりくりとした瞳といい、良く見れば愛嬌のある顔立ちをしている、これは確かに……

「なるほど、確かに可愛い」

「グルルルルルッ！　ワンッ！　ワンッ！」

　京耶と目が合うなり、キョウヤは露骨に威嚇する。

「訂正する、可愛くない」

「ううむっ、まあ、そのうち仲良くなれるだろう」

　軽く頭を撫でて、バロックは子犬のキョウヤを足元に置いた。

　バロックには本当に懐いているのだろう、何も言わずとも『待て』の姿勢で大人しく控ひかえている。

「しかし京耶よ、随分と遅かったじゃないか。ジュースを買いに行くだけで」

「近くの自販機が故障して、コンビニまで行っていたんだ」

　溜ため息いきを一つ吐いて、京きよう耶やは缶ジュースをバロックに渡す。

「ありがとう。むっ、プリンシェイクではないか」

「ああ、プリンシェイクだ」

「私はプリンシェイクが大好きだぞ」

　キラキラと輝く赤い瞳で、彼女は熱心にプリンシェイクを見詰めている。

「それは良かった」

　京耶はもう一度、溜め息を吐いた。

「うむっ、キミが私の好物を覚えていてくれたことが特に嬉うれしい」

　はにかむような微笑を、バロックが京耶に向ける。

「偶然だ、目に付いたから買ってきただけだ。偶然だ」

「ふぅん、そうか、偶然か」

　じっ、とバロックは赤い瞳で京耶の横顔を見詰める。

　京耶は視線を合わせず、美う味まくもなさそうに眉間に皺しわを寄せジュースを飲み始めた。

「自販機、故障していたのだよな」

「ああ」

「知っているかい、この辺りのコンビニにはプリンシェイクを置いてないんだ」

「偶然入荷していたんだ」

「私が知る限り、この近辺でプリンシェイクを売っているのは日ひ雁かり高校だけだ」

「知らん」

「ありがとう」

「それはさっき聞いた、良いから飲め」

「うむっ、飲むぞ。嬉しいな、プリンシェイクは至高の飲料だ」

　プリンシェイクは振る回数によって食感が変わる飲み物だ。多く振ればプリンが崩れなめらかになり、少なければプリンの形が残っている。

　バロックは丁ちよう度ど十回振って、プルタブを開け、小さな唇くちびるに缶を近づけた。

「では、いただきます」

　こく、こくこく、と小さな喉を鳴らしてプリンシェイクを飲むバロックを京耶は何となく眺めていた。

　彼女の口の中には、崩れたプリンの食感と、あの柔やわらかい甘みがいっぱいに広がっているのだろう。

　唇から缶を離して、ほふうと一息。

「うむっ！　京耶の愛の味がするぞ」

「阿あ呆ほ」

　ぶっきらぼうに言った京きよう耶やは、急に気恥ずかしくなり彼女の顔から視線を逸そらした。

　くすくすと愉快そうにバロックが笑い、その足元で子犬のキョウヤが元気に鳴いた。

「……」

　無視して、京耶も自分のジュースを飲み始める。

　一瞬の間隙のような静寂が二人の間を通り過ぎた。

　京耶は眼前に広がる海を見たまま、溜ため息いき混じりに口を開く。

「くたびれ損だったな」

「うん？」

「結局、右目は取り戻せなかった」

　未だ金色に染まったままの瞳を目蓋の上から押さえて京耶は首を振る。

　いつまた未来視が発動するかわからず、放置すれば『因果』を喰われる。

『因果』。

　人と人の繋つながり、存在の鎖。

　京耶はそれが常人より繋がり難く、壊れやすいとはキョウコの弁だ。

　バロックはそもそも、それを修復する為に『ゲーム』への参加を促した。

「なあ、記憶を喪うしなう前の俺ってどんな奴やつだったんだ？」

「そうだね。ある意味で高潔な男だったよ。信念の為なら死ねる男だった、しかし、人間としては致命的な部分で何かが壊れていた。自分から、人の道を外れることを望んでいたようだった」

　少し考えるような沈黙。

　バロックが足元にいる子犬のキョウヤを撫でる。気持ち良さそうに目を細めたキョウヤは子犬というか子猫のようだった。

　可愛かわいらしいやら可笑しいやら、京耶は小さく笑う。

　安心したようにその顔を見て、バロックも少し笑った。

「記憶を喪う前のキミはね、そんな風に笑わない男だった」

「そうか」

「歪ゆがんだ騎士のようだったよ。見ていてこちらが辛くなるタイプの男だ。瑠る璃り子こはそこに惹かれたみたいだけどね」

　瑠璃子、記憶を喪う前の恋人。

「突然、昔のことを聞くなんて、どうしたんだい？」

「正直な話、自分があんなに躊躇なく他人を斬れる人間だと思わなかった」

「うむ、ショックだというなら私の胸で泣いて良いぞ」

「…………遠慮する」

「思い切り悩んだな、このむっつりめ」

「やかましいわ！」

「心配しなくていいさ」

　バロックが、不意に京きよう耶やの手を握る。

「現実で同じことをしようとしたら、私が止めてやる」

　二人の前では、海が静かに揺れて波の音が柔く響く。

　潮の匂いのする風が二人を撫でて、過ぎ去って行く。

「怖いんだろう、自分自身が。喪うしなわれた記憶が」

　ゆっくりと、京耶はその問いに頷うなずいた。

　喪われた過去、見つけた自分の欠片かけらは──、化け物だった。

　繋つないだ手を、静かに解く。

　京耶は拳を握り、今にも震えてしまいそうな手を懸命に抑えている。

「俺は怖い。この瞬間に抱いている恐れを忘れてしまうことが、怖い」

　戦う理由はある。戦う必要はある。

　右目を取り戻さねばならない。壊れていく因果を修復する為には『ゲーム』に参戦する必要もあるだろう。

「そして戦えば、俺はその恐怖を忘れてしまう」

　本当に恐ろしいのは、戻れなくなってしまうことだ。

「でも、キミは戦うしかない」

　バロックが立ち上がる、京耶の正面に回る。

「そこで、キミに素敵な商品を紹介しよう！」

「何な故ぜいきなりテレビショッピングのような口調になる」

「ふっふっふっ。まあ最後まで聞きたまえ。これは凄すごいぞ」

　ぴっこりと、自信たっぷりに純白のワンピースに包まれた胸を張りふんぞり返る。

「鼻の穴が見えるぞ」

　若干、角度が大人しくなった。

「で、何を紹介してくれるって？」

「うむっ、迷い悩むキミを適宜フォローし、共に歩んでくれる素敵なアドバイザーだ」

「ほう？」

「外見は絶世の美少女、家事も万能で特に料理が上手、キミのややこしい事情も全て把握しているから説明の必要もない」

「へー」

「さらーに！　キミへの愛情に満ち溢れ、天使のように心優しかったりもする。あと、ついさっき判明したが割合と動物に好かれるタイプのようだ」

「わんっ！」

「あー、で、気になるお値段の方は？」

「生活費を折半する程度で事実上無料だ」

「そりゃありがたい。おまけにあれだな、髪は銀色、目は赤色、今なら俺に全く懐きそうにない子犬がついてくるんだな」

「おおっ、凄すごいぞ京きよう耶や！　大正解だ！」

「売り込み方が露骨なんだよ。おまえ、ちょっと前に随分しおらしく『愛さなくて良い』とか言ってなかったか」

「ああ、その場凌ぎの嘘うそがどうかしたかい？」

「開き直りやがった！」

「うむっ！　開き直ったが問題あるかね！」

　京耶は盛大な溜ため息いきを吐いて、ベンチの背もたれに体を預け天を仰いだ。

　太陽が憎らしいほどに眩まぶしく輝いていた。

「まあ実際、おまえに見捨てられたら俺は悲惨だ」

「見捨てないがね」

「そこは、『見捨てられたくなければ』とか言って脅してくれ」

　京耶はポケットに手を入れ、奥に押し込んでいた腕わん章しようを引っ張り出す。

「丁ちよう度ど良い、これは返す」

　皺しわの寄った腕章には大きく『私は京耶の嫁』と記されていた。

「キミという奴やつは……そっちこそ、安物でいいから指輪でも用意しておきたまえよ」

「やかましい。そんな恥ずかしい真似をしてたまるか」

「では、私の方から指輪を送ってあげようか」

「やめろ！　くそっ、愛されてるなあ俺！」

　自棄混じりに京耶が叫ぶ。

「当然だろう」

　バロックはこの空に浮かんだ太陽のように笑って、純白のワンピースに腕章をつけた。

「私はキミの嫁だからな！」



    

  
    
      


あとがき



『暗黒神とか全然出てこない普通のあとがき』



　はじめまして葉は村むらです。あとがきタイトルがおかしいのは気にしないでください。

　本作品は担当さんの『あー、コスプレした女の子が殴ったり殴られたりしてるところ見てー』という助言に私の『銀髪ツーテール美少女っ娘とラブラブする毎日を書きたいんじゃああああ！』という欲望がアウヘーベン（融合）する所から出発しました。

　着地点も大体間違えていません、間違えていないはずです。本当に間違えていないかはどうぞ本編を読んで確認してください。

　それでは折角の一巻ですし、謝辞を述べたいと思います。

　読者の皆さま、ここまで読んでいただきありがとうございました。

　見事な銀髪ツーテール美少女っ娘を描いていただきましたイラストのほんたにかなえさん、また当編集さんを始めとする本作に関わった全ての方々、ありがとうございます盛大に原稿遅れご迷惑おかけしましたごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんな──話は変わりますが担当編集さんが本作もアンケートで色々やってるらしいです？　答えると壁紙とか貰えるらしい？　わたくし、携帯電話でインターネットとかハイテク過ぎて理解できないので真実は自分の目で確かめて頂きたい。

二〇一二年秋『携帯電話はいつも基本料金内、友だち？　何それ食えるの？』葉村哲てつ



    

  
    
      



    

  
    
      


　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島生まれの広島育ち、現在も広島在住。

　　しかし、広島風お好み焼きが苦手で広島市民球場にも原爆ドームにも行ったことがない。

　　こう書くと引きこもりみたいだけれでも、趣味の一つは散歩です、残りは読書と昼寝。



　イラスト

　ほんたにかなえ（ほんたに・かなえ）

　　ＳＡＧＡ　ＰＬＡＮＥＴＳ所属の原画家、イラストレーター。

　　代表作は『Ｃｏｍｉｎｇ×Ｈｕｍｍｉｎｇ!!』『キサラギＧＯＬＤ★ＳＴＡＲ』『はつゆきさくら』など。

　　アニソンを聞いたりゲームをするのが趣味です。

　　いつもだらだら生きています^^

　　ＨＰ『らぶまにょ』

　　http://rabumanyo.moo.jp/index.html
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